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-

【基礎となる
学部】

現代教養学部

・人文学科
・国際社会学科
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[Division of
Humanities and
Cultures]

[Division of Human
and Social Sciences]

計 画 の 区 分 研究科の専攻の設置又は課程変更

フ リ ガ ナ ガッコウホウジン　トウキョウジョシダイガク

設 置 者 学校法人　東京女子大学　

大 学 院 の 目 的
東京女子大学大学院は、キリスト教精神に基づく人格形成を教育の根本方針となし、
学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究めて文化の進展と人類の福祉とに寄
与することを目的とする。

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ トウキョウジョシダイガクダイガクイン

大 学 の 名 称 東京女子大学大学院（Graduate School of Tokyo Woman's Christian University)

　　年　月
第　年次

人間科学研究科博士前
期課程

大 学 本 部 の 位 置 東京都杉並区善福寺二丁目６番１号

2

東京都杉並区
善福寺二丁目６番１
号

22 44
修士(人間文化
科学)

平成24年4月
第1年次

[Graduate School of
Humanities and
Sciences]
(Master's Degree
Course)

新 設 学 部 等 の 目 的

【人間科学研究科】学際的視点からの研究を深め、専攻分野での自立的研究能力を高
めることにより、共生社会実現に指導的役割を担うことのできる研究者及び高度な専
門的職業人の育成を目的とする。
【人間文化科学専攻】人間の営みと知の所産である文化の諸相を解明するための専門
的知識を教授するとともに、その知識を自立的に運用するために必要となる各種の資
料についての読解精査力と問題分析力、その分析の成果を国内外に明らかにできる発
信力を涵養する。これにより、具体的には、博士後期課程進学（大学教員・研究
者）、中学校・高等学校教員、学芸員、日本語教師ほか、著述家、翻訳者、編集者、
言語コーディネータなどとして活躍する人材を養成する。
【人間社会科学専攻】現代社会の人間が直面しているさまざまな問題に人間科学・社
会科学の視点、知識、方法論をもって調査研究し、事実をもとに科学的に解決策を提
案できる高度な専門知識・技術を育成する。これにより、具体的には、博士後期課程
進学（大学教員・研究者）、臨床心理士、中学校・高等学校教員、国・地方公共団体
職員ほか、情報メディア・情報通信分野の専門家、社会調査の専門家、地域コミュニ
ティ・企業・NPO/NGO・国際機関の職員などとして活躍する人材を養成する。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

東京女子大学大学院
年 人 年次

人
人

計 42 84

　人間社会科学専攻 2 20 40
修士(人間社会
科学)

平成24年4月
第1年次

1



大学全体

5科目

0

（0） （0）

（0）

0

(58) (10) (0) （0）

東京女子大学大学院

　文学研究科修士課程（廃止）　　　　平成23年9月届出予定

    哲学専攻  　　入学定員（△6）　　収容定員（△12）

　　日本文学専攻　入学定員（△6）　　収容定員（△12）

そ の 他 の 職 員
　　　　０　　　 ０ ０

0

（0） （0）

18 1 0

0

0

2 0 0 8

（２）

66

6

計
２６ １１９

（９３） （２６） （１１９）

68

11

(28) (6) (0) （0） (34) （0） （11）

28 6 0 0 34 0

演習 実験・実習 計

人間科学研究科 博士前期課程
人間社会科学専攻 68科目 5科目

10 0 0

0 0

12 0

45

（5） (0) （0） （48）

（５）

　　　 ９３　　　

同一設置者内における
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

教育
課程

卒業要件単位数

30単位

教

員

組

織

の

概

要

兼 任
教 員 等

  0人   0人   34人   0人

人間科学研究科　博士前期課程
　人間社会科学専攻

  5人

(30) (4) (0) （0） (34) （0） （6）

助手

計
58

76科目

学　部　等　の　名　称
専任教員等

教授 准教授 講師 助教 計

新

設

分

人間科学研究科　博士前期課程
　人間文化科学専攻

  30人   4人

0

（43）

0

（17） （2） (0) （0） （19） （0）

16

合　　　　計

既

設

分

人間科学研究科　博士後期課程
　人間文化科学専攻

2 0

（19） （1） (0) （0） （20）

人間科学研究科　博士後期課程
　生涯人間科学専攻

0 18

計
40 5

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
　　　 ８２ 　人 　　　２３　人 　  １０５　人

（８２）

図 書 館 専 門 職 員
　　　　８　　　 １ ９

（８） （１） （９）

（２３） （１０５）

技 術 職 員
　　　　３　　　 ２ ５

（３）

（０） （０） （０）

　　英米文学専攻　入学定員（△6）　　収容定員（△12）

  　史学専攻　　　入学定員（△6）　　収容定員（△12）

　　社会学専攻　　入学定員（△6）　　収容定員（△12）

　　心理学専攻　　入学定員（△6）　　収容定員（△12）

　※人間科学研究科博士前期課程設置に伴い文学研究科は平成24年4月学生募集停止
　　文学研究科は在籍学生の修了等を待って廃止する。

　現代文化研究科修士課程（廃止）　　　平成23年9月届出予定

　　現代文化専攻　入学定員（△12）　　収容定員（△24）

　※人間科学研究科博士前期課程設置に伴い現代文化研究科は平成24年4月学生募集停止
　　現代文化研究科は在籍学生の修了等を待って廃止する。

理学研究科　数学専攻 0 0

（7） （2） (0) （0） （9）

78科目

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

講義

人間科学研究科 博士前期課程
人間文化科学専攻 47科目 29科目 0科目

0 78 0 16

（68） （12） （0） （0） （80） （0） （17）

30単位

（0） （0）

16

(68) （0） （17）

19 0
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大学全体

届出研究科
全　　　体

大学全体

12,000,000

480千円 480千円

0㎡

第３年次 第４年次 第５年次

第４年次 第５年次

そ の 他 5,265㎡ 0㎡ 5,265㎡

79,655㎡

運 動 場 用 地 9,613㎡ 0㎡ 0㎡ 9,613㎡

校 舎 敷 地 79,655㎡ 0㎡ 0㎡

小 計 89,268㎡ 0㎡ 0㎡ 89,268㎡

42,740㎡ 0㎡ 0㎡ 42,740㎡

（　　 　42,740㎡）（　　　　　　0㎡）（　　　　　　0㎡）（　 　 42,740㎡）

合 計 94,533㎡ 0㎡ 0㎡ 94,533㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

6室

（補助職員　人） （補助職員　人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

人間科学研究科博士前期課程 68 室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

49室 22室 20室
7室

計

（497,449
〔138,914〕）

（12,304
    〔7,408〕）

（5,712
   〔5,706〕）

（19,157） ( 1,062 )

（497,449
〔138,914〕）

（12,304
    〔7,408〕）

（5,712
  〔5,706〕）

（19,157） ( 1,062 )

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具

人間科学研究科
博士前期課程

504,449
〔140,614〕

12,304
 〔7,408〕

5,712
〔5,706〕

19,507 1,062

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次

（  34  ）

504,449
〔140,614〕

12,304
 〔7,408〕

5,712
〔5,706〕

19,507 1,062

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

1,768㎡ グ ラ ウ ン ド 1 面

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

5,763㎡ 733 561,944

図
書
・
設
備

－

－

－

－ －

－

第６年次

880千円 640千円 －　千円 －　千円 －　千円 －　千円

8,180,000

教員１人当り研究費等

経 費の
見 積り
及 び維
持 方法
の 概要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

学生納付金以外の維持方法の概要
寄附金、私立大学等経常費補助金及び再編成準備引当資産（23年3
月末現在残548百万円）を充当

79,228,000 79,228,000 78,128,000 －

12,000,000

－

－

－ － －

－ － －

－

第６年次

34

（  34  ）

34

届出研究科
全　　　体

大学全体

5,550千円 5,550千円
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平成21年度より
学生募集停止

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

文学研究科

　哲学専攻

　日本文学専攻

　英米文学専攻

1.09

平成21
年度

〃

〃

1.23

－

－

180

－

－

現代教養学部

2,670

4 －

－

－

－

－

－

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 東　京　女　子　大　学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人

780

　人文学科

　国際社会学科

　人間科学科

　数理科学科

文理学部

　哲学科

　日本文学科

　英米文学科

890－

　史学科

4

4

4

　　　　計 －

　社会学科 －

4

4

4

4

　心理学科

　数理学科

現代文化学部

　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

4

（修士課程）

2

2

4　地域文化学科

　言語文化学科

東京女子大学大学院

4

4

（修士課程）

2

2

　史学専攻

6

　　　　計 －

－

－

－

－

－

－

2

2

－

－

－

12

－

－

－

－

12

4

－

－

－

－

－

－

昭和36
年度

〃

東京都杉並区
善福寺二丁目
６番１号

－

－

－

－

学士（文学）

〃

〃

〃

学士（教養）

〃

〃

学士（理学）

345

225

260

60

1,035

675

－

－ 〃

6

6

6

6

4

6　社会学専攻

　心理学専攻

現代文化研究科

36 － 72 0.66

12

12

12

－

－

修士（文学）

〃

〃

〃

〃

〃

昭和50
年度

昭和46
年度

昭和46
年度

昭和51
年度

平成5
年度

平成5
年度

0.24

0.33

0.24

1.16

〃

〃

学士（理学）

学士（現代文
化）

〃

〃

－

－

－

－

1.11

－

－

倍

1.08

1.13

－

－

－

12

〃

〃

〃

〃

〃

昭和63
年度

－

〃

〃

－

－

0.91

1.08
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人間科学研究科

（博士後期課程）

（博士後期課程）

　　　　計 －

2 12　現代文化専攻

　　　　計 －

0.58－ 21　　　　計 － 9

附属施設の概要

名　　称　　東京女子大学図書館東京女子大学図書館

所 在 地

目　　的　　東京女子大学図書館東京女子大学における教育及び研究に対する図書館の使命を十分に果た
すため、本学における図書館資料の収集、管理及び効果的な運用を図る
とともに、学術情報の提供に努める。

東京都杉並区善福寺二丁目６番１号

設置年月 昭和23年4月

規 模 等 兼担教員 ： 館長1名、委員16名

蔵 書 数 ： 約54万冊（逐次刊行物、視聴覚資料を含む）

24

0.53

9 － 27 0.29

0.25

0.33

－ 12

3 3 － 9

　人間文化科学専攻 3 4 － 12

　生涯人間科学専攻 3 5 － 15

　数学専攻

（博士前期課程） 2 6

理学研究科

平成17
年度

修士（学術）

博士（人間文
化科学)

博士（生涯人
間科学）

昭和46
年度

平成5
年度

平成17
年度

平成17
年度

修士（理学）

博士（理学）

0.53

東京女子大学情報処理センター

東京都杉並区善福寺二丁目６番１号

設置年月 昭和29年6月

目　　的　　東京女子大学図書館情報処理活動を通じ東京女子大学の教育及び研究の向上並びに事務処理
の円滑な運営に資する。

所 在 地 東京都杉並区善福寺二丁目６番１号

設置年月 昭和63年11月（昭和45年3月設置電子計算室を改名）

規 模 等 兼担教員 ： センター長1名、助教1名、運営委員9名

設　　備 ： サーバー　 33台

　　　　　　パソコン　214台

名　　称　　東京女子大学図書館東京女子大学比較文化研究所

目　　的 人文・社会・自然の諸領域における比較文化的研究及び日本キリスト教
史・キリスト教文化に関する研究と資料の収集を行い、併せて国内外の
学術交流に貢献する。

所 在 地

名　　称　　東京女子大学図書館

規 模 等 兼担教員 ： 所長1名、副所長1名、商議員9名、運営委員9名

専任教員 ： 助教1名（運営委員）

－

12 － 24

兼任教員 ： 商議員1名

平成17年度に数
学専攻修士課程
を博士課程に課
程変更

0.83

0.33

5



６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

３　私立の大学又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究

　室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

設置年月 平成2年7月（昭和51年比較文化研究所内に女性学センターが併設され、平成
2年7月に独立）

規 模 等 兼担教員 ： 所長1名、副所長1名、商議員9名、運営委員7名
専任教員 ： 准教授1名(運営委員）

名　　称　　東京女子大学図書館東京女子大学女性学研究所

目　　的 真に平等な社会の実現をめざし、女性学の研究・教育の発展に資する国
内外共同研究の場として設置され、(1)女性学研究の促進、(2)教育面に
おける女性学の実践、(3)女性学の発展を目的とした国内外における研究
交流、(4)アジア諸国における女性学ネットワークの形成を目的として活
動する。

所 在 地 東京都杉並区善福寺二丁目６番１号

規 模 等 兼担教員  ： センター長1名、指導相談員4名
兼任相談員： 指導相談員1名、相談員3名
その他　  ： 臨床心理学分野の実習生

所 在 地 東京都杉並区善福寺二丁目６番１号

設置年月 平成21年4月

名　　称　　東京女子大学図書館東京女子大学心理臨床センター

目　　的 本学大学院人間科学研究科博士前期課程人間社会科学専攻臨床心理学分
野の学生の臨床実習及び臨床心理学に関する研修、研究等を行い、さら
に地域社会・地域住民等の要請に応えて心理臨床活動を展開し、学内外
の諸機関と協働し、地域社会の成長・発展と本学の教育・研究の推進に
寄与する。

6



学校法人東京女子大学　設置認可等に関わる組織の移行表

平成23年度 　 入学定員 平成24年度 入学定員 変更の事由

東京女子大学 東京女子大学

　現代教養学部 人文学科 345 　現代教養学部 人文学科 345

国際社会学科 225 国際社会学科 225

人間科学科 260 人間科学科 260

数理科学科 60 数理科学科 60

　文理学部 哲学科 0 平成21年度より学生募集停止 　文理学部 哲学科 0   平成21年度より学生募集停止

日本文学科 0 平成2１年度より学生募集停止 日本文学科 0   平成2１年度より学生募集停止

英米文学科 0 平成21年度より学生募集停止 英米文学科 0   平成21年度より学生募集停止

史学科 0 平成21年度より学生募集停止 史学科 0   平成21年度より学生募集停止

社会学科 0 平成21年度より学生募集停止 社会学科 0   平成21年度より学生募集停止

心理学科 0 平成21年度より学生募集停止 心理学科 0   平成21年度より学生募集停止

数理学科 0 平成21年度より学生募集停止 数理学科 0   平成21年度より学生募集停止

　現代文化学部 コミュニケーション学科 0 平成21年度より学生募集停止 　現代文化学部 コミュニケーション学科 0   平成21年度より学生募集停止

地域文化学科 0 平成21年度より学生募集停止 地域文化学科 0   平成21年度より学生募集停止

言語文化学科 0 平成21年度より学生募集停止 言語文化学科 0   平成21年度より学生募集停止

東京女子大学大学院 → 東京女子大学大学院

　文学研究科 哲学専攻（Ｍ） 6 　文学研究科 哲学専攻（Ｍ） 0   平成24年度より学生募集停止

日本文学専攻（Ｍ） 6 日本文学専攻（Ｍ） 0   平成24年度より学生募集停止

英米文学専攻（Ｍ） 6 英米文学専攻（Ｍ） 0   平成24年度より学生募集停止

史学専攻（Ｍ） 6 史学専攻（Ｍ） 0   平成24年度より学生募集停止

社会学専攻（Ｍ） 6 社会学専攻（Ｍ） 0   平成24年度より学生募集停止

心理学専攻（Ｍ） 6 心理学専攻（Ｍ） 0   平成24年度より学生募集停止

　現代文化研究科 現代文化専攻（Ｍ） 12 　現代文化研究科 現代文化専攻（Ｍ） 0   平成24年度より学生募集停止

　人間科学研究科 人間文化科学専攻（Ｍ） 22   研究科の専攻の課程変更（届出）

人間社会科学専攻（Ｍ） 20   研究科の専攻の設置（届出）

　人間科学研究科 人間文化科学専攻（Ｄ） 4 人間文化科学専攻（Ｄ） 4

生涯人間科学専攻（Ｄ） 5 生涯人間科学専攻（Ｄ） 5

　理学研究科 数学専攻（Ｍ） 6 　理学研究科 数学専攻（Ｍ） 6

数学専攻（Ｄ） 3 数学専攻（Ｄ） 3



授与する学位等

学位又
は称号

学位又は
学科の分
野

助教
以上

うち
教授

学位又
は称号

学位又は
学科の分野

助教
以上

うち
教授

人間科学研究科
人間文化科学専攻

5 5
文学研究科
哲学専攻

5 5

文学研究科
日本文学専攻

8 7

文学研究科
英米文学専攻

7 7

文学研究科
史学専攻

6 6

現代文化研究科
現代文化専攻

7 5

新規採用 1 0

計 5 5 計 34 30

人間科学研究科
人間文化科学専攻

8 7
文学研究科
心理学専攻

7 6

文学研究科
社会学専攻

11 8

現代文化研究科
現代文化専攻

14 13

現代教養学部
共通教育

1 0

新規採用 1 1

計 8 7 計 34 28

人間科学研究科
人間文化科学専攻

7 7

その他 1 1

退職 3 3

計 11 11

人間科学研究科
人間文化科学専攻

6 6

退職 1 1

計 7 7

人間科学研究科
人間社会科学専攻

11 8

計 11 8

人間科学研究科
人間社会科学専攻

7 6

その他 1 1

計 8 7

人間科学研究科
人間文化科学専攻

7 5

人間科学研究科
人間社会科学専攻

14 13

その他 6 6

計 27 24

別記様式第2号・別添１

人間科学研究科
　人間文化科学
　専攻

修士
（人間文化
科学）

文学関係

人間科学研究科
　人間社会科学
　専攻

修士
（人間社会
科学）

文学関係
社会学・社会
福祉学関係
経済学関係
法学関係

文学研究科
　日本文学専攻
　（廃止）

修士
（文学）

文学関係

設置の前後における学位等及び専任教員の所属の状況

学部等の名称

授与する学位等専　任　教　員

異動先

届出時における状況

文学研究科
　心理学専攻
　（廃止）

修士
（文学）

文学関係

現代文化研究科
　現代文化専攻
　（廃止）

修士
（学術）

文学関係
社会学・社
会福祉学
関係
法学関係

文学研究科
　史学専攻
　（廃止）

修士
（文学）

文学関係

文学研究科
　社会学専攻
　（廃止）

修士
（文学）

社会学・社
会福祉学
関係

新設学部等の学年進行終了時における状況

異動元

専　任　教　員

文学研究科
　英米文学専攻
　（廃止）

修士
（文学）

文学関係

学部等の名称

文学研究科
　哲学専攻
　（廃止）

修士
（文学）

文学関係



 
 

別記様式第２号・別添２ 

 
 

基 礎 と な る 大 学 院 研 究 科 の 改 編 状 況 

 

開設又は 

改編時期 
改 編 内 容 等 

学 位 又 は 

学科の分野 
手 続 き の 区 分 

昭和 46 年 4月 

文学研究科日本文学専攻修士課程 設置 文学 

設置認可（大学院） 

文学研究科英米文学専攻修士課程 設置 文学 

昭和 50 年 4月 文学研究科哲学専攻修士課程 設置 文学 設置認可（研究科の専攻） 

昭和 51 年 4月 文学研究科史学専攻修士課程 設置 文学 設置認可（研究科の専攻） 

平成 5年 4月 

文学研究科社会学専攻修士課程 設置 文学 

設置認可（研究科の専攻） 

文学研究科心理学専攻修士課程 設置 文学 

現代文化研究科現代文化専攻修士課程 設置 学術 設置認可（研究科） 

平成 16 年 4月 

文学研究科カリキュラム変更 文学 

学則変更 

現代文化研究科カリキュラム変更 学術 

平成 17 年 4月 

人間科学研究科人間文化科学専攻博士後期課程 設置 人間文化科学 

設置認可（研究科） 

人間科学研究科生涯人間科学専攻博士後期課程 設置 生涯人間科学 

平成 24 年 4月 

人間科学研究科人間文化科学専攻博士前期課程 設置 人間文化科学 設置届出（研究科の 

専攻又は課程変更） 
人間科学研究科人間社会科学専攻博士前期課程 設置 人間社会科学 

平成 24 年 4月 文学研究科・現代文化研究科の学生募集停止 － 学生募集停止（研究科） 

 



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

人間文化科学基礎演習 1前 2 ○ 4 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

人間文化科学研究法 1後 2 ○ 1 兼1 2単位必修 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

人間文化交流研究 1前 2 ○ 1

小計（3科目） － 2 4 0 5 2 0 0 0 兼1

哲学・思想史研究Ⅰ 1・2前 2 ○ 1 兼1

哲学・思想史研究Ⅱ 1・2後 2 ○ 1 兼1

哲学・思想文化研究Ⅰ 1・2前 2 ○ 1

哲学・思想文化研究Ⅱ 1・2後 2 ○ 1

倫理・社会哲学研究Ⅰ 1・2前 2 ○ 1 哲学・思想

倫理・社会哲学研究Ⅱ 1・2後 2 ○ 1 文化分野

美学・芸術学研究Ⅰ 1・2前 2 ○ 1 は４単位必修

美学・芸術学研究Ⅱ 1・2後 2 ○ 1

キリスト教学研究Ⅰ 1・2前 2 ○ 1 兼1

キリスト教学研究Ⅱ 1・2後 2 ○ 1 兼1

哲学・思想文化演習Ⅰ 1･2前 2 ○ 4 哲学・思想文化分野

哲学・思想文化演習Ⅱ 1･2後 2 ○ 4 は４単位必修

小計（12科目） － 0 24 0 5 0 0 0 0 兼2

和漢比較文学研究Ⅰ 1前 2 ○ 1

和漢比較文学研究Ⅱ 1後 2 ○ 1 日本文学文化分野

日本文学文化研究Ⅰ 1前 2 ○ 1 は４単位必修＊

日本文学文化研究Ⅱ 1後 2 ○ 1

日本語史研究Ⅰ 1･2前 2 ○ 1

日本語史研究Ⅱ 1･2後 2 ○ 1

日本古典文学研究Ⅰ 1･2前 2 ○ 2

日本古典文学研究Ⅱ 1･2後 2 ○ 2

日本近現代文学研究Ⅰ 1･2前 2 ○ 1

日本近現代文学研究Ⅱ 1･2後 2 ○ 1

漢文学研究Ⅰ 1･2前 2 ○ 1

漢文学研究Ⅱ 1･2後 2 ○ 1

日本語史演習Ⅰ 1･2前 2 ○ 1

日本語史演習Ⅱ 1･2後 2 ○ 1

日本文学演習Ⅰ 1･2前 2 ○ 1 1 兼1

日本文学演習Ⅱ 1･2後 2 ○ 1 1 兼1

漢文学演習Ⅰ 1･2前 2 ○ 1

漢文学演習Ⅱ 1･2後 2 ○ 1

小計（18科目） － 0 36 0 6 1 0 0 0 兼1

英米文学文化研究（詩・演劇）Ⅰ 1前 2 ○ 1

英米文学文化研究（詩・演劇）Ⅱ 1後 2 ○ 1

英米文学文化研究（小説）Ｉ 1前 2 ○ 2

英米文学文化研究（小説）Ⅱ 1後 2 ○ 2 英語文学文化分野

英米文学文化研究（主題研究） 1前 2 ○ 1 は６単位必修

英語学研究（言語運用）Ｉ 1前 2 ○ 1

英語学研究（言語運用）Ⅱ 1後 2 ○ 1

英語学研究（言語構造）Ｉ 1前 2 ○ 1

英語学研究（言語構造）Ⅱ 1後 2 ○ 1

－

－

－

英
語
文
学
文
化
分
野

基
礎

日
本
文
学
文
化
分
野

基
礎

専
門

共
通

－

哲
学
・
思
想
文
化
分
野

基
礎

専
門

－

基
礎

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人間科学研究科人間文化科学専攻博士前期課程）

科目
区分

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

英米文学文化研究演習Ｉ 1･2前 2 ○ 2

英米文学文化研究演習Ⅱ 1･2後 2 ○ 2 英語文学文化分野

英語学研究演習Ｉ 1･2前 2 ○ 1 1 は４単位必修

英語学研究演習Ⅱ 1･2後 2 ○ 1 1

1･2前 1 ○ 1 英語文学文化分野

1･2後 1 ○ 1 は必修

小計（15科目） － 0 28 0 7 1 0 0 0 0

世界史研究法 1前 2 ○ 4 歴史文化分野は   オムニバス

日本史研究法 1前 2 ○ 4 ２単位必修　　　　　オムニバス

文献・資料研究（日本）A 1前 2 ○ 1

文献・資料研究（日本）B 1後 2 ○ 1

文献・資料研究（東アジア）A 1前 2 ○ 兼1 歴史文化分野

文献・資料研究（東アジア）B 1後 2 ○ 1 は６単位必修

文献・資料研究（ヨーロッパ）A 1前 2 ○ 1

文献・資料研究（ヨーロッパ）B 1後 2 ○ 1

日本歴史文化演習Ⅰ 1･2前 2 ○ 3

日本歴史文化演習Ⅱ 1･2後 2 ○ 3

日本・アジア歴史文化演習Ⅰ 1･2前 2 ○ 2 歴史文化分野

日本・アジア歴史文化演習Ⅱ 1･2後 2 ○ 2 は４単位必修

ヨーロッパ歴史文化演習Ⅰ 1･2前 2 ○ 3

ヨーロッパ歴史文化演習Ⅱ 1･2後 2 ○ 3

－ 0 28 0 8 0 0 0 0 兼1

現代日本語学研究Ⅰ 1･2前 2 ○ 1

現代日本語学研究Ⅱ 1･2後 2 ○ 1

社会言語学研究Ⅰ 1･2前 2 ○ 1 現代日本語・日本語

社会言語学研究Ⅱ 1･2後 2 ○ 1 教育分野は６単位必修

日本語教育学研究Ⅰ 1･2前 2 ○ 1

日本語教育学研究Ⅱ 1･2後 2 ○ 1

現代日本語学演習Ⅰ 1･2前 2 ○ 1

現代日本語学演習Ⅱ 1･2後 2 ○ 1

社会言語学演習Ⅰ 1･2前 2 ○ 1 現代日本語・日本語

社会言語学演習Ⅱ 1･2後 2 ○ 1 教育分野は６単位必修

日本語教育学演習Ⅰ 1･2前 2 ○ 1

日本語教育学演習Ⅱ 1･2後 2 ○ 1

－ 0 24 0 4 1 0 0 0 0

（研究指導） （1） － 29 3

論文指導演習Ⅰ 2前 1 ○ 29 3

論文指導演習Ⅱ 2後 1 ○ 29 3

小計（2科目） － 2 0 0 29 3 0 0 0 0

－ 4 144 0 30 4 0 0 0 兼5

共
通

専
門

 履修方法
　　日本文学文化分野の学生は、「＊」の4科目のうち、次の①②のいずれか2科目計4単位を修得しなければならない。
　　　①和漢比較文学研究Ⅰ及びⅡの2科目計4単位
　　　②日本文学文化研究Ⅰ及びⅡの2科目計4単位

－

－

授業期間等

　修士（人間文化科学）

専
門

基
礎

専
門

特別演習（Academic English Writing）Ⅰ

特別演習（Academic English Writing）Ⅱ

小計（14科目）

－合計（76科目）

「世界史研究
法」と「日本史
研究法」を交
互に開講

専
門

－

－

基
礎

小計（12科目） －

歴
史
文
化
分
野

－

－

現
代
日
本
語
・
日
本
語
教
育
分
野

－

修了要件及び履修方法

15週

90分

１学年の学期区分

１学期の授業期間

１時限の授業時間

－

 修了要件
　　2年以上在学し、専攻共通科目4単位以上、入学時に選択した研究分野の科目12単位以上、論文
　　指導演習2単位を含む計30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論文の
    審査及び最終試験に合格しなければならない。

学位又は学科の分野 　文学関係学位又は称号

2学期

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

人間社会科学基礎論 1前 2 ○ 4 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

国際コミュニケーションワークショップ 1前 2 ○ 兼1 2単位必修

論文作成・プレゼンテーション技法 1後 2 ○ 5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 2 4 0 9 1 0 0 0 兼1

心理学研究法特論 1･2後 2 ○ 兼1 臨床心理学分野は

臨床心理学研究法特論 1･2前 2 ○ 2 2単位必修 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

臨床心理学特論1 1前 2 ○ 1

臨床心理学特論2 1後 2 ○ 1

臨床心理面接特論1 1前 2 ○ 1

臨床心理面接特論2 1後 2 ○ 1

臨床心理査定演習1 1前 2 ○ 1 臨床心理学分野は

臨床心理査定演習2 1後 2 ○ 1 必修

臨床心理基礎実習1 1前 1 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

臨床心理基礎実習2 1後 1 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

臨床心理実習1 2前 1 ○ 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

臨床心理実習2 2後 1 ○ 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

障害者（児）心理学特論 1･2前 2 ○ 兼1

老年心理学特論 1･2後 2 ○ 兼1 臨床心理学分野は

精神医学特論A 1･2前 2 ○ 1 ２単位必修

精神医学特論B 1･2後 2 ○ 1

学校臨床心理学特論 1･2後 2 ○ 1

心理療法特論A 1･2後 2 ○ 1 臨床心理学分野は

心理療法特論B 1･2前 2 ○ 兼1 ２単位必修

心理療法特論C 1･2前 2 ○ 兼1

－ 0 36 0 5 0 0 0 0 兼5

基
礎

1前 2 ○ 2 2 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

心理科学（感覚知覚認知）Ⅰ 1･2前 2 ○ 1

心理科学（感覚知覚認知）Ⅱ 1･2後 2 ○ 1

心理科学（発達）Ⅰ 1･2前 2 ○ 1

心理科学（発達）Ⅱ 1･2後 2 ○ 1

心理科学（家族・対人関係）Ⅰ 1･2前 2 ○ 兼1

心理科学（家族・対人関係）Ⅱ 1･2後 2 ○ 兼1

心理科学（社会）Ⅰ 1･2前 2 ○ 1

心理科学（社会）Ⅱ 1･2後 2 ○ 1

心理科学（文化) Ⅰ 1･2前 2 ○ 1

心理科学（文化) Ⅱ 1･2後 2 ○ 1 　心理・コミュニケーション

1･2前 2 ○ 1 　科学分野は10単位必修

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼１

1･2後 2 ○ 兼１

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

－ 0 42 0 6 2 0 0 0 兼2

コミュニケーション科学（ヒューマン・コン
ピュータ・インターラクション）Ⅰ

－

－

－

心理・コミュニケーション
科学分野は必修

小計（21科目） －

心
理
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
科
学
分
野

心理・コミュニケーション科学基礎論

専
門

コミュニケーション科学（メディア）Ⅰ

コミュニケーション科学（メディア）Ⅱ

コミュニケーション科学（広告）Ⅰ

コミュニケーション科学（広告）Ⅱ

コミュニケーション科学（現代社会）Ⅰ

コミュニケーション科学（現代社会）Ⅱ

コミュニケーション科学（ヒューマン・コン
ピュータ・インターラクション）Ⅱ

コミュニケーション科学（電子メディア）Ⅰ

コミュニケーション科学（電子メディア）Ⅱ

臨
床
心
理
学
分
野

基
礎

専
門

小計（20科目） －

授業形態 専任教員等の配置

備考

共
通

小計（3科目） －

基
礎

別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要
（人間科学研究科人間社会科学専攻博士前期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

グローバル共生社会論 1後 2 ○ 4 1 グローバル共生社会 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

グローバルジェンダー分析 1前 2 ○ 4 1 分野は２単位必修 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

グローバル社会基礎研究（国際法） 1･2前 2 ○ 兼1

共生経済基礎研究（ミクロ経済学） 1･2前 2 ○ 1

共生経済基礎研究（マクロ経済学） 1･2後 2 ○ 1

共生経済基礎研究（社会統計学） 1･2前 2 ○ 1

共生経済基礎研究（経済思想） 1･2後 2 ○ 1

共生社会基礎研究（社会学原論） 1･2前 2 ○ 1

共生社会基礎研究（社会文化論） 1･2後 2 ○ 1

共生社会基礎研究（質的調査） 1･2前 2 ○ 兼1

共生社会基礎研究（多変量解析） 1･2後 2 ○ 兼1

地域共生研究（アメリカ）Ⅰ 1･2前 2 ○ 1

地域共生研究（アメリカ）Ⅱ 1･2後 2 ○ 1

地域共生研究（東アジア）Ⅰ 1･2前 2 ○ 1 グローバル共生社会

地域共生研究（東アジア）Ⅱ 1･2後 2 ○ 1 分野は10単位必修

平和共生研究（多文化共生論） 1･2前 2 ○ 1

平和共生研究（平和教育学） 1･2前 2 ○ 1

共生経済研究（公共政策論） 1･2後 2 ○ 1

共生経済研究（環境経済学） 1･2前 2 ○ 1

共生経済研究（開発経済学） 1･2後 2 ○ 1

共生経済研究（国際金融論） 1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

共生社会研究（少子高齢化と福祉） 1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

共生社会拠点実習 1･2通 2 ○ 3 1

－ 0 64 0 17 4 0 0 0 兼4

（研究指導） （1） － 28 6

論文指導演習Ⅰ 2前 1 ○ 28 6

論文指導演習Ⅱ 2後 1 ○ 28 6

小計（2科目） － 2 0 0 28 6 0 0 0 0

－ 4 146 0 28 6 0 0 0 兼12

※演習 　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ

共
通

専
門

小計（32科目） －

グローバルジェンダー研究（仕事と家族）

グローバルジェンダー研究（比較ジェンダー研究）

－

グ
ロ
ー

バ
ル
共
生
社
会
分
野

基
礎

合計（78科目） －

グローバル社会基礎研究（国際関係論)Ⅱ

グローバル社会基礎研究（国際機構論）

専
門

１学年の学期区分

グローバルジェンダー研究（コミュニケーション）

グローバルジェンダー研究（開発と平和構築）

修了要件及び履修方法

共生社会研究（産業と労働の社会学）

2学期

学位又は称号 　修士（人間社会科学） 学位又は学科の分野

授業期間等

１学期の授業期間 15週

－

－

－

文学関係、社会学・社会福祉学関係、経済学関係、法学関係

グローバルジェンダー研究（社会福祉）

グローバル社会基礎研究（国際関係論)Ⅰ

１時限の授業時間 90分

　修了要件
　　2年以上在学し、専攻共通科目4単位以上、入学時に選択した研究分野の科目12単位以上、論文指導
　　演習2単位を含む計30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査及び
　　最終試験に合格しなければならない。

　履修方法
注１ 

２ 

３ 

臨床心理実習1を履修するには、臨床心理学特論1、臨床心理学特論2、臨床心理面接特論1、臨床心理面接特論2の各2単位及び臨床心
理基礎実習1、臨床心理基礎実習2の各1単位を修得していなければならない。

臨床心理学特論1、臨床心理学特論2、臨床心理面接特論1、臨床心理面接特論2、臨床心理査定演習1及び臨床心理査定演習2は重ね
て履修できない。

臨床心理学特論1、臨床心理学特論2、臨床心理面接特論1、臨床心理面接特論2、臨床心理査定演習1、臨床心理査定演習2、臨床心理
基礎実習1、臨床心理基礎実習2、臨床心理実習1、臨床心理実習2、学校臨床心理学特論、心理療法特論A、心理療法特論B及び心理
療法特論Cの履修は、臨床心理学分野の学生に限る。

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2前 2 ○

1・2後 2 ○

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2通 4 ○ 兼1

1・2通 4 ○ 2

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

小計 (15科目) － 0 40 0 4 0 0 0 0 兼1 －

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2通 4 ○ 兼1

1・2通 4 ○

小計 (6科目) － 0 16 0 1 0 0 0 0 兼1 －

（研究指導） 1～2 － 5

－ 0 56 0 5 0 0 0 0 兼2 －

授業期間等

 履修方法

    　キリスト教学で修士論文を提出する者： 哲学分野の特論または演習より4単位、キリスト教学特論より4単位、キリスト教学演習より4単位､
      計12単位を必修とする。

　　2年以上在学し、専攻科目について30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士
    論文の審査及び最終試験に合格しなければならない。

　　提出する修士論文の研究分野に応じ、以下のとおりとする。

１時限の授業時間

　    哲学で修士論文を提出する者：哲学特論より4単位、哲学演習より4単位､計8単位を必修とする。

90分

１学期の授業期間 15週

哲学特論(古代・中世) Ⅰ

哲学特論(古代・中世) Ⅱ

哲学特論(近世・近代) Ⅱ

修了要件及び履修方法

学位又は称号

キリスト教学演習(聖書学) 

キリスト教学特論(キリスト教史) Ⅰ

哲学特論(学際的分野) Ⅰ

哲学特論(現代) Ⅰ

哲学演習(近世・近代)  

別記様式第2号（その２の１）

哲
　
　
　
学

キ
リ
ス
ト
教
学

哲学演習(現代)　

キリスト教学特論(キリスト教史) Ⅱ

キリスト教学演習(キリスト教史) 

哲学特論(美学分野) Ⅱ

哲学演習（美学分野）

哲学特論(学際的分野) Ⅱ

授業形態

－

１学年の学期区分

修士（文学） 学位又は学科の分野 文学関係

－

－

キリスト教学特論(聖書学) Ⅱ

合計（21科目）

哲学演習(学際的分野)　

キリスト教学特論(聖書学) Ⅰ

哲学演習（古代・中世）

2学期 修了要件

単位数

哲学特論(現代) Ⅱ

哲学特論(美学分野)Ⅰ

哲学特論(近世・近代) Ⅰ

授業科目の名称

教　育　課　程　等　の　概　要

（文学研究科哲学専攻修士課程）
専任教員等の配置

備考配当年次
科目
区分

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

小計 (6科目) － 0 16 0 2 0 0 0 0 0 －

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○

1・2後 2 ○

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

小計 (17科目) － 0 44 0 4 1 0 0 0 兼1 －

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

小計 (2科目) － 0 4 0 1 0 0 0 0 0 －

（研究指導） 1～2 － 6 1

－ 0 64 0 7 1 0 0 0 兼1 －

授業期間等

 履修方法

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

日
本
語
学

現代日本語特論Ⅰ

現代日本語特論Ⅱ

日本語史特論Ⅰ

日本語史特論Ⅱ

現代日本語演習

日本語史演習

日本中古文学演習

日本中世文学演習

日本上代文学特論Ⅱ

日本中古文学特論Ⅰ

日本中古文学特論Ⅱ

日本中世文学特論Ⅰ

日本中世文学特論Ⅱ

日本近世文学特論Ⅰ

中国文学特論Ⅱ

合計（25科目）

日
本
文
学

日本文学特論Ⅰ

日本文学特論Ⅱ

日本上代文学特論Ⅰ

日本近世文学特論Ⅱ

日本近現代文学特論Ⅰ

日本近現代文学特論Ⅱ

日本上代文学演習

90分

－

修了要件及び履修方法

学位又は称号 修士（文学） 学位又は学科の分野 文学関係

　　提出する修士論文の研究分野に応じ、以下のとおりとする。
　 　 日本語学で修士論文を提出する者：　日本語学分野の特論より8単位、演習より8単位、日本文学分野の特論または演習より4単位､計20単
　　　位を必修とする。

   　 日本文学で修士論文を提出する者：　日本語学分野の特論または演習より4単位、日本文学分野より、「日本文学特論Ⅰ」、「日本文学特
　　　論Ⅱ」各2単位、それ以外の日本文学分野の特論より4単位、演習より8単位､計20単位を必修とする。

 修了要件 １学年の学期区分 2学期

　　2年以上在学し、専攻科目について30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士
    論文の審査及び最終試験に合格しなければならない。

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間

－

－

－

別記様式第2号（その２の１）

教　育　課　程　等　の　概　要

（文学研究科日本文学専攻修士課程）

日本近世文学演習

日本近現代文学演習

中
国
文
学

中国文学特論Ⅰ

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○

1･2後 2 ○

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○

1･2通 4 ○

1･2通 4 ○ 1

1･2通 4 ○ 1

1･2通 4 ○

1･2通 4 ○

1･2前 2 ○ 1

小計 (17科目) － 0 44 0 4 0 0 0 0 0 －

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○

1･2後 2 ○

1･2前 2 ○ 2

1･2後 2 ○ 2

1･2前 2 ○

1･2後 2 ○

1･2前 2 ○

1･2後 2 ○

1･2後 2 ○ 1

1･2通 4 ○

1･2通 4 ○

1･2通 4 ○ 2

1･2通 4 ○ 1

1･2通 4 ○

1･2前 2 ○ 1

小計 (17科目) － 0 44 0 5 0 0 0 0 0 －

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2通 4 ○ 1

1･2通 4 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

小計 (8科目) － 0 20 0 3 0 0 0 0 0 －

備考

英
語
学

米
文
学

英
文
学

米文学特論（詩）Ⅰ

米文学特論（詩）Ⅱ

英語学特論（言語運用）Ⅱ

英語学特論（言語構造）Ⅰ

英文学演習（演劇）

英文学演習（小説）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

米文学特論（文化）Ⅰ

米文学特論（文化）Ⅱ

英文学演習（文化）

英文学演習（評論）

英文学演習（主題研究）

英文学特論（評論）Ⅱ

英文学特論（主題研究）

英文学演習（詩）

米文学特論（評論）Ⅱ

米文学特論（主題研究）

英文学特論(小説）Ⅱ

英文学特論（文化)Ⅰ

米文学特論（演劇）Ⅰ

米文学特論（演劇）Ⅱ

英文学特論（文化）Ⅱ

英文学特論（評論）Ⅰ

米文学特論（小説）Ⅰ

米文学特論（小説）Ⅱ

米文学演習（主題研究）

英語学特論（言語運用）Ⅰ

米文学演習（演劇）

米文学演習（小説）

英文学特論(詩)Ⅰ

英文学特論(詩)Ⅱ

英文学特論(演劇)Ⅰ 

英文学特論(演劇)Ⅱ

英文学特論(小説)Ⅰ

別記様式第2号（その２の１）

教　育　課　程　等　の　概　要
（文学研究科英米文学専攻修士課程）

英語学特論（言語構造）Ⅱ

英語学特論（主題研究）

英語学演習（言語運用）

米文学特論（評論）Ⅰ

米文学演習（詩）

米文学演習（文化）

米文学演習（評論）

－

－

－

英語学演習（言語構造）

英語学演習（主題研究）

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1・2通 2 ○ 1

小計 (1科目) － 0 2 0 1 0 0 0 0 0 －

（研究指導） 1～2 － 11

－ 0 110 0 11 0 0 0 0 0 －

授業期間等

 履修方法

 修了要件

　　　英語学分野で修士論文を提出する者：　英文学分野、米文学分野より4単位、英語学分野の特論より8単位、演習より8単位､計20単位
　　　を必修とする。

－

特別
演習

　　　米文学で修士論文を提出する者：　米文学分野の特論より8単位、演習より8単位、英語学分野より4単位､計20単位を必修とする。

－

　　提出する修士論文の研究分野に応じ、以下のとおりとする。

修了要件及び履修方法

合計（43科目）

15週

１時限の授業時間 90分

１学年の学期区分 2学期

　　2年以上在学し、専攻科目について30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士
    論文の審査及び最終試験に合格しなければならない。

１学期の授業期間

　 　 英文学で修士論文を提出する者：　英文学分野の特論より8単位、演習より8単位、英語学分野より4単位､計20単位を必修とする。

学位又は称号 修士（文学） 学位又は学科の分野 文学関係

特別演習（Thesis Writing)

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2前 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

小計 (2科目) － 0 4 0 4 0 0 0 0 兼１ －

1・2後 2 ○ 1 0

小計 (1科目) － 2 0 0 1 0 0 0 0 0 －

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○

1・2前・後 2 ○

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○

1・2前・後 2 ○

小計 (8科目) － 0 16 0 2 0 0 0 0 0 －

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○

1・2前・後 2 ○

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○

小計 (7科目) － 0 14 0 2 0 0 0 0 0 －

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 兼2

小計 (10科目) － 0 20 0 3 0 0 0 0 兼5 －

（研究指導） 1～2 － 7

－ 2 54 0 7 0 0 0 0 兼6 -

授業期間等

 履修方法

特別
演習 －

東
洋
史

 　　 日本史で修士論文を提出する者：　日本史分野の研究より4単位、演習より8単位、計12単位を必修とする。

　　　専攻全員：　特別講義の「歴史学講義（地域）」あるいは「歴史学講義（超域）」より1科目2単位、特別演習の「歴史学特別演習」2単位を
      必修とする。

西洋史演習

西洋古代史研究

西洋近世史研究

日本中世史演習

東アジア史演習

2学期

東洋史研究B

西洋近現代史研究

西洋古代史演習

西洋近世史演習

東洋史演習

修了要件及び履修方法

合計（28科目）

日本古代史研究

日本中世史研究

西洋近現代史演習

 修了要件 １学年の学期区分

東南アジア史演習

日本史演習

西洋史研究B

西洋史研究C

日本近現代史演習

15週

１時限の授業時間 90分

－

　　2年以上在学し、専攻科目について30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士
    論文の審査及び最終試験に合格しなければならない。

学位又は称号 修士（文学） 学位又は学科の分野 文学関係

１学期の授業期間

　　　東洋史で修士論文を提出する者：　東洋史分野の研究より4単位、演習より8単位、計12単位を必修とする。

　　　西洋史で修士論文を提出する者：　西洋史分野の研究より4単位、演習より8単位、計12単位を必修とする。

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

　　提出する修士論文の研究分野に応じ、以下のとおりとする。

単位数

日本古代史演習

授業形態

特別
講義

西
洋
史

別記様式第2号（その２の１）

教　育　課　程　等　の　概　要

（文学研究科史学専攻修士課程）
専任教員等の配置

歴史学特別演習

西洋史研究A

歴史学講義（地域）

日
本
史

歴史学講義（超域）

東洋史研究A

－

－

－

－

日本近現代史研究

日本史研究

東アジア史研究

東南アジア史研究

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 2

1・2前・後 2 ○

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1 1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 2

1・2前・後 2 ○

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1 1

1・2前 2 ○ 1 兼１

（研究指導） 1～2 － 8 3

－ 0 44 0 8 3 0 0 0 兼1 －

授業期間等

 履修方法

社会学演習（公共政策論）

社会調査実習

社会学演習（社会科学の歴史）

社会学演習（社会統計学）

社会学演習（知識社会学）

社会学演習（労働社会学）

社会学演習（福祉社会学）

社会学演習（地域社会学）

社会学研究（労働社会学）

社会学研究（福祉社会学）

社会学研究（地域社会学）

社会学研究（現代社会論）

社会学演習（現代社会論）

社会学演習（国際開発論）

学位又は称号 修士（文学） 学位又は学科の分野 社会学・社会福祉学関係

社会学研究より8単位、社会学演習より8単位、計16単位を必修とする。ただし、社会学研究8単位中には修士論文と対応して履修した社会学
演習と同一領域の社会学研究4単位を含まなければならない。

社
　
会
　
学

社会学研究（社会学理論）

社会学研究（社会科学の歴史）

社会学研究（社会統計学）

社会学研究（知識社会学）

修了要件及び履修方法

 修了要件 １学年の学期区分 2学期

　　2年以上在学し、専攻科目について30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士
    論文の審査及び最終試験に合格しなければならない。

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

備考

別記様式第2号（その２の１）

教　育　課　程　等　の　概　要

（文学研究科社会学専攻修士課程）

合計（22科目） －

社会学研究（日本文化論）

社会学研究（国際開発論）

社会学研究（公共政策論）

社会学演習（社会学理論）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

6



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2前 2 ○

1・2後 2 ○

1・2前 2 ○

1・2後 2 ○

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2 2 ○

1・2 2 ○

1・2後 2 ○

1・2 2 ○

小計 (12科目) － 0 24 0 1 0 0 0 0 0 －

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○

1・2前 2 ○ 兼1

1・2前 1 ○ 1

1・2後 1 ○ 1

小計 (8科目) － 0 14 0 1 1 0 0 0 兼1 －

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○

1・2前 2 ○

1・2後 2 ○

1・2 2 ○

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○

1・2前 2 ○

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1前 1 ○ 1 兼1

1後 1 ○ 1 兼1

2前 1 ○ 3

2後 1 ○ 3

小計 (20科目) － 0 36 0 5 0 0 0 0 兼2 －

言語心理学特論

発達心理学特論Ⅰ

発達心理学特論Ⅱ

発達心理学演習Ⅰ

発達心理学演習Ⅱ

老年心理学特論

臨床心理査定演習２

障害者(児)心理学特論Ⅰ

障害者(児)心理学特論Ⅱ

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

認知心理学特論(知識）Ⅰ

認知心理学特論(知識）Ⅱ

認知心理学演習(知識）Ⅰ

認知心理学演習(知識）Ⅱ

認知心理学特論(記憶）Ⅰ

認知心理学特論(記憶）Ⅱ

思考心理学特論

認知心理学演習(記憶）Ⅰ

認知心理学演習(記憶）Ⅱ

知覚心理学特論

学習心理学特論

家族心理学特論

臨床心理学特論１

臨床心理学特論２

臨床心理面接特論１

臨床心理面接特論２

臨床心理査定演習１

精神医学特論

心理療法特論

家族療法･家族面接法特論

学校臨床心理学特論

別記様式第2号（その２の１）

教　育　課　程　等　の　概　要

（文学研究科心理学専攻修士課程）

臨床発達心理実習１

臨床発達心理実習２

臨床心理実習２

障害者(児)心理学演習Ⅰ

障害者(児)心理学演習Ⅱ
臨
床
心
理
学

精神保健学特論

臨床心理基礎実習１

投映法特論

臨床心理基礎実習２

臨床心理実習１

－

－

－

認
知
心
理
学

発
達
心
理
学

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

ｵﾑﾆﾊﾞｽ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○

1・2前 2 ○

1・2後 2 ○

1・2 2 ○

1・2 2 ○

1・2前 2 ○ 兼1

1・2 2 ○

小計 (12科目) － 0 24 0 1 0 0 0 0 兼2 －

1・2前 1 ○ 2 1

1・2後 1 ○ 2 1

1・2前 1 ○ 4

1・2後 1 ○ 4

小計 (4科目) － 0 4 0 6 1 0 0 0 0 －

（研究指導） 1～2 － 7 1

－ 0 102 0 7 1 兼5 －

授業期間等

 履修方法

合計（56科目） －

臨床心理学研究法特論Ⅱ

 修了要件 １学年の学期区分 2学期

　　2年以上在学し、専攻科目について30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士
    論文の審査及び最終試験に合格しなければならない。

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

社会心理学演習（対人行動）Ⅰ

社会心理学演習（対人行動）Ⅱ

集団力学特論

社会心理学特論（集合行動）Ⅱ

社会心理学演習（集合行動）Ⅱ

社会心理学特論（対人行動）Ⅰ

社会心理学特論（集合行動）Ⅰ

社会心理学特論（対人行動）Ⅱ

社会心理学演習（集合行動）Ⅰ

　　提出する修士論文の研究分野に応じ、以下のとおりとする。

　　　臨床心理学分野で修士論文を提出する者：　認知心理学分野より4単位、臨床心理学分野の「臨床心理学特論1」、「臨床心理学特論2」、
　　　「臨床心理面接特論1」、「臨床心理面接特論2」、「臨床心理査定演習1」、「臨床心理査定演習2」の計12単位及び「臨床心理基礎実習1」、
　　　「臨床心理基礎実習2」､「臨床心理実習1」､「臨床心理実習2」の計4単位、社会心理学分野より4単位、心理学総合研究の「臨床心理学研
　　　究法特論Ⅰ」、「臨床心理学研究法特論Ⅱ」の計2単位、合計26単位を必修とする。

　　　心理学分野で修士論文を提出する者：　認知心理学分野より4単位、発達心理学分野及び臨床心理学分野（「障害者（児）心理学特論
　　　Ⅰ」、「障害者（児）心理学特論Ⅱ」、「障害者（児）心理学演習Ⅰ」、「障害者（児）心理学演習Ⅱ」、「家族療法・家族面接法特論」、「精神
　　　医学特論」、「精神保健学特論」）より4単位、社会心理学分野より4単位、心理学総合研究の「心理学研究法特論Ⅰ」、「心理学研究法特
　　　論Ⅱ」の計2単位、合計14単位を必修とする。ただし必修単位の中には、演習の単位を4単位含まなければならない。

臨床心理学研究法特論Ⅰ

文化心理学特論

心理学研究法特論Ⅰ

心理学研究法特論Ⅱ

修了要件及び履修方法

組織心理学特論

心理学
総合
研究

社
会
心
理
学

－

－

人間関係特論

学位又は称号 修士（文学） 学位又は学科の分野 文学関係

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

ｵﾑﾆﾊﾞｽ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○

1・2後 2 ○

1・2前 2 ○

1・2後 2 ○

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○

1・2後 2 ○

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○

1・2後 2 ○

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

小計 (30科目） － 4 56 0 7 0 0 0 0 兼1 －

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
論 マルチメディアと認知研究Ⅱ

情報コミュニケーション論Ⅰ

情報コミュニケーション論Ⅱ

マス・コミュニケーション論Ⅱ

メディアコミュニケーション論Ⅰ 

メディアコミュニケーション論Ⅱ 

広告コミュニケーション論Ⅰ

広告コミュニケーション論Ⅱ

メディアとジェンダー研究Ⅰ

メディアとジェンダー研究Ⅱ

マルチメディアと認知研究Ⅰ

現代文化基礎論演習(ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ研究の方法)Ⅰ

現代文化基礎論演習(ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ研究の方法)Ⅱ

現代文化基礎論演習(女性・ジェンダー史
研究の方法)Ⅰ

現代文化基礎論演習(女性・ジェンダー史
研究の方法)Ⅱ

現代文化基礎論演習(国際関係研究の方法)Ⅰ

現代文化基礎論演習(国際関係研究の方法)Ⅱ

マス・コミュニケーション論Ⅰ

国際関係論Ⅰ

国際関係論Ⅱ

現代文化基礎論演習(文化研究の方法)Ⅰ

現代文化基礎論演習(文化研究の方法)Ⅱ

現代文化基礎論演習(社会研究の方法)Ⅰ

現代文化基礎論演習(社会研究の方法)Ⅱ

女性学研究Ⅰ

女性学研究Ⅱ

社会言語論Ⅰ

社会言語論Ⅱ

比較文学論Ⅰ

比較文学論Ⅱ

現代思想論Ⅰ

現代思想論Ⅱ

エスニシティ論Ⅰ

エスニシティ論Ⅱ

ジェンダー論Ⅰ

ジェンダー論Ⅱ

授業形態 専任教員等の配置

備考

現
 

代
 

文
 

化
 

基
 

礎
 

論

国際コミュニケーションワークショップⅠ

国際コミュニケーションワークショップⅡ

文化動態論Ⅰ

文化動態論Ⅱ

地域発展論Ⅰ

地域発展論Ⅱ

別記様式第2号（その２の１）

教　育　課　程　等　の　概　要

（現代文化研究科現代文化専攻修士課程）

－

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

9



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

1・2前 2 ○

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

小計 (28科目) － 0 56 0 7 1 0 0 0 兼1 －

1・2前 2 ○

1・2後 2 ○

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○

1・2後 2 ○

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

小計 (22科目) － 0 44 0 5 0 0 0 0 0 －

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

言語文化研究（日本語）Ⅱ

言語文化研究（英語）Ⅰ

言語文化研究（英語） Ⅱ

言語文化研究（言語調査）Ⅰ

言語文化研究（言語調査）Ⅱ

文化比較論演習(朝鮮文化)Ⅱ

文化比較論演習(アメリカ政治文化)Ⅰ

文化比較論演習(アメリカ政治文化)Ⅱ

文化比較論演習(アメリカ大衆文化)Ⅰ

文化比較論演習(アメリカ大衆文化)Ⅱ

言語文化研究（日本語）Ⅰ

文化比較論(アメリカ大衆文化)Ⅱ

日本文化論演習Ⅰ

日本文化論演習Ⅱ

文化比較論演習(中国文化)Ⅰ

文化比較論演習(中国文化)Ⅱ

文化比較論演習(朝鮮文化)Ⅰ

文化比較論(中国文化)Ⅱ

文化比較論(朝鮮文化)Ⅰ

文化比較論(朝鮮文化)Ⅱ

文化比較論(アメリカ政治文化)Ⅰ

文化比較論(アメリカ政治文化)Ⅱ

文化比較論(アメリカ大衆文化)Ⅰ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究演習(人間行動とｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ)Ⅰ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究演習(人間行動とｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ)Ⅱ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究演習(文化と心理)Ⅰ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究演習(文化と心理)Ⅱ

地
 

域
 

文
 

化
 

論

地域文化方法論Ⅰ

地域文化方法論Ⅱ

日本文化論Ⅰ

日本文化論Ⅱ

文化比較論(中国文化)Ⅰ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究演習(メディアと社会心理)Ⅰ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究演習(メディアと社会心理)Ⅱ

行動計量研究Ⅰ 

行動計量研究Ⅱ

異文化コミュニケーション論Ⅰ

異文化コミュニケーション論Ⅱ

文化心理研究Ⅰ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究演習(情報とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)Ⅱ

文化心理研究Ⅱ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究演習(情報社会とメディア)Ⅰ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究演習(情報社会とメディア)Ⅱ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究演習(情報とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)Ⅰ

－

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○

1・2後 2 ○

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

小計 (28科目) － 0 56 0 7 2 0 0 0 兼1 －

（研究指導） 1～2 － 23 3

－ 4 212 0 24 3 0 0 0 兼3 －

授業期間等

 履修方法

文学関係、社会学・社会福祉学関係、法学関係

言
　
語
　
文
　
化
　
論

言語文化研究演習（言語調査）Ⅱ

日英対照言語研究演習（言語構造）Ⅰ

日英対照言語研究演習（言語構造）Ⅱ

日英対照言語研究演習（翻訳）Ⅰ

日英対照言語研究演習（翻訳）Ⅱ

言語教育論演習（日本語教育）Ⅰ

　　現代文化基礎論で修士論文を提出する者：　現代文化基礎論分野の「国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟⅠ」、「国際ｺミｭﾆｹｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟⅡ」
    各2単位、講義科目より8単位、演習科目より4単位､合計16単位を必修とする。

　　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論で修士論文を提出する者：　現代文化基礎論分野の、「国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟⅠ」、「国際ｺミｭﾆｹｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟⅡ」
    各2単位、講義科目より4単位、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論分野の講義科目より4単位、演習科目より4単位､合計16単位を必修とする。

　　地域文化論で修士論文を提出する者：　現代文化基礎論分野の、「国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟⅠ」、「国際ｺミｭﾆｹｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟⅡ」
    各2単位、講義科目より4単位、地域文化論分野の講義科目より4単位、演習科目より4単位､合計16単位を必修とする。

90分

言語教育論演習（英語教育）Ⅱ

合計（108科目） －

学位又は称号 修士（学術） 学位又は学科の分野

　　言語文化論で修士論文を提出する者：　現代文化基礎論分野の、「国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟⅠ」、「国際ｺミｭﾆｹｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟⅡ」
    各2単位、講義科目より4単位、言語文化論分野の講義科目より4単位、演習科目より4単位､合計16単位を必修とする。

修了要件及び履修方法

 修了要件 １学年の学期区分 2学期

　　2年以上在学し、専攻科目について30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、
  　修士論文の審査及び最終試験に合格しなければならない。

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間

　　提出する修士論文の研究分野に応じ、以下のとおりとする。

言語教育論演習（日本語教育）Ⅱ

言語教育論演習（英語教育）Ⅰ

－

言語教育論（英語教育）Ⅱ

言語文化研究演習（日本語）Ⅰ

言語文化研究演習（日本語）Ⅱ

言語文化研究演習（英語）Ⅰ

言語文化研究演習（英語）Ⅱ

言語文化研究演習（言語調査）Ⅰ

日英対照言語研究（言語構造）Ⅱ

日英対照言語研究（翻訳）Ⅰ

日英対照言語研究（翻訳）Ⅱ

言語教育論（日本語教育）Ⅰ

言語教育論（日本語教育）Ⅱ

言語教育論（英語教育）Ⅰ

日英対照言語研究（言語構造）Ⅰ
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別記様式第２号（その２の１)

（現代教養学部人文学科）

必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

人文学入門 1 前 2 ○ 3 兼１

哲学入門Ⅰ 1 前 2 ○ 1 哲学専攻は

哲学入門Ⅱ 1 後 2 ○ 1 必修

哲学概論 2 前 2 ○ 1

倫理学概論 2・3 後 2 ○ 1 哲学専攻は

美学概論 2・3 後 2 ○ 1 ２単位必修

キリスト教学概論 2・3 前 2 ○ 兼１

西洋哲学史AⅠ 2・3 前 2 ○ 兼１

西洋哲学史AⅡ 2・3 後 2 ○ 兼１

西洋哲学史BⅠ 2・3 前 2 ○ 1 哲学専攻は

西洋哲学史BⅡ 2・3 後 2 ○ 1 ６単位必修

キリスト教史 2・3 後 2 ○ 兼１

東洋思想史 2・3 前 2 ○ 兼１

日本語史入門 1 前後 2 ○ 1

日本語文法入門 1 前後 2 ○ 兼１ 日本文学専攻は

日本古典文学入門 1 前後 2 ○ 1 必修

日本近現代文学入門 1 前後 2 ○ 1

漢文学入門 1 前後 2 ○ 1

日本語学概論Ⅰ 1・2・3 前 2 ○ 兼１

日本語学概論Ⅱ 1・2・3 後 2 ○ 兼１

日本語史概論Ⅰ 1・2・3 前 2 ○ 兼１

日本語史概論Ⅱ 1・2・3 後 2 ○ 兼１

日本文学概論（古典）Ⅰ 1・2・3 前 2 ○ 1

日本文学概論（古典）Ⅱ 1・2・3 後 2 ○ 1 日本文学専攻は ＊

日本文学概論（近現代）Ⅰ 1・2・3 前 2 ○ 兼１ 12単位必修

日本文学概論（近現代）Ⅱ 1・2・3 後 2 ○ 兼１

中国文学概論Ⅰ 1・2・3 前 2 ○ 1

中国文学概論Ⅱ 1・2・3 後 2 ○ 1

中国語学概論Ⅰ 1・2・3 前 2 ○ 兼１

中国語学概論Ⅱ 1・2・3 後 2 ○ 兼１

日本文化学概論Ⅰ 1・2・3 前 2 ○ 1

日本文化学概論Ⅱ 1・2・3 後 2 ○ 1

英語学基礎論（ことばと社会） 2 前 2 ○ 1

英語学基礎論（ことばのしくみ） 2 後 2 ○ 兼１

英語文学・文化基礎論AⅠ 2 前 2 ○ 1 英語文学文化専攻

英語文学・文化基礎論AⅡ 2 後 2 ○ 1 は４単位必修

英語文学・文化基礎論BⅠ 2 前 2 ○ 1

英語文学・文化基礎論BⅡ 2 後 2 ○ 1

史学概論 2 前 2 ○ 1

日本史概説Ⅰ 1・2 前 2 ○ 1

日本史概説Ⅱ 1・2 後 2 ○ 兼１ 史学専攻は

東洋史概説Ⅰ 1・2 前 2 ○ 1 必修

東洋史概説Ⅱ 1・2 後 2 ○ 1

西洋史概説Ⅰ 1・2 前 2 ○ 1

西洋史概説Ⅱ 1・2 後 2 ○ 兼１

小計（45科目） － 2 88 0 14 1 2 0 0 兼11

哲学特論（存在論）AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

哲学特論（存在論）AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

哲学特論（存在論）BⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

哲学特論（存在論）BⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

－

特
殊
講
義

単位数

「哲学特論（存在論）A
Ⅰ，AⅡ」と
「哲学特論（存在論）B
Ⅰ，BⅡ」を交互に開講

授業科目の名称

科
目
区
分

基
盤
講
義

配当年次

授業形態 専任教員等の配置

日本文学専攻の学生は、
「＊」印の範囲において8
単位を修得しなければな
らない。ただし、選択必修
科目の単位として修得し
た単位を除く。

備　　考

1



必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数

授業科目の名称

科
目
区
分

配当年次

授業形態 専任教員等の配置

備　　考

哲学特論（生命論）AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

哲学特論（生命論）AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

哲学特論（生命論）BⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

哲学特論（生命論）BⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

哲学特論（科学論）AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

哲学特論（科学論）AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

哲学特論（科学論）BⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

哲学特論（科学論）BⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

倫理学特論AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１ 哲学専攻は

倫理学特論AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１ 10単位必修

倫理学特論BⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

倫理学特論BⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

美学特論AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

美学特論AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

美学特論BⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

美学特論BⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

キリスト教学特論AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

キリスト教学特論AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

キリスト教学特論BⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

キリスト教学特論BⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

思想史特論AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

思想史特論AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

思想史特論BⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

思想史特論BⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

思想史特論CⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

思想史特論CⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

現代日本語（語彙・表記）AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

現代日本語（語彙・表記）AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

現代日本語（語彙・表記）BⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

現代日本語（語彙・表記）BⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

現代日本語（語彙・表記）CⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

現代日本語（語彙・表記）CⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

現代日本語（文法・談話）AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

現代日本語（文法・談話）AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

現代日本語（文法・談話）BⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

現代日本語（文法・談話）BⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

現代日本語（文法・談話）CⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

現代日本語（文法・談話）CⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本語史（古代中世）AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

日本語史（古代中世）AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本語史（古代中世）BⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

日本語史（古代中世）BⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本語史（古代中世）CⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

日本語史（古代中世）CⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本語史（中近世）AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

日本語史（中近世）AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

日本語史（中近世）BⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

日本語史（中近世）BⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

日本語史（中近世）CⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

日本語史（中近世）CⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

「哲学特論（生命論）A
Ⅰ，AⅡ」と
「哲学特論（生命論）B
Ⅰ，BⅡ」を交互に開講

「哲学特論（科学論）A
Ⅰ，AⅡ」と
「哲学特論（科学論）B
Ⅰ，BⅡ」を交互に開講

「倫理学特論AⅠ，AⅡ」と
「倫理学特論BⅠ，BⅡ」
を交互に開講

「キリスト教学特論AⅠ，A
Ⅱ」と
「キリスト教学特論BⅠ，B
Ⅱ」を交互に開講

「思想史演習B」と交互に
開講

①②③を毎年１組開講（３
年で一巡）

　①「日本語史（古代中
世）AⅠ・AⅡ」
　②「日本語史（古代中
世）BⅠ・BⅡ」
　③「日本語史（古代中
世）CⅠ・CⅡ」

①②③を毎年１組開講（３
年で一巡）

　①「日本語史（中近世）
AⅠ・AⅡ」
　②「日本語史（中近世）
BⅠ・BⅡ」
　③「日本語史（中近世）
CⅠ・CⅡ」

①②③を毎年１組開講（３
年で一巡）

　①「現代日本語（語彙・
表記）AⅠ・AⅡ」
　②「現代日本語（語彙・
表記）BⅠ・BⅡ」
　③「現代日本語（語彙・
表記）CⅠ・CⅡ」

①②③を毎年１組開講（３
年で一巡）

　①「現代日本語（文法・
談話）AⅠ・AⅡ」
　②「現代日本語（文法・
談話）BⅠ・BⅡ」
　③「現代日本語（文法・
談話）CⅠ・CⅡ」
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日本文学（上代）AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1 ＊

日本文学（上代）AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

日本文学（上代）ＢⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

日本文学（上代）ＢⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

日本文学（上代）CⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

日本文学（上代）CⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

日本文学（中古）AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

日本文学（中古）AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

日本文学（中古）ＢⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

日本文学（中古）ＢⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

日本文学（中古）CⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

日本文学（中古）CⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

日本文学（中世）AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

日本文学（中世）AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本文学（中世）ＢⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

日本文学（中世）ＢⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本文学（中世）CⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

日本文学（中世）CⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本文学（近世）AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

日本文学（近世）AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

日本文学（近世）ＢⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

日本文学（近世）ＢⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本文学（近世）CⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

日本文学（近世）CⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

日本文学（近現代）AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

日本文学（近現代）AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

日本文学（近現代）ＢⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

日本文学（近現代）ＢⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

日本文学（近現代）CⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

日本文学（近現代）CⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

日本文化学AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

日本文化学AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

日本文化学BⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

日本文化学BⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本文化学CⅠ 2・3・4 前 2 ○ 1

日本文化学CⅡ 2・3・4 後 2 ○ 1

中国文学AⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

中国文学AⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

中国文学ＢⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

中国文学ＢⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

中国文学ＣⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

中国文学ＣⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

言語情報処理Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

言語情報処理Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

創作論Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

創作論Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

言語文化論 2・3・4 後 2 ○ 兼１

言語学Ⅰ 3・4 前 2 ○ 兼１

言語学Ⅱ 3・4 後 2 ○ 兼１

英語史Ⅰ 3・4 前 2 ○ 1 英語文学文化専攻

英語史Ⅱ 3・4 後 2 ○ 1 は４単位必修

英文学史Ⅰ 3・4 前 2 ○ 兼１

英文学史Ⅱ　　　　　　　　　 3・4 後 2 ○ 兼１

「言語学Ⅰ，Ⅱ」と
「英語史Ⅰ，Ⅱ」を交互に
開講

①②③を毎年１組開講（３
年で一巡）

　①「中国文学AⅠ・AⅡ」
　②「中国文学BⅠ・BⅡ」
　③「中国文学CⅠ・CⅡ」

①②③を毎年１組開講（３
年で一巡）

　①「日本文学(中世)A
Ⅰ・AⅡ」
　②「日本文学(中世)B
Ⅰ・BⅡ」
　③「日本文学(中世)C
Ⅰ・CⅡ」

①②③を毎年１組開講（３
年で一巡）

　①「日本文学(近世)A
Ⅰ・AⅡ」
　②「日本文学(近世)B
Ⅰ・BⅡ」
　③「日本文学(近世)C
Ⅰ・CⅡ」

①②③を毎年１組開講（３
年で一巡）

　①「日本文化学AⅠ・A
Ⅱ」
　②「日本文化学BⅠ・B
Ⅱ」
　③「日本文化学CⅠ・C
Ⅱ」

①②③を毎年１組開講（３
年で一巡）

　①「日本文学(近現代)A
Ⅰ・AⅡ」
　②「日本文学(近現代)B
Ⅰ・BⅡ」
　③「日本文学(近現代)C
Ⅰ・CⅡ」

①②③を毎年１組開講（３
年で一巡）

　①「日本文学(上代)A
Ⅰ・AⅡ」
　②「日本文学(上代)B
Ⅰ・BⅡ」
　③「日本文学(上代)C
Ⅰ・CⅡ」

①②③を毎年１組開講（３
年で一巡）

　①「日本文学(中古)A
Ⅰ・AⅡ」
　②「日本文学(中古)B
Ⅰ・BⅡ」
　③「日本文学(中古)C
Ⅰ・CⅡ」
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米文学史Ⅰ 3・4 前 2 ○ 1

米文学史Ⅱ　 3・4 後 2 ○ 1

英語学（英語の構造）Ⅰ 3･4 前 2 ○ 兼１

英語学（英語の構造）Ⅱ 3･4 後 2 ○ 兼１

英語学（英語の歴史）Ⅰ 3･4 前 2 ○ 1

英語学（英語の歴史）Ⅱ 3･4 後 2 ○ 1

英語学（英語の意味）Ⅰ 3･4 前 2 ○ 兼１

英語学（英語の意味）Ⅱ 3･4 後 2 ○ 兼１

英語学（英語の諸相）Ⅰ 3･4 前 2 ○ 兼１

英語学（英語の諸相）Ⅱ 3･4 後 2 ○ 兼１

英語学（意味論） 2･3･4 前 2 ○ 兼１

英語学（語用論） 2･3･4 後 2 ○ 兼１

英語文学（詩）Ⅰ 3・4 前 2 ○ 1

英語文学（詩）Ⅱ　 3・4 後 2 ○ 1

英語文学（演劇）AⅠ　 3・4 前 2 ○ 兼１

英語文学（演劇）AⅡ 3・4 後 2 ○ 兼１

英語文学（演劇）BⅠ　 3・4 前 2 ○ 兼１ 英語文学文化専攻

英語文学（演劇）BⅡ 3・4 後 2 ○ 兼１ は４単位必修

英語文学（小説）AⅠ 3・4 前 2 ○ 1

英語文学（小説）AⅡ 3・4 後 2 ○ 1

英語文学（小説）BⅠ 3・4 前 2 ○ 1

英語文学（小説）BⅡ 3・4 後 2 ○ 1

英語文学（小説）CⅠ 3・4 前 2 ○ 1

英語文学（小説）CⅡ 3・4 後 2 ○ 1

英語文学（小説）DⅠ 3・4 前 2 ○ 1

英語文学（小説）DⅡ 3・4 後 2 ○ 1

英語文学（児童文学）Ⅰ 3・4 前 2 ○ 兼１

英語文学（児童文学）Ⅱ 3・4 後 2 ○ 兼１

英語文学（評論）Ⅰ 3・4 前 2 ○ 1

英語文学（評論）Ⅱ 3・4 後 2 ○ 1

英語文学・文化AⅠ 3・4 前 2 ○ 1

英語文学・文化AⅡ 3・4 後 2 ○ 1

英語文学・文化BⅠ 3・4 前 2 ○ 1

英語文学・文化BⅡ 3・4 後 2 ○ 1

英語学（英語と文化）A 2･3･4 前 2 ○ 兼１

英語学（英語と文化）B 2･3･4 後 2 ○ 兼１

異文化理解Ⅰ 2･3･4 前 2 ○ 1

異文化理解Ⅱ 2･3･4 後 2 ○ 1

翻訳研究Ⅰ（翻訳と異文化理解） 2･3･4 前 2 ○ 兼１

翻訳研究Ⅱ（異文化摩擦の諸相） 2･3･4 後 2 ○ 兼１

日本古代史 2・3・4 前 2 ○ 兼１

日本中世史 2・3・4 前 2 ○ 1

日本近世史 2・3・4 前 2 ○ 兼１

日本近現代史 2・3・4 前 2 ○ 兼１

中国史 2・3・4 前 2 ○ 1 史学専攻は

アジア史 2・3・4 前 2 ○ 1 ６単位必修

ギリシア・ローマ史 2・3・4 前 2 ○ 兼１

アメリカ史 2・3・4 前 2 ○ 兼１

イギリス史 2・3・4 前 2 ○ 兼１

ドイツ史 2・3・4 前 2 ○ 1

日本史特論（古代）A 2・3・4 後 2 ○ 1

日本史特論（古代）B 2・3・4 後 2 ○ 1

日本史特論（古代）C 2・3・4 後 2 ○ 1

「英語文学演習（詩）」と交
互に開講

「英語文学（演劇）AⅠ，A
Ⅱ」と
「英語文学（演劇）BⅠ，B
Ⅱ」を交互に開講

「英語学（英語の構造）
Ⅰ，Ⅱ」と
「英語学（英語の歴史）
Ⅰ，Ⅱ」を交互に開講

「英語文学（小説）CⅠ，C
Ⅱ」と
「英語文学（小説）DⅠ，D
Ⅱ」を交互に開講

「英語文学演習（評論）」と
交互に開講

「英語文学・文化AⅠ，A
Ⅱ」と
「英語文学・文化BⅠ，B
Ⅱ」を交互に開講

毎年１科目開講（３年で一
巡）
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日本史特論（中世）A 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本史特論（中世）B 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本史特論（中世）C 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本史特論（近世）A 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本史特論（近世）B 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本史特論（近世）C 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本史特論（近現代）A 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本史特論（近現代）B 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本史特論（近現代）C 2・3・4 後 2 ○ 兼１

東洋史特論（中国）A 2・3・4 後 2 ○ 1

東洋史特論（中国）B 2・3・4 後 2 ○ 1

東洋史特論（中国）C 2・3・4 後 2 ○ 1 史学専攻は

東洋史特論（アジア）A 2・3・4 後 2 ○ 兼１ ６単位必修

東洋史特論（アジア）B 2・3・4 後 2 ○ 1

東洋史特論（アジア）C 2・3・4 後 2 ○ 1

西洋史特論（古代）A 2・3・4 後 2 ○ 兼１

西洋史特論（古代）B 2・3・4 後 2 ○ 兼１

西洋史特論（古代）C 2・3・4 後 2 ○ 兼１

西洋史特論（中世）A 2・3・4 前 2 ○ 兼１

西洋史特論（中世）B 2・3・4 前 2 ○ 兼１

西洋史特論（中世）C 2・3・4 前 2 ○ 兼１

西洋史特論（近世）A 2・3・4 後 2 ○ 兼１

西洋史特論（近世）B 2・3・4 後 2 ○ 兼１

西洋史特論（近世）C 2・3・4 後 2 ○ 兼１

西洋史特論（近現代）A 2・3・4 後 2 ○ 1

西洋史特論（近現代）B 2・3・4 後 2 ○ 1

西洋史特論（近現代）C 2・3・4 後 2 ○ 兼１

美術史（日本） 2・3・4 前 2 ○ 兼１

美術史（東洋） 2・3・4 前 2 ○ 兼１

美術史（西洋） 2・3・4 前 2 ○ 兼１

考古学（日本） 2・3・4 後 2 ○ 兼１

考古学（東洋） 2・3・4 後 2 ○ 兼１

考古学（西洋） 2・3・4 後 2 ○ 1

歴史学特別講義Ａ 3･4 後 2 ○ 兼１

歴史学特別講義Ｂ 3･4 後 2 ○ 兼１

小計（195科目） － 0 390 0 20 2 1 0 0 兼39

人文学基礎演習 1 前後 2 ○ 9 1 1 兼２

哲学基礎演習 1 後 2 ○ 1

２年次演習（哲学）Ⅰ 2 前 2 ○ 1 哲学専攻は

２年次演習（哲学）Ⅱ 2 後 2 ○ 1 必修

日本語学演習（現代語）A 2・3 通 4 ○ 兼１

日本語学演習（現代語）B 2・3 通 4 ○ 兼１

日本語学演習（現代語）C 2・3 通 4 ○ 兼１

日本語学演習（日本語史）A 2・3 通 4 ○ 兼１

日本語学演習（日本語史）B 2・3 通 4 ○ 兼１

日本語学演習（日本語史）C 2・3 通 4 ○ 1

日本文学演習（古典）A 2・3 通 4 ○ 兼１

日本文学演習（古典）B 2・3 通 4 ○ 兼１

日本文学演習（古典）C 2・3 通 4 ○ 兼１

日本文学演習（上代）A 2・3 通 4 ○ 1

日本文学演習（上代）B 2・3 通 4 ○ 1

日本文学演習（上代）C 2・3 通 4 ○ 1

年度ごとに交互に開講

－

基
盤
演
習

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）
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授業科目の名称

科
目
区
分

配当年次

授業形態 専任教員等の配置

備　　考

日本文学演習（中古）A 2・3 通 4 ○ 兼１

日本文学演習（中古）B 2・3 通 4 ○ 兼１

日本文学演習（中古）C 2・3 通 4 ○ 1

日本文学演習（中世）A 2・3 通 4 ○ 兼１

日本文学演習（中世）B 2・3 通 4 ○ 兼１

日本文学演習（中世）C 2・3 通 4 ○ 兼１

日本文学演習（近世）A 2・3 通 4 ○ 1

日本文学演習（近世）B 2・3 通 4 ○ 1

日本文学演習（近世）C 2・3 通 4 ○ 1 日本文学専攻は

日本文学演習（近代）A 2・3 通 4 ○ 兼１ ４単位必修 ＊

日本文学演習（近代）B 2・3 通 4 ○ 兼１

日本文学演習（近代）C 2・3 通 4 ○ 兼１

日本文学演習（現代）A 2・3 通 4 ○ 1

日本文学演習（現代）B 2・3 通 4 ○ 1

日本文学演習（現代）C 2・3 通 4 ○ 1

日本文化学演習A 2・3 通 4 ○ 1

日本文化学演習B 2・3 通 4 ○ 兼１

日本文化学演習C 2・3 通 4 ○ 1

中国文学演習（古典）A 2・3 通 4 ○ 1

中国文学演習（古典）B 2・3 通 4 ○ 兼１

中国文学演習（古典）C 2・3 通 4 ○ 1

中国文学演習（近現代）A 2・3 通 4 ○ 兼１

中国文学演習（近現代）B 2・3 通 4 ○ 兼１

中国文学演習（近現代）C 2・3 通 4 ○ 兼１

Freshman English SeminarⅠ 1 前 2 ○ 兼５

Freshman English SeminarⅡ 1 後 2 ○ 兼５ 英語文学文化専攻

英語音声学Ⅰ 2 前 2 ○ 1 兼４ は必修

英語音声学Ⅱ 2 後 2 ○ 兼１

Sophomore Reading & WritingⅠ 2 前 2 ○ 兼５

Sophomore Reading & WritingⅡ  2 後 2 ○ 兼５ 英語文学文化専攻

英文法(知識と実践) 2 通 4 ○ 兼５ は必修

英語学基礎演習Ⅰ 1 前 2 ○ 1 兼1

英語学基礎演習Ⅱ 1 後 2 ○ 1 兼1

英語文学基礎演習Ⅰ 1 前 2 ○ 1 兼１

英語文学基礎演習Ⅱ 1 後 2 ○ 1 兼１

Presentation 基礎演習Ⅰ 2 前 2 ○ 兼２

Presentation 基礎演習Ⅱ 2 後 2 ○ 兼２

歴史学基礎演習 1 後 2 ○ 6 兼１ 史学専攻は

歴史学演習 2 前 2 ○ 6 兼１ 必修

日本史基礎演習（古代） 2 後 2 ○ 1

日本史基礎演習（中世） 2 後 2 ○ 1

日本史基礎演習（近世） 2 後 2 ○ 兼１

日本史基礎演習（近現代） 2 後 2 ○ 兼１

東洋史基礎演習（中国） 2 後 2 ○ 1 史学専攻は

東洋史基礎演習（アジア） 2 後 2 ○ 1 ２単位必修

西洋史基礎演習（古代） 2 後 2 ○ 1

西洋史基礎演習（中世） 2 後 2 ○ 兼１

西洋史基礎演習（近世） 2 後 2 ○ 兼１

西洋史基礎演習（近現代） 2 後 2 ○ 1

歴史民俗調査A 2・3 後 2 ○ 兼１

歴史民俗調査B 2・3 後 2 ○ 兼１

小計（67科目） － 2 206 0 17 2 1 0 0 兼29

年度ごとに交互に開講

－

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

毎年１科目開講（３年で一
巡）

6



必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手
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授業形態 専任教員等の配置

備　　考

哲学演習（英語文献）A 3・4 通 4 ○ 1

哲学演習（英語文献）B 3・4 通 4 ○ 1

哲学演習（独語文献）A 3・4 通 4 ○ 1

哲学演習（独語文献）B 3・4 通 4 ○ 1

哲学演習（仏語文献）A 3・4 通 4 ○ 1

哲学演習（仏語文献）B 3・4 通 4 ○ 1

哲学演習(西洋古典語文献)A 3・4 通 4 ○ 兼１

哲学演習(西洋古典語文献)B 3・4 通 4 ○ 兼１

倫理学演習A 3・4 通 4 ○ 1

倫理学演習B 3・4 通 4 ○ 1

美学演習A 3・4 通 4 ○ 1

美学演習B 3・4 通 4 ○ 1

キリスト教学演習A 3・4 通 4 ○ 兼１

キリスト教学演習B 3・4 通 4 ○ 兼１

思想史演習A 3・4 通 4 ○ 1

思想史演習B 3・4 通 4 ○ 兼１ 「思想史特論CⅠ，CⅡ」と交
互に開講

3年次演習（現代日本語） 3 通 4 ○ 兼１

3年次演習（日本語史） 3 通 4 ○ 1

3年次演習（日本古代文学） 3 通 4 ○ 1

3年次演習（日本中近世文学） 3 通 4 ○ 1 日本文学専攻は ＊

3年次演習（日本近現代文学）Ａ 3 通 4 ○ 1 ４単位必修

3年次演習（日本近現代文学）Ｂ 3 通 4 ○ 1

3年次演習（中国文学） 3 通 4 ○ 1

Junior Composition 3 通 4 ○ 1 兼５ 英語文学文化専
攻は必修

2･3･4 前 1 ○ 兼１

2･3･4 後 1 ○ 兼１

2･3･4 前 1 ○ 兼１

2･3･4 後 1 ○ 兼１

Grammar and Writing A 2･3･4 前 2 ○ 1

Grammar and Writing B 2･3･4 後 2 ○ 1

Creative Writing A 3・4 前 2 ○ 兼１

Creative Writing B 3・4 後 2 ○ 1

英語学演習（英語の構造） 3・4 通 4 ○ 兼１

英語学演習（英語の歴史） 3・4 通 4 ○ 1

英語学演習（英語の意味） 3・4 通 4 ○ 兼１

英語学演習（英語の諸相） 3・4 通 4 ○ 兼１

2年次Shakespeare演習 2 通 4 ○ 兼１

英語文学演習（詩） 3・4 通 4 ○ 1 英語文学文化専攻
「英語文学（詩）Ⅰ，Ⅱ」と交
互に開講

英語文学演習（演劇）A 3・4 通 4 ○ 兼１ は４単位必修

英語文学演習（演劇）B 3・4 通 4 ○ 兼１

英語文学演習（小説）A  3・4 通 4 ○ 兼１

英語文学演習（小説）B 3・4 通 4 ○ 兼１

英語文学演習（小説）C 3・4 通 4 ○ 兼１

英語文学演習（小説）D 3・4 通 4 ○ 1

英語文学演習（評論） 3・4 通 4 ○ 1 「英語文学（評論）Ⅰ，Ⅱ」と
交互に開講

英語文学・文化演習A 3・4 通 4 ○ 兼１

英語文学・文化演習B 3・4 通 4 ○ 兼１

日本史演習（古代）A１ 3・4 前 2 ○ 1

日本史演習（古代）A2 3・4 後 2 ○ 1

日本史演習（古代）B1 3・4 前 2 ○ 1

日本史演習（古代）B2 3・4 後 2 ○ 1

年度ごとに交互に開講

「日本史演習（古代）A1，
A2」と
「日本史演習（古代）B1，
B2」を交互に開講

哲学専攻は
8単位必修

（※印の4単
位を含む）

年度ごとに交互に開講

「Comprehensive English
ProgramAⅠ，AⅡ」と
「Comprehensive English
ProgramBⅠ，BⅡ」を
交互に開講

年度ごとに交互に開講

発
展
演
習

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

Comprehensive English ProgramAⅠ

Comprehensive English ProgramAⅡ

Comprehensive English ProgramBⅠ

Comprehensive English ProgramBⅡ

哲学専攻

は4単位
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備　　考

日本史演習（中世）A１ 3・4 前 2 ○ 1

日本史演習（中世）A２ 3・4 後 2 ○ 1

日本史演習（中世）B1 3・4 前 2 ○ 1

日本史演習（中世）B２ 3・4 後 2 ○ 1

日本史演習（近世）A１ 3・4 前 2 ○ 兼１

日本史演習（近世）A2 3・4 後 2 ○ 兼１

日本史演習（近世）B１ 3・4 前 2 ○ 兼１

日本史演習（近世）B２ 3・4 後 2 ○ 兼１

日本史演習（近現代）A１ 3・4 前 2 ○ 兼１

日本史演習（近現代）A２ 3・4 後 2 ○ 兼１

日本史演習（近現代）B1 3・4 前 2 ○ 兼１

日本史演習（近現代）B2 3・4 後 2 ○ 兼１

東洋史演習（中国）A1 3・4 前 2 ○ 1 史学専攻は

東洋史演習（中国）A２ 3・4 後 2 ○ 1 ４単位必修

東洋史演習（中国）B1 3・4 前 2 ○ 1

東洋史演習（中国）B2 3・4 後 2 ○ 1

東洋史演習（アジア）A1 3・4 前 2 ○ 1

東洋史演習（アジア）A２ 3・4 後 2 ○ 1

東洋史演習（アジア）B1 3・4 前 2 ○ 1

東洋史演習（アジア）B2 3・4 後 2 ○ 1

西洋史演習（古代）A1 3・4 前 2 ○ 兼１

西洋史演習（古代）A2 3・4 後 2 ○ 兼１

西洋史演習（古代）B1 3・4 前 2 ○ 1

西洋史演習（古代）B2 3・4 後 2 ○ 1

西洋史演習（中世）A1 3・4 前 2 ○ 兼１

西洋史演習（中世）A2 3・4 後 2 ○ 兼１

西洋史演習（中世）B1 3・4 前 2 ○ 兼１

西洋史演習（中世）B2 3・4 後 2 ○ 兼１

西洋史演習（近世）A1 3・4 前 2 ○ 兼１

西洋史演習（近世）A2 3・4 後 2 ○ 兼１

西洋史演習（近世）B1 3・4 前 2 ○ 兼１

西洋史演習（近世）B2 3・4 後 2 ○ 兼１

西洋史演習（近現代）A1 3・4 前 2 ○ 兼１

西洋史演習（近現代）A2 3・4 後 2 ○ 兼１

西洋史演習（近現代）B1 3・4 前 2 ○ 1

西洋史演習（近現代）B2 3・4 後 2 ○ 1

4年次演習（史学） 4 前 2 ○ 6 兼４ 史学専攻は必修

小計（88科目） － 0 250 0 20 1 1 0 0 兼26

４年次特殊演習（哲学） 4 通 4 ○ 4 哲学専攻は必修

4年次特殊演習（日本文学） 4 通 4 ○ 6 1 兼１ 日本文学専攻は
必修

3年次特殊演習（英語文学文化） 3 通 4 ○ 2 1 兼4 英語文学文化専攻

4年次特殊演習（英語文学文化） 4 通 4 ○ 4 兼7 は必修

3年次特殊演習（史学） 3 後 2 ○ 6 兼１ 史学専攻は

4年次特殊演習（史学） 4 後 2 ○ 6 兼１ 必修

小計（6科目） － 0 20 0 20 1 1 0 0 兼９

卒業論文 4 通 8 ○ 20 1 兼10 ８単位必修

4 通 8 ○ 兼1

小計（2科目） - 0 16 0 20 1 兼11

- 4 970 0 22 2 2 0 0 兼78

「日本史演習（中世）A1，
A2」と
「日本史演習（中世）B1，
B2」を交互に開講

「日本史演習（近世）A1，
A2」と
「日本史演習（近世）B1，
B2」を交互に開講

「東洋史演習(アジア）
A1，A2」と
「東洋史演習（アジア）
B1，B2」を交互に開講

「西洋史演習(古代）A1，
A2」と
「西洋史演習（古代）B1，
B2」を交互に開講

「西洋史演習(中世）A1，
A2」と
「西洋史演習（中世）B1，
B2」を交互に開講

「日本史演習（近現代）
A1，A2」と
「日本史演習（近現代）
B1，B2」を交互に開講

「西洋史演習(近世）A1，
A2」と
「西洋史演習（近世）B1，
B2」を交互に開講

Final Presentation

学科合計（403科目)

－

-

-

卒
業
論
文

特
殊
演
習

－

「東洋史演習(中国）A1，
A2」と
「東洋史演習（中国）B1，
B2」を交互に開講

「西洋史演習(近現代）
A1，A2」と
「西洋史演習（近現代）
B1，B2」を交互に開講
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備　　考

以下は全学共通カリキュラム等

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 平成２４年度は休講

1･2･3･4 後 2 〇 平成２４年度は休講

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1・2・3・4 前 2 〇 兼１

1・2・3・4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前後 2 〇 兼２

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼６

1･2･3･4 後 2 〇 兼５

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 1

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

統計学入門Ⅱ

宇宙の科学

地球の科学

エネルギーの科学

物質の科学

自然科学と人間Ａ

自然科学と人間Ｂ

(自然と生命)

共
通
科
目 科学技術と人間

生命の科学Ａ(生命と物質)

生命の科学Ｂ(生命と生体)

地球環境と人間

生物と環境Ａ（動物と環境）

数学の世界

現代の数学とその応用

統計学入門Ⅰ

生物と環境Ｂ（植物と環境）

環境と社会Ａ

環境と社会Ｂ

人の起源と進化

進化生物学入門

自然と人間

脳の科学

遺伝の科学Ⅰ(遺伝のしくみ)

遺伝の科学Ⅱ(遺伝子工学)

からだの科学

身体適応の科学Ａ(環境適応)

身体適応の科学Ｂ(運動適応)

比較行動学A

比較行動学B

心理学と現代社会A

心理学と現代社会B

(人間と思想)

心理学入門

精神保健A

精神保健B

教育と現代社会

女性学・ジェンダー入門

ジェンダーと社会A

ジェンダーと社会B

総合講座（女性学・ジェンダー）A

総合講座（女性学・ジェンダー）B

論理学入門

哲学と思想A

哲学と思想B

科学技術と倫理A

科学技術と倫理B

現代思想

東洋思想

共通科目の履修方法及び卒業要件

「自然と生命」、「人間と思想」、「文化と芸
術」、「歴史と社会」の４領域からそれぞれ
必ず各１科目2単位を含めて、演習、海外
教養講座を除く4領域から16単位を修得し
なければならない。

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

9



必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数

授業科目の名称

科
目
区
分

配当年次

授業形態 専任教員等の配置

備　　考

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 1

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 1

1･2･3･4 後 2 〇 1 兼２

1･2･3･4 前後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 2 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 2 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 1

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 1

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 1

1･2･3･4 前 2 〇 1

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前後 2 〇 1 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前後 2 〇 兼３

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

日本思想史

キリスト教と諸宗教Ａ

キリスト教と諸宗教Ｂ

宗教学

日本宗教史

宗教と現代社会Ａ

宗教と現代社会Ｂ

世界の文化Ｂ（ｲｷﾞﾘｽ・ｱﾒﾘｶ）

比較思想

総合講座（比較思想）

(文化と芸術)

総合講座（比較文化）Ⅱ

日本文化史Ａ

日本文化史Ｂ

世界の文化Ａ（ヨーロッパ）

比較文化入門

比較文化特論Ａ

比較文化特論Ｂ

総合講座（比較文化）Ⅰ

世界の文化Ｃ（ﾗﾃﾝｱﾒﾘｶ）

世界の文化Ｄ（アジア）

日本の文学Ａ（古典文学）

日本の文学Ｂ（近代文学）

日本の文学Ｃ（近代文学）

キリスト教と文学

女性と文芸

児童文学Ａ

児童文学Ｂ

比較文学Ａ

比較文学Ｂ

宗教音楽

音楽芸術

音楽史A

音楽史B

芸術論Ａ(美術）

芸術論Ｂ(演劇）

芸術論Ｃ(映像芸術）

芸術論Ｄ(舞踊）

ことばの科学

ことばと社会Ａ

ことばと社会Ｂ

文章表現法

日本語技法A

日本語技法B

日本語技法C

(歴史と社会)

日本国憲法入門

公共政策と法Ⅰ

公共政策と法Ⅱ

市民社会と法Ⅰ

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

①と②を年度ごとに交互
に開講

①「芸術論Ａ（美術）」
「芸術論Ｂ（演劇）」
②「芸術論Ｃ（映像芸
術）」「芸術論Ｄ（舞踊）」
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数

授業科目の名称

科
目
区
分

配当年次

授業形態 専任教員等の配置

備　　考

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 1

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

2･3･4 前後 2 〇 2 1 兼２

2･3･4 後 2 〇 1

2･3･4 後 2 〇 兼１

2･3･4 後 2 〇 兼１

2 後 2 〇 兼１

2 前 2 〇 兼１

3 前 2 〇 兼２

3 後 2 〇 兼２

市民社会と法Ⅱ

現代史の諸相

人権発達史　

前近代史の諸相

国際社会と法

中心・周辺の歴史

世界の地域と民族

女性史Ａ

女性史Ｂ

民俗学Ⅰ

民俗学Ⅱ

社会学入門

社会保障と社会福祉

現代社会の理論

地域社会論

都市空間論

環境社会学

情報と社会Ⅰ

情報と社会Ⅱ

日本経済入門

環境経済論

日本産業論

日本産業事情

グローバル経済の動態

国際経済論Ａ

国際経済論Ｂ

ジェンダーと開発

現代の政治社会

国際社会と日本

平和学Ｂ

現代世界の構造と力学Ａ

比較政治Ａ

比較政治Ｂ

比較政治Ｃ

自治と行政

現代の環境問題

日本政治外交史Ａ

日本政治外交史Ｂ

平和学Ａ

現代世界の構造と力学Ｂ

アーカイブの世界

(演習)

比較文化副専攻演習

オープンテーマ演習

キリスト教学副専攻演習

女性学・ジェンダー副専攻演習

討論演習２

Critical Thinking演習

発話・パフォーマンス演習

討論演習１

年度ごとに交互に開講

毎年1科目開講（3年で一巡）

「グローバル経済の動態」と
「国際経済論Ａ、Ｂ」を交互に
開講
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数

授業科目の名称

科
目
区
分

配当年次

授業形態 専任教員等の配置

備　　考

4 通 4 〇 兼２

2･3･4 2 ○ － － － － － －

― 0 294 0 10 2 0 0 0 兼97

1 前 1 〇 兼19

1 後 1 〇 兼19

1 前 1 〇 兼20

1 後 1 〇 兼20

1 前 1 〇 1 1 1 兼25

1 後 1 〇 1 1 兼26

2 前 1 〇 2 1 1 兼27

2 後 1 〇 3 1 1 兼26

2・3・4 前 1 〇 兼２

2・3・4 後 1 〇 兼２

2・3・4 前 1 〇 兼３

2・3・4 後 1 〇 兼３

2・3・4 前 1 〇 兼２

2・3・4 後 1 〇 兼２

2・3・4 前 1 〇 1 兼２

2・3・4 後 1 〇 1 兼２

2・3・4 前 1 〇 兼１

1 前後 2 〇 兼２

2・3・4 前 1 〇 兼４

2・3・4 後 1 〇 兼４

2・3・4 前 1 〇 兼２

2・3・4 後 1 〇 兼２

1・2・3・4 2 〇 － － － － － －

2・3・4 前後 1 〇 兼３

2・3・4 前後 1 〇 兼１

2・3・4 通 2 〇 兼１

1 通 4 〇 兼８

1 通 4 〇 兼11

1 通 4 〇 兼７ 4単位選択必修

1 通 4 〇 兼15

1 通 4 〇 兼５

1 通 2 〇 兼２

1 通 2 〇 兼３

1 通 2 〇 兼２

1 通 2 〇 兼３

1 通 2 〇 兼１

2・3・4 前後 1 〇 兼３

2・3・4 前後 1 〇 兼７

2・3・4 前後 1 〇 兼４

2・3・4 前後 1 〇 兼８

2・3・4 前後 1 〇 兼３

2・3・4 前後 1 〇 兼２

2・3・4 前後 1 〇 兼２

2・3・4 前後 1 〇 兼２

2・3・4 前後 1 〇 兼３

2・3・4 前後 1 〇 兼１

(海外教養講座)

海外教養講座A

トータルプレゼンテーション演習

Reading and Discussion A

Reading and Discussion B

共通科目  計（146科目） ―

Communication Skills A

ReadingⅠA

Communication Skills B

Discussion Skills A

（第一外国語）

Discussion Skills B

ReadingⅠB

ReadingⅡA　

Translation A

Translation B

Writing A

Listening and Presentation A

Listening and Presentation B

ReadingⅡB　

Writing B

Drama 

SpeakingⅠ

SpeakingⅡA

ドイツ語初級

中国語初級選択

韓国語初級選択

中国語初級

SpeakingⅡB

Journalistic English A

Journalistic English B

TOEFL講座

Intensive English

TOEIC講座

英語特別プログラム

フランス語初級選択

スペイン語初級選択

中国語上級

スペイン語上級

フランス語中級

ドイツ語中級

韓国語初級

ドイツ語初級選択

（第二外国語）

韓国語上級

フランス語初級

スペイン語初級

フランス語上級

外
国
語
科
目

スペイン語中級

中国語中級

韓国語中級

ドイツ語上級
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数

授業科目の名称

科
目
区
分

配当年次

授業形態 専任教員等の配置

備　　考

1・2・3･4 前 1 〇 兼１

1・2・3･4 後 1 〇 兼１

1・2・3･4 前 1 〇 兼１

1・2・3･4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前後 1 〇 兼１

2・3・4 前後 1 〇 兼１

― 8 67 0 4 1 2 0 0 兼129

1 前 2 〇 兼12 

1･2・3・4 前後 2 〇 兼２

1･2・3・4 前 2 〇 兼2

1･2・3・4 前後 2 〇 兼３

1･2・3・4 後 2 〇 兼３

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼２

2・3・4 前後 2 〇 兼２

1･2・3・4 前後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼２

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

― 2 28 0 0 0 0 0 0 兼18

1 前 1 〇 兼11

1 後 1 〇 兼11

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼３

2・3・4 後 1 〇 兼３

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

― 2 26 0 0 0 0 0 0 兼20

1 前 2 〇 1 兼３

1 後 2 〇 1 兼３

2・3・4 前 2 〇 1

健
康
･
運
動
科
学
科
目

（ギリシア語・ラテン語）

外国語科目　計（52科目）

ギリシア語初級１

ギリシア語初級２

ラテン語初級１

ギリシア語中級

ラテン語中級

―

コンピュータⅡK（文書化と発表技術）

コンピュータⅡD（UNIXリテラシ）

コンピュータⅠ

コンピュータⅡＡ（プログラミング）

コンピュータⅡＢ（プログラミング）

コンピュータⅡE（Webでの情報表現)

コンピュータⅡＦ（文書作成法）

コンピュータⅡＪ（情報の分析と表現）

コンピュータⅡＣ（マルチメディア）

―

コンピュータⅡL（情報学）

コンピュータⅢA（プログラミング）

コンピュータⅢB（プログラミング）

コンピュータⅢC（マルチメディア）

スポーツ ＡⅡ

スポーツ ＢⅠ

スポーツ ＢⅡ

コンピュータ･サイエンスⅠ(基礎）

コンピュータ･サイエンスⅡ(応用）

健康・運動科学Ｄ（身体文化）

健康・運動科学Ｅ（性）

健康・運動科学Ｆ(保健）

スポーツ ＡⅠ

情報処理科目　計（15科目）

健康・運動科学基礎実習Ⅱ

健康・運動科学Ａ（発育・発達）

健康・運動科学Ｂ（エネルギー・栄養）

健康・運動科学Ｃ（スポーツ科学）

健康・運動科学基礎実習Ⅰ

フィットネスＡⅠ

フィットネスＡⅡ

フィットネスＢⅠ

フィットネスＢⅡ

身体表現ＡⅠ

身体表現ＡⅡ

身体表現ＢⅠ

身体表現ＢⅡ

キリスト教学Ⅰ(入門１)

キリスト教学Ⅰ(入門２)

健康支援実習Ⅰ

健康支援実習Ⅱ

―

キリスト教学ⅡＡ(旧約聖書の世界)

ラテン語初級２

情
報
処
理
科
目

健康･運動科学科目　計（22科目）

キ
リ
ス
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数

授業科目の名称

科
目
区
分

配当年次

授業形態 専任教員等の配置

備　　考

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１ 2単位

2・3・4 前 2 〇 兼１ 選択必修

2・3・4 前後 2 〇 兼２

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 1

2・3・4 後 2 〇 兼１ 毎年2科目開講

2・3・4 前 2 〇 兼１

― 4 28 0 1 0 0 0 0 兼8

3 前後 2 ○ 兼１

2･3･4 前 2 ○ 兼１

2･3･4 前 2 ○ 兼１

2･3･4 後 2 ○ 兼１

2・3･4 前 2 ○ 兼１

2・3･4 後 2 ○ 兼１

1・2・3･4 前 2 ○ 兼１

1・2・3･4 前 2 ○ 兼１

1・2・3･4 前 2 ○ 兼１

1・2・3･4 後 2 ○ 兼１

― 0 20 0 0 0 0 0 0 兼9 

教職に関する科目

1･2･3･4 前後 2 ○ 兼２

2・3・4 後 2 ○ 兼１

2・3・4 後 2 ○ 兼２

2・3・4 前 2 ○ 兼１

2・3・4 前後 2 ○ 兼１

2・3 前 2 ○ 1

2・3 後 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 1

2・3 前 2 ○ 兼１

2・3 前 2 ○ 兼１

2・3 後 2 ○ 兼１

2・3 後 2 ○ 兼１

2 前 2 ○ 兼１

2 後 2 ○ 1

3 前 2 ○ 兼１

3 後 2 ○ 兼１

2・3 前 2 ○ 兼１

2・3 後 2 ○ 兼２

2・3 前 2 ○ 兼１

2・3 後 2 ○ 兼２

2・3・4 前後 2 ○ 兼１

2・3・4 前 2 ○ 兼１

2・3・4 前 2 ○ 兼１

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

（取得する免許科目により指定の科目を選択必修）

キリスト教学ⅡＨ(キリスト教と文化)

キリスト教学ⅡＢ(新約聖書の世界)

キリスト教学ⅡＣ(キリスト教の歴史)

キリスト教学ⅡＤ(キリスト教の思想)

キリスト教学ⅡＦ(キリスト教と倫理)

書道 教職特設科目は教育職員の資格を得ようとす
る者が履修できる。

キリスト教学ⅢＢ(ｷﾘｽﾄ教史とその周辺)

キリスト教学ⅢＣ(ｷﾘｽﾄ教思想とその周辺)

―

人文地理学

社会学概論Ⅰ

国語科教育研究Ａ

政治学概論

宗教科教育研究Ａ

宗教科教育研究Ｂ

国語科教育法Ａ

国語科教育法Ｂ

教師論

教育原論

宗教科教育法Ｂ

―

社会学概論Ⅱ

ミクロ経済学入門

マクロ経済学入門

法学概論

教育職員の資格を得ようとする者は必修

教育社会学

教育課程･教育方法論

宗教科教育法Ａ

教育心理学

（取得する免許教科の科目）

社会・地理歴史科教育法Ａ

国語科教育研究Ｂ

英語科教育法Ａ

英語科教育法Ｂ 教育職員の資格を得ようとする者は選択必修

教
職
課
程
科
目

中学校教諭免許状を取得する場合に必修

特別活動論

生徒指導論

社会・公民科教育法Ｂ

道徳教育の研究

英語科教育研究Ａ

社会・公民科教育法Ａ

英語科教育研究Ｂ

自然地理学

地誌学

キリスト教学科目　計（16科目）

ス
ト
教
学
科
目

キリスト教学ⅡＪ(日本のｷﾘｽﾄ教)

キリスト教学ⅡＫ(ｱｼﾞｱのｷﾘｽﾄ教)

キリスト教学ⅡＬ(世界のｷﾘｽﾄ教)

キリスト教学ⅢＡ(聖書とその周辺)

キリスト教学ⅡＥ(キリスト教と社会)

キリスト教学ⅡＧ(キリスト教と女性)

教職特設科目　計（10科目）

教
職
特
設
科
目

社会・地理歴史科教育法Ｂ
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数

授業科目の名称

科
目
区
分

配当年次

授業形態 専任教員等の配置

備　　考

2・3・4 前 2 ○ 兼１

3・4 前後 2 ○ 兼３

3 後 1 ○ 兼３

4 通 4 ○ 兼３

4 通 2 ○ 兼３

介護等の体験関連科目

1･2･3･4 前後 2 ○ 兼１

― 0 14 47 2 0 0 0 0 兼12

2 前 2 ○ 兼１

2 前 2 ○ 兼１

2 後 2 ○ 兼１

2･3･4 前 2 ○ 兼１ 学芸員の資格を得ようとする者は必修

2･3･4 後 2 ○ 兼１

2･3･4 前後 2 ○ 兼１

3 通 2 ○ 兼２

4 通 1 ○ 兼１

― 0 12 3 0 0 0 0 0 兼６

1 前 4 ○ 兼２

1 後 4 ○ 兼２

1 前 2 ○ 兼１

1 後 2 ○ 兼１

1 前 2 ○ 兼１

1 後 2 ○ 1

2 前 2 ○ 兼１

2 後 2 ○ 1

― 0 20 0 2 0 0 0 0 兼６

16 509 50 13 2 2 0 0 兼285

― 20 1479 50 22 2 2 0 0 兼342

卒業要件 １学年の学期区分 2学期

4年以上在学し所定科目につき130単位以上を修得しなければならない。 １学期の授業期間 15週

修得すべき授業科目と単位数は、次のとおりとする。 １時限の授業時間 90分

(1)　共通科目　 　 　   　　　選択必修科目　            16単位

(2)　外国語科目　 第一外国語　必修科目　　　8単位

                  第二外国語  選択必修科目　4単位     計12単位

(3)　情報処理科目　　　　　　 必修科目　                 2単位

(4)  健康・運動科学科目    　 必修科目                 　2単位 

(5)　キリスト教学科目　　　　 必修科目及び選択必修科目 　6単位

(6)　学科科目(自学科)　

　　 必修科目、選択必修科目､選択科目合わせて            64単位

(7)　自由選択科目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 28単位

履修方法

履修科目の登録単位数の上限は、原則として１年間に44単位とする。

日本文学専攻の学生は、「＊」印の範囲において8単位を修得しなければならない。ただし、選択必修科目の単位として修得した単位を除く。

教育職員の資格を得ようとする者は必修

総合演習

教育実習Ａ 教育職員の資格を得ようとする者は選択必修

教育実習C

博物館概論

博物館経営･情報論

博物館資料論

中学校教諭免許状を取得する場合に必修

―

―

教育学概論

生涯学習論

視聴覚教育

博物館実習１

博物館実習２

特別支援教育と社会福祉

　外国人留学生のための科目

日本語Ⅰ（入門） 「日本語Ⅰ（入門）」、「日本語Ⅱ（応用）」の2科目計
8単位は、外国語科目のうち第一外国語の必修8単
位に代えることができる。日本語Ⅱ（応用） 

「英語初級Ⅰ」、「英語初級Ⅱ」の2科目計4単位は、
外国語科目のうち第二外国語の必修4単位に代え
ることができる。英語初級Ⅱ

日本事情Ａ 「日本事情Ａ」、「日本事情Ｂ」、「日本事情C」、「日
本事情D」各2単位は、共通科目の下記領域の各2
単位に代えることができる。
「日本事情Ａ」　→　「歴史と社会」領域の2単位
「日本事情Ｂ」　→　「歴史と社会」領域の2単位
「日本事情Ｃ」　→　「人間と思想」領域の2単位
「日本事情Ｄ」　→　「文化と芸術」領域の2単位

日本事情Ｂ

日本事情Ｃ

日本事情Ｄ

英語初級Ⅰ

4年次に進級するには、前年度末までに、卒業に必要な単位数130単位のうち、所定の科目の単位を含む86単位を修得していなければならない。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

―

総合計（710科目） ―

学位又は称号 学士（教養） 学位又は学科の分野 文学関係

教育実習事前事後指導

全学共通カリキュラム等　合計（307科目）

外国人留学生特別科目　計（8科目）

教職課程科目　計（30科目）

学芸員課程科目　計（8科目）

学
芸
員
課
程
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

学校カウンセリング

15



別記様式第２号(その２の１)

（現代教養学部国際社会学科）

必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

国際社会論 1 前 2 ○ 4 2 兼１

文化人類学入門Ⅰ 1 前 2 ○ 1

文化人類学入門Ⅱ 1 後 2 ○ 1

比較文化論Ⅰ 1・2 前 2 ○ 兼１

比較文化論Ⅱ 1・2 後 2 ○ 兼１ 国際関係専攻は

国際関係史Ⅰ 1・2 前 2 ○ 兼１ 必修

国際関係史Ⅱ 1・2 後 2 ○ 兼１

国際関係論Ⅰ 2・3 前 2 ○ 兼１

国際関係論Ⅱ 2・3 後 2 ○ 兼１

ミクロ経済学入門 1 前 2 ○ 1 経済学専攻は

マクロ経済学入門 1 前 2 ○ 1 必修

社会学概論Ⅰ 1 前 2 ○ 1 社会学専攻は

社会学概論Ⅱ 1 後 2 ○ 1 必修

小計（13科目） － 2 24 0 6 3 0 0 0 兼４

日本文化論 1・2・3 前 2 ○ 兼１

中国文化論 1・2・3 後 2 ○ 兼１

朝鮮文化論 1・2・3 前 2 ○ 兼１

東南アジア文化論 1・2・3 前 2 ○ 兼１

アメリカ文化論 1・2・3 後 2 ○ 1

日本史概論 1・2・3 後 2 ○ 兼１ ＊１

東洋史概論 1・2・3 前 2 ○ 兼１

西洋史概論 1・2・3 前 2 ○ 兼１

法学概論 1・2・3 前 2 ○ 兼１

政治学概論 1・2・3 後 2 ○ 兼１

初級ミクロ経済学 1 後 2 ○ 兼１ 経済学専攻は

初級マクロ経済学 1 後 2 ○ 1 必修

中級ミクロ経済学 2・3 後 2 ○ 1

中級マクロ経済学 2・3 後 2 ○ 1

公共経済学 2・3 前 2 ○ 1

経済政策 2・3 後 2 ○ 1 経済学専攻は ＊２

経済学史 2・3 後 2 ○ 1 ８単位必修

経済史 2・3 前 2 ○ 1

経済数学 1・2・3 前 2 ○ 1

統計学 1・2・3 前 2 ○ 1

社会学史Ⅰ 2 前 2 ○ 兼１ 社会学専攻は

社会学史Ⅱ 2 後 2 ○ 兼１ 必修

社会調査法A 2 前 2 ○ 兼１

小計（23科目） － 0 46 0 5 0 0 0 0 兼12

日本近現代史A 2・3 前 2 ○ 兼１

日本近現代史B 2・3 後 2 ○ 兼１

中国近現代史Ⅰ 2・3 前 2 ○ 1

中国近現代史Ⅱ 2・3 後 2 ○ 1

朝鮮近現代史Ⅰ 2・3 前 2 ○ 1

朝鮮近現代史Ⅱ 2・3 後 2 ○ 1

アメリカ史Ⅰ 2・3 前 2 ○ 1

アメリカ史Ⅱ 2・3 後 2 ○ 1

現代中国論 2・3・4 前 2 ○ 兼１

現代韓国論 2・3・4 前 2 ○ 兼１
「韓国政治・経済論」と年度ご
とに交互に開講

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

単位数

応
用
講
義

入
門

科
目
区
分

授業形態 専任教員等の配置

他専攻及び他学科学生
は2年次以上

基
礎
講
義

配当年次授業科目の名称

国際関係専攻の学生は、
「＊１」印の範囲において
12単位を修得しなければ
ならない。

経済学専攻の学生は、
「＊２」印の範囲において
12単位を修得しなければ
ならない。ただし、選択必
修科目の単位として修得
した単位を除く。

備　考

－

－

1



必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数
科
目
区
分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

現代アメリカ社会論 2・3・4 後 2 ○ 1

日本文化特論（近現代文学）Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

日本文化特論（近現代文学）Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

社会言語学特論A 2・3・4 前 2 ○ 1

社会言語学特論B 2・3・4 後 2 ○ 1

中国文化特論 2・3・4 後 2 ○ 兼１

南アジア文化特論 2・3・4 後 2 ○ 兼１

イスラム文化特論 2・3・4 前 2 ○ 兼１

アメリカ文化特論A 2・3・4 前 2 ○ 1

アメリカ文化特論B 2・3・4 前 2 ○ 1 4年に1回開講

近現代日本研究（社会・思想）A 3・4 前 2 ○ 兼１

近現代日本研究（社会・思想）B 3・4 後 2 ○ 兼１

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

中国研究Ⅰ 3・4 前 2 ○ 兼１

中国研究Ⅱ 3・4 後 2 ○ 兼１

朝鮮研究Ⅰ 3・4 前 2 ○ 1

朝鮮研究Ⅱ 3・4 後 2 ○ 1 ＊１

アメリカ研究（社会史）Ⅰ 3・4 前 2 ○ 1

アメリカ研究（社会史）Ⅱ 3・4 後 2 ○ 1

ラテンアメリカ研究Ⅰ 3・4 前 2 ○ 兼１

ラテンアメリカ研究Ⅱ 3・4 後 2 ○ 兼１

日米比較文化Ⅰ 3・4 前 2 ○ 1

日米比較文化Ⅱ 3・4 後 2 ○ 1

アジア文化比較論Ⅰ 3・4 前 2 ○ 兼１

アジア文化比較論Ⅱ 3・4 後 2 ○ 兼１

宗教人類学 2・3・4 前 2 ○ 1

政治人類学 2・3・4 前 2 ○ 1

経済人類学 2・3・4 前 2 ○ 1

人種・民族・国民 2・3・4 後 2 ○ 1

ジェンダーと社会構造 2・3・4 後 2 ○ 1

人類学史 2・3・4 後 2 ○ 1

東アジアの文化と社会 3・4 前 2 ○ 1

エスニシティー論 3・4 後 2 ○ 1

周縁世界とグローバル化 3・4 前 2 ○ 1

現代文化の動態 3・4 後 2 ○ 1

国際関係（日米） 2・3・4 前 2 ○ 兼１

国際関係（日中） 2・3・4 後 2 ○ 兼１

国際関係（日朝） 2・3・4 前 2 ○ 兼１

国際法 2・3・4 前 2 ○ 兼１

中国政治・経済論 2・3・4 前 2 ○ 兼１

香港・台湾論 2・3・4 後 2 ○ 兼１

韓国政治・経済論 2・3・4 前 2 ○ 兼１ 「現代韓国論」と交互に開講

現代アメリカ政治論 2・3・4 前 2 ○ 1

国際政治経済Ⅰ 3・4 前 2 ○ 兼１

国際政治経済Ⅱ 3・4 後 2 ○ 兼１

アジア国際関係論Ⅰ 3・4 前 2 ○ 1

アジア国際関係論Ⅱ 3・4 後 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

①②③を毎年１組開講（３
年で一巡）

①「宗教人類学」「人種・
民族・国民」
②「政治人類学」「ジェン
ダーと社会構造」
③「経済人類学」「人類学
史」

近現代日本研究（日本語文化論）Ⅰ

年度ごとに交互に開講

近現代日本研究（政治・外交）A

近現代日本研究（政治・外交）B

近現代日本研究（日本語文化論）Ⅱ

2



必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数
科
目
区
分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

アメリカ研究（政治・外交）Ⅰ 3・4 前 2 ○ 1

アメリカ研究（政治・外交）Ⅱ 3・4 後 2 ○ 1

国際経済学Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 1

国際経済学Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 1

開発経済学Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 1

開発経済学Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 1

金融論 2・3・4 前 2 ○ 兼１

財政学 2・3・4 後 2 ○ 兼１

環境経済学 2・3・4 後 2 ○ 1

産業組織論 2・3・4 前 2 ○ 兼１

情報経済学 2・3・4 後 2 ○ 兼１

都市・地域経済学 2・3・4 前 2 ○ 1

労働経済学 2・3・4 後 2 ○ 兼１

ゲームの理論 2・3・4 前 2 ○ 兼１

ジェンダーの経済学 2・3・4 後 2 ○ 兼１

現代経済論 2・3・4 前 2 ○ 1

日本経済史 2・3・4 後 2 ○ 兼１ ＊２

国際経済史 2・3・4 前 2 ○ 兼１

経営史 2・3・4 後 2 ○ 兼１

経営学概論Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

経営学概論Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

簿記論 2・3・4 前 2 ○ 兼１

会計学概論 2・3・4 後 2 ○ 兼１

マーケティングⅠ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

マーケティングⅡ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

保険論 2・3・4 前 2 ○ 兼１

証券論 2・3・4 後 2 ○ 兼１

中小企業論 2・3・4 前 2 ○ 兼１

経済法 2・3・4 後 2 ○ 兼１

企業法 2・3・4 前 2 ○ 兼１

労働法 2・3・4 後 2 ○ 兼１

日本経済総論 2・3・4 前 2 ○ 兼１

日本地域経済論 2・3・4 後 2 ○ 兼１

アメリカ経済論 2・3・4 後 2 ○ 兼１

EU経済論 2・3・4 前 2 ○ 兼１

アジア経済論 2・3・4 後 2 ○ 兼１

中国経済論 2・3・4 前 2 ○ 兼１

国際地域経済論 2・3・4 後 2 ○ 兼１ 隔年開講

社会調査法B 2･3･4 後 2 ○ 兼１

社会調査法C 2･3･4 後 2 ○ 兼１ 隔年開講

比較社会学A 2･3･4 前 2 ○ 兼１

比較社会学B 2･3･4 後 2 ○ 兼１

国際社会学A 2･3･4 前 2 ○ 兼１

国際社会学B 2･3･4 後 2 ○ 兼１

労働社会学Ⅰ 2･3･4 前 2 ○ 1

労働社会学Ⅱ 2･3･4 後 2 ○ 1

経営社会学A 2･3･4 前 2 ○ 1

経営社会学B 2･3･4 後 2 ○ 1

「マーケティングⅠ，Ⅱ」と
交互に開講

「計量経済学Ⅰ，Ⅱ」と交
互に開講

①と②を交互に開講

①「産業組織論」「都市・
地域経済学」「ジェンダー
の経済学」「現代経済論」
「国際経済史」

②「情報経済学」「労働経
済学」 「ゲームの理論」
「日本経済史」「経営史」

①と②を交互に開講

　①「保険論」「中小企業
論」「企業法」
　②「証券論」「経済法」
「労働法」

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

「比較社会学A，B」と
「国際社会学A，B」を交互
に開講

「労働社会学Ⅰ，Ⅱ」と
「経営社会学A，B」を交互
に開講

①と②を交互に開講

　①「経営学概論Ⅰ，Ⅱ」
　②「簿記論」「会計学概
論」

「国際経済学Ⅰ，Ⅱ」と
「開発経済学Ⅰ，Ⅱ」を交
互に開講
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分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

家族社会学Ⅰ 2･3･4 前 2 ○ 兼１

家族社会学Ⅱ 2･3･4 後 2 ○ 兼１ ＊３

都市社会学 2･3･4 前 2 ○ 兼１

地域社会学 2･3･4 後 2 ○ 兼１

福祉社会学A 2･3･4 前 2 ○ 1

福祉社会学B 2･3･4 後 2 ○ 兼１

福祉社会学C 2･3･4 前 2 ○ 兼１

医療社会学A 2･3･4 前 2 ○ 兼１

医療社会学B 2･3･4 後 2 ○ 兼１

文化社会学A 2･3･4 前 2 ○ 兼１

文化社会学B 2･3･4 後 2 ○ 兼１

社会意識論 2･3･4 前 2 ○ 1

政治社会学　 2･3･4 後 2 ○ 兼１

現代社会論A 2･3･4 前 2 ○ 兼１

現代社会論B 2･3･4 後 2 ○ 1

現代社会論C 2･3･4 前 2 ○ 1

小計（126科目） － 0 252 0 16 1 0 0 0 兼50

1 後 2 ○ 7 2 兼３

基礎演習（国際関係） 1 前 2 ○ 3 兼３

基礎演習（経済学） 1 前 2 ○ 2 1

基礎演習（社会学） 1 前 2 ○ 1 1

2年次演習（国際関係）Ⅰ 2 前 2 ○ 5 兼３ 国際関係専攻

2年次演習（国際関係）Ⅱ 2 後 2 ○ 5 兼３ は必修

２年次演習（経済学） 2 通 4 ○ 2 1 兼１

２年次演習（社会学） 2 通 4 ○ 3 1 兼１

小計（8科目） － 2 18 0 16 3 0 0 0 兼7

社会調査実習 3 通 4 ○ 4 2 兼1 ＊１　＊２

3年次演習（国際関係）Ⅰ 3 前 2 ○ 9 兼３ 国際関係専攻

3年次演習（国際関係）Ⅱ 3 後 2 ○ 9 兼３ は必修

３年次演習（経済学） 3 通 4 ○ 4 1

３年次演習（社会学） 3 通 4 ○ 4 2

4年次演習（国際関係）Ⅰ 4 前 2 ○ 9 兼３ 国際関係専攻

4年次演習（国際関係）Ⅱ 4 後 2 ○ 9 兼３ は必修

４年次演習（経済学） 4 通 4 ○ 4 1

４年次演習（社会学） 4 通 4 ○ 4 2

小計（9科目） － 0 28 0 17 3 0 0 0 兼４

卒業論文 4 通 8 ○ 17 3 0 0 0 兼４

小計（1科目） － 8 0 0 17 3 0 0 0 兼４

- 12 368 0 17 3 0 0 0 兼61

以下は全学共通カリキュラム等

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

「自然と生命」、「人間と思想」、「文化と芸
術」、「歴史と社会」の４領域からそれぞれ
必ず各１科目2単位を含めて、演習、海外
教養講座を除く4領域から16単位を修得し
なければならない。

現代の数学とその応用

統計学入門Ⅰ

統計学入門Ⅱ

宇宙の科学

自然科学と人間Ａ

①と②を交互に開講
　
　①「家族社会学Ⅰ，Ⅱ」
　②「都市社会学」「地域
社会学」

基
盤
演
習

年度ごとに交互に開講

「現代社会論A，B」と
「現代社会論C」を交互に
開講

「福祉社会学A」と
「福祉社会学B，C」を交互
に開講

年度ごとに交互に開講

社会学専攻
の学生は、
「＊３」印の
範囲におい
て14単位を
修得しなけ
ればならな
い。

国際関係専攻は必修

経済学専攻は必修

社会学専攻は必修

経済学専攻は必修

国際社会基礎演習

年度ごとに交互に開講

-学科合計（180科目)

社会学専攻は必修

社会学専攻は必修

社会学専攻は必修

卒
業
論
文

－

－

－

－

発
展
演
習 経済学専攻は必修

社会学専攻は必修

経済学専攻は必修

共
通
科
目

自然科学と人間Ｂ

科学技術と人間

数学の世界

共通科目の履修方法及び卒業要件

（自然と生命）

地球の科学

エネルギーの科学

4



必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数
科
目
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分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

1･2･3･4 後 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 平成２４年度は休講

1･2･3･4 後 2 〇 平成２４年度は休講

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1・2・3・4 前 2 〇 兼１

1・2・3・4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前後 2 〇 兼２

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 2 兼４

1･2･3･4 後 2 〇 兼５

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 1 兼２

1･2･3･4 前後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼３

総合講座（比較思想）

（文化と芸術）

比較文化入門

比較文化特論Ａ

比較文化特論Ｂ

総合講座（比較文化）Ⅰ

キリスト教と諸宗教Ｂ

宗教学

日本宗教史

宗教と現代社会Ａ

宗教と現代社会Ｂ

比較思想

科学技術と倫理A

科学技術と倫理B

現代思想

東洋思想

日本思想史

キリスト教と諸宗教Ａ

ジェンダーと社会B

総合講座（女性学・ジェンダー）A

総合講座（女性学・ジェンダー）B

論理学入門

哲学と思想A

哲学と思想B

比較行動学B

心理学と現代社会A

心理学と現代社会B

教育と現代社会

女性学・ジェンダー入門

ジェンダーと社会A

身体適応の科学Ｂ(運動適応)

（人間と思想）

心理学入門

精神保健A

精神保健B

比較行動学A

自然と人間

脳の科学

遺伝の科学Ⅰ(遺伝のしくみ)

遺伝の科学Ⅱ(遺伝子工学)

からだの科学

身体適応の科学Ａ(環境適応)

生命の科学Ｂ(生命と生体)

地球環境と人間

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

環境と社会Ａ

年度ごとに交互に開講

人の起源と進化

進化生物学入門

物質の科学

生命の科学Ａ(生命と物質)

生物と環境Ａ（動物と環境）

生物と環境Ｂ（植物と環境）

環境と社会Ｂ
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配当年次授業科目の名称 備　考

1･2･3･4 後 2 〇 兼３

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 1

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 1

1･2･3･4 前 2 〇 1

1･2･3･4 前後 2 〇 兼２

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前後 2 〇 兼３

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 1

1･2･3･4 後 2 〇 1

1･2･3･4 後 2 〇 1

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

社会保障と社会福祉

現代社会の理論

地域社会論

都市空間論

人権発達史　

女性史Ａ

女性史Ｂ

民俗学Ⅰ

民俗学Ⅱ

社会学入門

市民社会と法Ⅱ

国際社会と法

中心・周辺の歴史

世界の地域と民族

前近代史の諸相

現代史の諸相

日本語技法C

（歴史と社会）

日本国憲法入門

公共政策と法Ⅰ

公共政策と法Ⅱ

市民社会と法Ⅰ

ことばの科学

ことばと社会Ａ

ことばと社会Ｂ

文章表現法

日本語技法A

日本語技法B

音楽史A

音楽史B

芸術論Ａ(美術）

芸術論Ｂ(演劇）

芸術論Ｃ(映像芸術）

芸術論Ｄ(舞踊）

児童文学Ａ

児童文学Ｂ

比較文学Ａ

比較文学Ｂ

宗教音楽

音楽芸術

世界の文化Ｄ（アジア）

日本の文学Ａ（古典文学）

日本の文学Ｂ（近代文学）

日本の文学Ｃ（近代文学）

キリスト教と文学

女性と文芸

総合講座（比較文化）Ⅱ

日本文化史Ａ

日本文化史Ｂ

世界の文化Ａ（ヨーロッパ）

世界の文化Ｂ（ｲｷﾞﾘｽ・ｱﾒﾘｶ）

世界の文化Ｃ（ﾗﾃﾝｱﾒﾘｶ）

①と②を交互に開講

①「芸術論Ａ（美術）」
「芸術論Ｂ（演劇）」
②「芸術論Ｃ（映像芸術）」
「芸術論Ｄ（舞踊）」

年度ごとに交互に開講

毎年1科目開講（3年で一巡）
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授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 1

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 1

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 1

1･2･3･4 後 2 〇 1

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 1

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

2･3･4 前後 2 〇 兼５

2･3･4 後 2 〇 兼１

2･3･4 後 2 〇 兼１

2･3･4 後 2 〇 兼１

2 後 2 〇 兼１

2 前 2 〇 兼１

3 前 2 〇 兼２

3 後 2 〇 兼２

4 通 4 〇 兼２

2･3･4 2 ○ － － － － － －

― 0 294 0 8 1 0 0 0 兼100

1 前 1 〇 兼19

1 後 1 〇 兼19

1 前 1 〇 兼20

1 後 1 〇 兼20

1 前 1 〇 兼28

1 後 1 〇 兼28

2 前 1 〇 兼31

2 後 1 〇 兼31

2・3・4 前 1 〇 兼２

2・3・4 後 1 〇 兼２

2・3・4 前 1 〇 兼３

2・3・4 後 1 〇 兼３

2・3・4 前 1 〇 兼２

Discussion Skills B

ReadingⅠB

ReadingⅡA　

ReadingⅡB　

Translation A

Translation B

―

Communication Skills A

ReadingⅠA

Reading and Discussion A

Communication Skills B

Discussion Skills A

討論演習１

討論演習２

トータルプレゼンテーション演習

（海外教養講座）

海外教養講座A

共通科目  計（146科目）

Reading and Discussion B

Listening and Presentation A

オープンテーマ演習

キリスト教学副専攻演習

女性学・ジェンダー副専攻演習

比較文化副専攻演習

Critical Thinking演習

発話・パフォーマンス演習

平和学Ａ

平和学Ｂ

現代世界の構造と力学Ａ

現代世界の構造と力学Ｂ

アーカイブの世界

（演習）

比較政治Ｂ

比較政治Ｃ

自治と行政

現代の環境問題

日本政治外交史Ａ

日本政治外交史Ｂ

国際経済論Ａ

国際経済論Ｂ

ジェンダーと開発

現代の政治社会

国際社会と日本

比較政治Ａ

情報と社会Ⅱ

日本経済入門

環境経済論

日本産業論

日本産業事情

グローバル経済の動態

環境社会学

情報と社会Ⅰ

年度ごとに交互に開講

「グローバル経済の動態」と
「国際経済論Ａ、Ｂ」を交互に
開講

（第一外国語）

外
国
語
科
目
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数
科
目
区
分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

2・3・4 後 1 〇 兼２

2・3・4 前 1 〇 兼３

2・3・4 後 1 〇 兼３

2・3・4 前 1 〇 兼１

1 前後 2 〇 兼２

2・3・4 前 1 〇 兼４

2・3・4 後 1 〇 兼４

2・3・4 前 1 〇 兼２

2・3・4 後 1 〇 兼２

1・2・3・4 2 〇 － － － － － －

2・3・4 前後 1 〇 兼３

2・3・4 前後 1 〇 兼１

2・3・4 通 2 〇 兼１

1 通 4 〇 兼８

1 通 4 〇 兼11

1 通 4 〇 兼７ 4単位選択必修

1 通 4 〇 兼15

1 通 4 〇 1 兼４

1 通 2 〇 兼２

1 通 2 〇 兼３

1 通 2 〇 兼２

1 通 2 〇 兼３

1 通 2 〇 1

2・3・4 前後 1 〇 兼３

2・3・4 前後 1 〇 兼７

2・3・4 前後 1 〇 兼４

2・3・4 前後 1 〇 兼８

2・3・4 前後 1 〇 1 兼2

2・3・4 前後 1 〇 兼２

2・3・4 前後 1 〇 兼２

2・3・4 前後 1 〇 兼２

2・3・4 前後 1 〇 兼３

2・3・4 前後 1 〇 兼１

1・2・3･4 前 1 〇 兼１

1・2・3･4 後 1 〇 兼１

1・2・3･4 前 1 〇 兼１

1・2・3･4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前後 1 〇 兼１

2・3・4 前後 1 〇 兼１

― 8 67 0 1 0 0 0 0 兼135

1 前 2 〇 兼12 

1･2・3・4 前後 2 〇 兼２

1･2・3・4 前 2 〇 兼2

1･2・3・4 前後 2 〇 兼３

1･2・3・4 後 2 〇 兼３

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼２

2・3・4 前後 2 〇 兼２

1･2・3・4 前後 2 〇 兼１

―

コンピュータⅠ

コンピュータⅡD（UNIXリテラシ）

コンピュータⅡＡ（プログラミング）

コンピュータⅡＢ（プログラミング）

コンピュータⅡＣ（マルチメディア）

ラテン語初級２

ギリシア語中級

ラテン語中級

コンピュータⅡE（Webでの情報表現)

コンピュータⅡＦ（文書作成法）

コンピュータⅡＪ（情報の分析と表現）

コンピュータⅡK（文書化と発表技術）

外国語科目　計（52科目）

中国語上級

韓国語上級

（ギリシア語・ラテン語）

ギリシア語初級１

ギリシア語初級２

ラテン語初級１

スペイン語中級

中国語中級

韓国語中級

ドイツ語上級

フランス語上級

スペイン語上級

フランス語中級

フランス語初級

スペイン語初級

中国語初級

韓国語初級

ドイツ語初級選択

スペイン語初級選択

中国語初級選択

TOEFL講座

韓国語初級選択

ドイツ語中級

英語特別プログラム

（第二外国語）

ドイツ語初級

フランス語初級選択

SpeakingⅡA

SpeakingⅡB

Journalistic English A

Journalistic English B

Intensive English

TOEIC講座

Writing A

Writing B

Drama 

SpeakingⅠ

情
報
処
理
科
目

Listening and Presentation B
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数
科
目
区
分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼２

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

　 ― 2 28 0 0 0 0 0 0 兼18

1 前 1 〇 兼11

1 後 1 〇 兼11

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼３

2・3・4 後 1 〇 兼３

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

　 ― 2 26 0 0 0 0 0 0 兼20

1 前 2 〇 兼４

1 後 2 〇 兼４

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１ 2単位

2・3・4 前 2 〇 兼１ 選択必修

2・3・4 前後 2 〇 兼２

2・3・4 前 2 〇 兼1

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１ 毎年2科目開講

2・3・4 前 2 〇 兼１

　 ― 4 28 0 0 0 0 0 0 兼9―

キリスト教学ⅢＢ(ｷﾘｽﾄ教史とその周辺)

キリスト教学ⅢＣ(ｷﾘｽﾄ教思想とその周辺)

キリスト教学科目　計（16科目）

キリスト教学ⅡＢ(新約聖書の世界)

キリスト教学ⅡＣ(キリスト教の歴史)

キリスト教学ⅡＤ(キリスト教の思想)

キリスト教学ⅡＬ(世界のｷﾘｽﾄ教)

キリスト教学ⅢＡ(聖書とその周辺)

キリスト教学ⅡＨ(キリスト教と文化)

キリスト教学ⅡＪ(日本のｷﾘｽﾄ教)

キリスト教学ⅡＡ(旧約聖書の世界)

キリスト教学ⅡＥ(キリスト教と社会)

スポーツ ＢⅡ

フィットネスＡⅠ

身体表現ＢⅡ

―

キリスト教学Ⅰ(入門１)

キリスト教学Ⅰ(入門２)

健康･運動科学科目　計（22科目）

健康支援実習Ⅰ

健康支援実習Ⅱ

健
康
･
運
動
科
学
科
目

―

健康・運動科学基礎実習Ⅰ

健康・運動科学Ｄ（身体文化）

健康・運動科学Ｅ（性）

情報処理科目　計（15科目）

健康・運動科学基礎実習Ⅱ

健康・運動科学Ａ（発育・発達）

健康・運動科学Ｂ（エネルギー・栄養）

健康・運動科学Ｃ（スポーツ科学）

コンピュータⅢA（プログラミング）

コンピュータⅢB（プログラミング）

コンピュータⅢC（マルチメディア）

コンピュータ･サイエンスⅠ(基礎）

コンピュータ･サイエンスⅡ(応用）

健康・運動科学Ｆ(保健）

スポーツ ＡⅠ

スポーツ ＡⅡ

スポーツ ＢⅠ

コンピュータⅡL（情報学）

キリスト教学ⅡＦ(キリスト教と倫理)

キ
リ
ス
ト
教
学
科
目

フィットネスＡⅡ

フィットネスＢⅠ

フィットネスＢⅡ

身体表現ＡⅠ

身体表現ＡⅡ

身体表現ＢⅠ

キリスト教学ⅡＫ(ｱｼﾞｱのｷﾘｽﾄ教)

キリスト教学ⅡＧ(キリスト教と女性)
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数
科
目
区
分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

2･3･4 前 2 ○ 兼１

2･3･4 前 2 ○ 兼１

2･3･4 後 2 ○ 兼１

2･3･4 前 2 ○ 兼１

― 0 8 0 0 0 0 0 0 兼４

教職に関する科目

1･2･3･4 前後 2 ○ 兼２

2・3・4 後 2 ○ 兼１

2・3・4 後 2 ○ 兼２

2・3・4 前 2 ○ 兼１

2・3・4 前後 2 ○ 兼１

2・3 前 2 ○ 兼１

2・3 後 2 ○ 兼2

2・3 前 2 ○ 兼１

2・3 後 2 ○ 兼２

2・3・4 前後 2 ○ 兼１

2・3・4 前 2 ○ 兼１

2・3・4 前 2 ○ 兼１

2・3・4 前 2 ○ 兼１

3・4 前後 2 ○ 兼３

3 後 1 ○ 兼３

4 通 4 ○ 兼３

4 通 2 ○ 兼３

介護等の体験関連科目

1･2･3･4 前後 2 ○ 兼１

― 0 14 23 0 0 0 0 0 兼10

2 前 2 ○ 兼１

2 前 2 ○ 兼１

2 後 2 ○ 兼１

2･3･4 前 2 ○ 兼１ 学芸員の資格を得ようとする者は必修

2･3･4 後 2 ○ 兼１

2･3･4 前後 2 ○ 兼１

3 通 2 ○ 兼２

4 通 1 ○ 兼１

　 ― 0 12 3 0 0 0 0 0 兼６

1 前 4 ○ 兼２

1 後 4 ○ 兼２

1 前 2 ○ 兼１

1 後 2 ○ 兼１

1 前 2 ○ 1

1 後 2 ○ 兼１

2 前 2 ○ 兼１

2 後 2 ○ 兼１

　 ― 0 20 0 1 0 0 0 0 兼７

16 497 26 8 1 0 0 0 兼287

― 28 ### 26 17 3 0 0 0 兼340

生徒指導論

学校カウンセリング

―

英語初級Ⅰ 

教
職
特
設
科
目 教職特設科目　計（4科目）

視聴覚教育

博物館実習１

特別活動論

社会・公民科教育法Ｂ

社会・地理歴史科教育法Ａ

社会・地理歴史科教育法Ｂ

日本語Ⅰ（入門） 「日本語Ⅰ（入門）」、「日本語Ⅱ（応用）」の2科目計
8単位は、外国語科目のうち第一外国語の必修8単
位に代えることができる。日本語Ⅱ（応用） 

日本事情Ｃ 

日本事情Ｄ 

全学共通カリキュラム等　合計(289科目)

英語初級Ⅱ 

総合計（469科目） ―

日本事情Ａ 

日本事情Ｂ 

中学校教諭免許状を取得する場合に必修

外国人留学生特別科目　計（8科目）

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

―

　外国人留学生のための科目

教職課程科目　計（18科目）

博物館実習２

教育学概論

生涯学習論

学芸員課程科目　計（8科目）

教育実習C

―

博物館概論

博物館経営･情報論

博物館資料論

特別支援教育と社会福祉

人文地理学

自然地理学

地誌学

道徳教育の研究 中学校教諭免許状を取得する場合に必修

総合演習

教育実習事前事後指導

教育実習Ａ

哲学概論

教育社会学

教育課程･教育方法論

教
職
課
程
科
目

社会・公民科教育法Ａ

教職特設科目は教育職員の資格を得ようとす
る者が履修できる。

学
芸
員
課
程
科
目

―

教師論

教育原論

教育心理学 教育職員の資格を得ようとする者は必修

教育職員の資格を得ようとする者は選択必修

教育職員の資格を得ようとする者は必修

（取得する免許教科の科目）

（取得する免許科目により指定の科目を選択必修）

「英語初級Ⅰ」、「英語初級Ⅱ」の2科目計4単位は、
外国語科目のうち第二外国語の必修4単位に代える
ことができる。

「日本事情Ａ」、「日本事情Ｂ」、「日本事情C」、「日
本事情D」各2単位は、共通科目の下記領域の各2
単位に代えることができる。
「日本事情Ａ」　→　「歴史と社会」領域の2単位
「日本事情Ｂ」　→　「歴史と社会」領域の2単位
「日本事情Ｃ」　→　「人間と思想」領域の2単位
「日本事情Ｄ」　→　「文化と芸術」領域の2単位

教育職員の資格を得ようとする者は選択必修

10



必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数
科
目
区
分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

卒業要件 2学期

4年以上在学し所定科目につき130単位以上を修得しなければならない。 15週

修得すべき授業科目と単位数は、次のとおりとする。 90分

(1)　共通科目　 　 　   　　　選択必修科目 16単位

(2)　外国語科目　 第一外国語　必修科目 8単位

                         第二外国語  選択必修科目4単位 計12単位

(3)　情報処理科目　　　　　　  必修科目 2単位

(4)  健康・運動科学科目    　 必修科目 2単位

(5)　キリスト教学科目　　必修科目及び選択必修科目 6単位

(6)　学科科目(自学科)　

　　 必修科目、選択必修科目､選択科目合わせて 64単位

(7)　自由選択科目 28単位

履修方法

履修科目の登録単位数の上限は、原則として1年間に44単位とする。

国際関係専攻の学生は、「＊１」印の範囲において12単位を修得しなければならない。

経済学専攻の学生は、「＊２」印の範囲において12単位を修得しなければならない。ただし、選択必修科目の単位として修得した単位を除く。

社会学専攻の学生は、「＊３」印の範囲において14単位を修得しなければならない。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

4年次に進級するには、前年度末までに、卒業に必要な単位数130単位のうち、所定の科目の単位を含む86単位を修得していなければならない。

学位又は称号 学士（教養） 学位又は学科の分野 文学関係，法学関係，経済学関係，社会学・社会福祉学関係

１学年の学期区分

１学期の授業期間

１時限の授業時間

11



別記様式第２号(その２の１)

（現代教養学部人間科学科）

必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

人間科学概論Ｉ 1 前 2 ○ 3

人間科学概論ⅡA 1 後 2 ○ 4 1 1

人間科学概論ⅡB 1 後 2 ○ 兼１ ２単位必修

人間科学概論ⅡC 1 後 2 ○ 2

認知心理学概説 1 前 2 ○ 1

発達心理学概説 1 前 2 ○ 1 心理学専攻は

社会心理学概説 1 後 2 ○ 1 必修  　

臨床心理学概説 1 後 2 ○ 1

1 前 2 ○ 1

1 前 2 ○ 1 必修  　

言語研究入門A 1･2 前 2 ○ 1

言語研究入門B 1･2 前 2 ○ 1

言語研究入門C 1･2 後 2 ○ 兼１ ４単位必修

言語研究入門D 1･2 後 2 ○ 1

小計（14科目） － 2 26 0 12 2 1 0 0 兼2

心理学基礎講義Ａ 2 前 2 ○ 兼１ 心理学専攻は

心理学基礎講義Ｂ 2 後 2 ○ 1 ２単位必修

心理学研究法１ 2 前 2 ○ 1 心理学専攻は

心理学研究法２ 2 後 2 ○ 1 必修

統計の基礎 2 前 2 ○ 兼１

一般音声学Ⅰ 1･2･3 前 2 ○ 1

一般音声学Ⅱ 1･2･3 後 2 ○ 1

英語音声学 1･2･3 前後 4 ○ 兼１

英文法Ⅰ 2･3 前 2 ○ 兼１ ＊

英文法Ⅱ 2･3 後 2 ○ 兼１

英語史Ⅰ 2･3 前 2 ○ 兼１

英語史Ⅱ 2･3 後 2 ○ 兼１

小計（12科目） － 0 26 0 4 0 0 0 0 兼５

認知心理学（思考・言語）Ａ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

認知心理学（思考・言語）Ｂ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

認知心理学（思考・言語）Ｃ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

認知心理学（記憶・認知）A 2・3・4 後 2 ○ 兼１

認知心理学（記憶・認知）B 2・3・4 前 2 ○ 兼１ 心理学専攻は

認知心理学（記憶・認知）C 2・3・4 後 2 ○ 兼１ ２単位必修

知覚心理学Ａ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

知覚心理学Ｂ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

知覚心理学Ｃ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

発達心理学（言語・認知発達）Ａ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

発達心理学（言語・認知発達）Ｂ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

発達心理学（言語・認知発達）Ｃ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

発達心理学（情動・社会発達）A 2・3・4 前 2 ○ 兼１

発達心理学（情動・社会発達）B 2・3・4 後 2 ○ 1 心理学専攻は

発達心理学（情動・社会発達）C 2・3・4 後 2 ○ 兼１ ２単位必修

教育心理学（学校教育） 2・3・4 後 2 ○ 兼１

教育心理学（障がい児教育）A 2・3・4 前 2 ○ 兼１

教育心理学（障がい児教育）B 2・3・4 前 2 ○ 兼１

臨床心理学（コミュニティ・家族）A 2・3・4 後 2 ○ 1

臨床心理学（コミュニティ・家族）Ｂ 2・3・4 後 2 ○ 1

臨床心理学（コミュニティ・家族）Ｃ 2・3・4 前 2 ○ 1

言語科学専攻の学生
は、｢＊｣印の範囲におい
て22単位を修得しなけれ
ばならない。ただし、選択
必修科目の単位として修
得した単位を除く。

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

毎年１科目開講（３年で
一巡）

毎年１科目開講（３年で
一巡）

毎年１科目開講（３年で
一巡）

毎年１科目開講（３年で
一巡）

入
門

単位数

毎年１科目開講（３年で
一巡）

科
目
区
分

授業形態 専任教員等の配置

コミュニケーション専攻はコミュニケーション概論(人間とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)

コミュニケーション概論(社会とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)

コミュニケーション専攻は
必修

特
殊
講
義

基
盤
講
義

配当年次

－

授業科目の名称 備　考

毎年１科目開講（３年で
一巡）

毎年１科目開講（３年で
一巡）

言語科学専攻は　　　＊

－
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数
科
目
区
分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 1

2・3・4 後 2 ○ 1

2・3・4 前 2 ○ 1 心理学専攻は

2・3・4 前 2 ○ 兼１ ２単位必修

2・3・4 前 2 ○ 兼１

精神保健学Ａ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

精神保健学Ｂ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

精神保健学Ｃ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

社会心理学（マクロ）Ａ 2・3・4 前 2 ○ 1

社会心理学（マクロ）Ｂ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

社会心理学（個人間過程）A 2・3・4 後 2 ○ 兼１

社会心理学（個人間過程）B 2・3・4 前 2 ○ 兼１

社会心理学（個人間過程）C 2・3・4 後 2 ○ 1 心理学専攻は

社会心理学（個人内過程）A 2・3・4 前 2 ○ 兼１ ２単位必修

社会心理学（個人内過程）B 2・3・4 後 2 ○ 1

社会心理学（個人内過程）C 2・3・4 前 2 ○ 兼１

社会心理学（個人内過程）D 2・3・4 後 2 ○ 兼１

心理学特論（先端）Ａ 2・3・4 前 2 ○ 1

心理学特論（先端）Ｂ 2・3・4 後 2 ○ 1

心理学特論（先端）Ｃ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

心理学特論（応用）Ａ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

心理学特論（応用）Ｂ 2・3・4 前 2 ○ 兼１

心理学特論（応用）Ｃ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

対人関係論 2･3･4 後 2 ○ 1

文化心理学（文化と自己） 2･3･4 前 2 ○ 1

文化心理学（文化と認知） 2･3･4 後 2 ○ 1

マルチメディアと心理学（聴覚） 2･3･4 前 2 ○ 1

マルチメディアと心理学（視覚） 2･3･4 後 2 ○ 1

2･3･4 前 2 ○ 1

2･3･4 後 2 ○ 1

メディア心理学 2･3･4 前 2 ○ 1

メディア社会学 2･3･4 前 2 ○ 1 「メディア・コミュニケーション
論」と交互に開講

現代社会とコミュニケーション 2･3･4 後 2 ○ 1

ジェンダーとコミュニケーション 2･3･4 前 2 ○ 1

情報社会と女性の職業Ⅰ 2･3･4 前 2 ○ 1

情報社会と女性の職業Ⅱ 2･3･4 後 2 ○ 1

メディアと現代社会 2･3･4 前 2 ○ 1 １２単位必修

メディア・コミュニケーション論 2･3･4 前 2 ○ 1 「メディア社会学」と交互に開
講

マス・コミュニケーション論 2･3･4 前 2 ○ 1

広告コミュニケーション論 2･3･4 後 2 ○ 1

放送論 2･3･4 後 2 ○ 1

新聞出版論 2･3･4 後 2 ○ 兼１

メディア論　 2･3･4 前 2 ○ 兼１

ジャーナリズム論 2･3･4 前 2 ○ 兼１

国際ジャーナリズム論 2･3･4 前 2 ○ 兼１

国際化とコミュニケーション 2･3･4 後 2 ○ 1

異文化コミュニケーション 2･3･4 後 2 ○ 1

情報社会論 2･3･4 後 2 ○ 兼１

情報科学論 2･3･4 後 2 ○ 兼１

情報とコミュニケーション 2･3･4 前 2 ○ 兼１

情報システム1(データベース) 2･3･4 前 2 ○ 兼１

情報システム2(設計と管理) 2･3･4 後 2 ○ 兼１

コミュニケーション専攻は

毎年１科目開講（３年で
一巡）

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

毎年１科目開講（３年で
一巡）

毎年１科目開講（３年で
一巡）

毎年１科目開講（３年で
一巡）

毎年１科目開講（３年で
一巡）

臨床心理学（心理療法・ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）A

臨床心理学（心理療法・ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）B

コミュニケーションの社会心理学（対人）

コミュニケーションの社会心理学（集合現象）

臨床心理学（不適応・逸脱行動）B

臨床心理学（不適応・逸脱行動）C

臨床心理学（心理療法・ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）C

臨床心理学（不適応・逸脱行動）A

①②③を毎年１組開講(３年
で一巡)

①「社会心理学（マクロ）Ａ」
   「社会心理学（個人間過
程）Ａ」
   「社会心理学（個人内過
程）Ａ」
②「社会心理学（個人間過
程）B」
　 「社会心理学（個人内過程
Ｂ，Ｃ）」
③「社会心理学（マクロ）Ｂ」
   「社会心理学（個人間過
程）Ｃ」
   「社会心理学（個人内過
程）Ｄ」
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義

演
習

実
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習

教
授

准
教
授
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師
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教
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単位数
科
目
区
分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

2･3･4 前 2 ○ 兼１

2･3･4 後 2 ○ 兼１

インターネット概論 2･3･4 前 2 ○ 兼１

インターネット応用 2･3･4 後 2 ○ 兼１

情報と職業 2･3･4 集中 2 ○ 兼１ 集中

コミュニケーション特論（心理） 1･2･3･4 後 2 ○ 兼１

コミュニケーション特論（社会） 1･2･3･4 前 2 ○ 兼１

コミュニケーション特論（ﾒﾃﾞｨｱ）A 1･2･3･4 後 2 ○ 兼１

コミュニケーション特論（ﾒﾃﾞｨｱ）B 1･2･3･4 前 2 ○ 兼１

コミュニケーション特論（国際）A 1･2･3･4 後 2 ○ 兼１ ４単位必修

コミュニケーション特論（国際）B 1･2･3･4 後 2 ○ 兼１

コミュニケーション特論（情報）A 1･2･3･4 後 2 ○ 兼１

コミュニケーション特論（情報）B 1･2･3･4 後 2 ○ 兼１

音韻論Ⅰ 2･3･4 前 2 ○ 1

音韻論Ⅱ 2･3･4 後 2 ○ 1

形態論Ⅰ 2･3･4 前 2 ○ 1

形態論Ⅱ 2･3･4 後 2 ○ 1

統語論Ⅰ 2･3･4 前 2 ○ 1

統語論Ⅱ 2･3･4 後 2 ○ 1

語用論Ⅰ 2･3･4 前 2 ○ 兼１

語用論Ⅱ 2･3･4 後 2 ○ 兼１

意味論Ⅰ 2･3･4 前 2 ○ 兼１

意味論Ⅱ 2･3･4 後 2 ○ 兼１

コーパス言語学Ⅰ 2･3･4 前 2 ○ 兼１

コーパス言語学Ⅱ 2･3･4 後 2 ○ 兼１

文体論Ⅰ 2･3･4 前 2 ○ 兼１

文体論Ⅱ 2･3･4 後 2 ○ 兼１

言語類型論Ａ 2･3･4 前 2 ○ 1 ＊

言語類型論Ｂ 2･3･4 後 2 ○ 1

文字表記論Ａ 2･3･4 前 2 ○ 兼１

文字表記論Ｂ 2･3･4 後 2 ○ 兼１

社会言語学A 2･3･4 前 2 ○ 兼１

社会言語学B 2･3･4 後 2 ○ 兼１

1･2･3･4 前 2 ○ 兼１

3･4 後 2 ○ 兼１

言語文化論 1･2･3･4 前 2 ○ 1 他学科学生は2年次以上

翻訳研究Ⅰ（翻訳と異文化理解） 2･3･4 前 2 ○ 兼１

翻訳研究Ⅱ（異文化摩擦の諸相） 2･3･4 後 2 ○ 兼１

文学とことばA 2･3･4 後 2 ○ 兼１

文学とことばB 2･3･4 後 2 ○ 兼１

言語とアイデンティティ 1･2･3･4 前 2 ○ 1

言語と社会の諸相Ａ 2･3･4 前 2 ○ 1

言語と社会の諸相Ｂ 2･3･4 後 2 ○ 1

言語とこころＡ 2･3･4 前 2 ○ 1

言語とこころＢ 2･3･4 後 2 ○ 1

第二言語習得基礎論Ⅰ 2 前 2 ○ 1

第二言語習得基礎論Ⅱ 2 後 2 ○ 1

日本語教育研究概論Ⅰ 2 前 2 ○ 1

日本語教育研究概論Ⅱ 2 後 2 ○ 1

日本語教育研究Ⅰ 3 前 2 ○ 1

日本語教育研究Ⅱ 3 後 2 ○ 1

小計（125科目） － 0 250 0 16 3 1 0 0 兼50

コミュニケーション専攻は

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

「音韻論Ⅰ，Ⅱ」と
「形態論Ⅰ，Ⅱ」を交互に
開講

「統語論Ⅰ，Ⅱ」と
「語用論Ⅰ，Ⅱ」を交互に
開講

年度ごとに交互に開講

情報通信ネットワーク2(通信ｻｰﾋﾞｽとｾｷｭﾘﾃｨ)

Cross-Cultural Understanding A

Cross-Cultural Understanding B

－

情報通信ネットワーク1(ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛﾄｺﾙ)
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授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

１年次演習（心理学） 1 前 2 ○ 4 1 兼1 心理学専攻は

２年次演習（心理学）Ａ 2 前 2 ○ 4 1 1 必修

２年次演習（心理学）Ｂ 2 後 2 ○ 3 1 1 兼1

1年次演習（コミュニケーション） 1 前 2 ○ 2 1 兼１

2年次演習（コミュニケーション） 2 前 2 ○ 3 1 兼１ 必修  　

Writing Skills 1 1 通 2 ○ 兼４ 言語科学専攻は

Writing Skills 2 2 通 2 ○ 兼３ 必修

２年次演習（言語科学） 2 通 4 ○ 2 1 兼３

小計（8科目） － 0 18 0 11 3 1 0 0 兼11

３年次演習（心理学）Ａ 3 前 2 ○ 5 1 心理学専攻は

３年次演習（心理学）Ｂ 3 後 2 ○ 3 兼３ ２単位必修

心理学特殊演習（臨床）Ａ 3・4 前 2 ○ 兼１

心理学特殊演習（臨床）Ｂ 3・4 前 2 ○ 1

心理学特殊演習（臨床）Ｃ 3・4 前 2 ○ 兼１

心理学特殊演習（認知） 3・4 前 2 ○ 兼１

心理学特殊演習（社会） 3・4 前 2 ○ 兼１

心理学特殊演習（発達） 3・4 前 2 ○ 1

3年次演習（コミュニケーション）Ⅰ 3 前 2 ○ 6 1 兼２

3年次演習（コミュニケーション）Ⅱ 3 後 2 ○ 6 1 兼２

4年次演習（コミュニケーション）Ⅰ 4 前 2 ○ 6 1 兼２ 必修

4年次演習（コミュニケーション）Ⅱ 4 後 2 ○ 6 1 兼２

３年次演習（言語科学） 3 通 4 ○ 3 1 兼３ 言語科学専攻は

４年次演習（言語科学） 4 通 4 ○ 4 1 兼2 必修

Advanced Writing 3･4 通 4 ○ 兼２

3･4 前 2 ○ 兼１ ＊

3･4 後 2 ○ 兼１

Advanced Speaking A 3･4 前 1 ○ 兼２

Advanced Speaking B 3･4 後 1 ○ 兼２

小計（19科目） － 0 42 0 17 3 0 0 0 兼17

基礎実験演習Ⅰ 1 前 1 ○ 1

基礎実験演習Ⅱ 1 後 1 ○ 1

一般実験演習ⅠＡ 2 前 2 ○ 1 1

一般実験演習ⅠＢ 2 後 2 ○ 1 1 心理学専攻は

一般実験演習Ⅱ 3 前 2 ○ 2 必修

特殊実験演習１ 3 後 2 ○ 6 1 1 兼1

特殊実験演習２Ａ 4 前 1 ○ 6 1 1 兼1

特殊実験演習２Ｂ 4 後 1 ○ 6 1 1 兼1

コンピュータ・スキルズ 2 前後 2 ○ 1 兼１

コミュニケーション研究法入門 2 後 4 ○ 4 必修

3 前 2 ○ 1

3 前 2 ○ 1

3 前 2 ○ 1 ２単位必修

3 前 2 ○ 1

社会調査法実習Ⅰ 3･4 前 2 ○ 1

社会調査法実習Ⅱ 3･4 後 2 ○ 1

フィールド言語学 2･3･4 通 4 ○ 1 ＊

日本語教育実習 4 通 4 ○ 1 兼１ ※講義

小計（18科目） － 0 38 0 14 2 1 0 0 兼3

卒業論文 4 通 8 ○ 16 3 1 兼5

小計（1科目） － 8 0 0 16 3 1 0 0 兼5

- 10 400 0 17 3 1 0 0 兼71

コミュニケーション研究法実習(実験法)

コミュニケーション研究法実習(内容分析)

コミュニケーション研究法実習(質的研究)

Advanced Reading & Discussion A

Advanced Reading & Discussion B

コミュニケーション研究法実習(質問紙調査法)

学科合計（197科目)

コミュニケーション専攻は

コミュニケーション専攻は

コミュニケーション専攻は

コミュニケーション専攻は

①②を交互に開講

①「心理学特殊演習（臨
床）A，B，C」
②「心理学特殊演習（認
知）」
　 「心理学特殊演習（社
会）」
　 「心理学特殊演習（発
達）」

-

卒
業
論
文

－

－

発
展
演
習

実
験
・
実
習

基
盤
演
習

－

－
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数
科
目
区
分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

以下は全学共通カリキュラム

(自然と生命)

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 平成２4年度は休講

1･2･3･4 後 2 〇 平成２4年度は休講

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1・2・3・4 前 2 〇 兼１

1・2・3・4 後 2 〇 兼１

(人間と思想)

1･2･3･4 前後 2 〇 1 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 1 兼５

1･2･3･4 後 2 〇 3 1 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

日本思想史

キリスト教と諸宗教Ａ

キリスト教と諸宗教Ｂ

科学技術と倫理A

科学技術と倫理B

現代思想

東洋思想

総合講座（女性学・ジェンダー）B

論理学入門

哲学と思想A

哲学と思想B

女性学・ジェンダー入門

ジェンダーと社会A

ジェンダーと社会B

総合講座（女性学・ジェンダー）A

心理学と現代社会B

身体適応の科学Ｂ(運動適応)

心理学入門

精神保健A

精神保健B

自然と人間

脳の科学

教育と現代社会

遺伝の科学Ⅰ(遺伝のしくみ)

遺伝の科学Ⅱ(遺伝子工学)

からだの科学

身体適応の科学Ａ(環境適応)

比較行動学A

比較行動学B

心理学と現代社会A

環境と社会Ａ

環境と社会Ｂ

人の起源と進化

進化生物学入門

生命の科学Ｂ(生命と生体)

地球環境と人間

生物と環境Ａ（動物と環境）

生物と環境Ｂ（植物と環境）

物質の科学

生命の科学Ａ(生命と物質)

自然科学と人間Ａ

自然科学と人間Ｂ

科学技術と人間

宇宙の科学

地球の科学

エネルギーの科学

数学の世界

現代の数学とその応用

統計学入門Ⅰ

統計学入門Ⅱ

共
通
科
目

共通科目の履修方法及び卒業要件

「自然と生命」、「人間と思想」、「文化と芸
術」、「歴史と社会」の４領域からそれぞれ
必ず各１科目2単位を含めて、演習、海外
教養講座を除く4領域から16単位を修得し
なければならない。

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

5



必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数
科
目
区
分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼３

(文化と芸術)

1･2･3･4 前後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 1 兼２

1･2･3･4 後 2 〇 1 兼２

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前後 2 〇 兼２

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 1

(歴史と社会)

1･2･3･4 前後 2 〇 兼３

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

前近代史の諸相

現代史の諸相

市民社会と法Ⅱ

国際社会と法

中心・周辺の歴史

世界の地域と民族

日本国憲法入門

公共政策と法Ⅰ

公共政策と法Ⅱ

市民社会と法Ⅰ

文章表現法

日本語技法A

日本語技法B

日本語技法C

芸術論Ｄ(舞踊）

ことばの科学

ことばと社会Ａ

ことばと社会Ｂ

音楽史B

芸術論Ａ(美術）

芸術論Ｂ(演劇）

芸術論Ｃ(映像芸術）

比較文学Ｂ

宗教音楽

音楽芸術

音楽史A

女性と文芸

児童文学Ａ

児童文学Ｂ

比較文学Ａ

日本の文学Ａ（古典文学）

日本の文学Ｂ（近代文学）

日本の文学Ｃ（近代文学）

キリスト教と文学

世界の文化Ａ（ヨーロッパ）

世界の文化Ｂ（ｲｷﾞﾘｽ・ｱﾒﾘｶ）

世界の文化Ｃ（ﾗﾃﾝｱﾒﾘｶ）

世界の文化Ｄ（アジア）

総合講座（比較文化）Ⅰ

総合講座（比較文化）Ⅱ

日本文化史Ａ

日本文化史Ｂ

総合講座（比較思想）

比較文化入門

比較文化特論Ａ

比較文化特論Ｂ

日本宗教史

宗教と現代社会Ａ

宗教と現代社会Ｂ

比較思想

宗教学

①と②を交互に開講

①「芸術論Ａ（美術）」
「芸術論Ｂ（演劇）」
②「芸術論Ｃ（映像芸
術）」
「芸術論Ｄ（舞踊）」

年度ごとに交互に開講
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数
科
目
区
分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

(演習)

2･3･4 前後 2 〇 1 兼４

2･3･4 後 2 〇 兼１

2･3･4 後 2 〇 兼１

2･3･4 後 2 〇 兼１

2 後 2 〇 兼１

2 前 2 〇 兼１

3 前 2 〇 兼２

3 後 2 〇 兼２

4 通 4 〇 兼２

(海外教養講座)

2･3･4 2 ○ － － － － － ー

― 0 294 0 6 2 0 0 0 兼101

1 前 1 〇 兼19

1 後 1 〇 兼19

1 前 1 〇 兼20

1 後 1 〇 兼20

―

Communication Skills A

Communication Skills B

Discussion Skills A

共通科目  計（146科目）

トータルプレゼンテーション演習

海外教養講座A

(第一外国語)

外
国
語
科
目 Discussion Skills B

オープンテーマ演習

キリスト教学副専攻演習

女性学・ジェンダー副専攻演習

比較文化副専攻演習

Critical Thinking演習

発話・パフォーマンス演習

討論演習１

討論演習２

平和学Ａ

平和学Ｂ

現代世界の構造と力学Ａ

現代世界の構造と力学Ｂ

自治と行政

現代の環境問題

日本政治外交史Ａ

日本政治外交史Ｂ

アーカイブの世界

国際社会と日本

比較政治Ａ

比較政治Ｂ

比較政治Ｃ

国際経済論Ａ

国際経済論Ｂ

ジェンダーと開発

現代の政治社会

環境経済論

日本産業論

日本産業事情

グローバル経済の動態

環境社会学

情報と社会Ⅰ

情報と社会Ⅱ

日本経済入門

社会保障と社会福祉

現代社会の理論

地域社会論

都市空間論

女性史Ｂ

民俗学Ⅰ

民俗学Ⅱ

社会学入門

人権発達史　

女性史Ａ

「グローバル経済の動態」と
「国際経済論Ａ、Ｂ」を交互に
開講

年度ごとに交互に開講

毎年1科目開講（3年で一巡）
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数
科
目
区
分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

1 前 1 〇 2 兼26

1 後 1 〇 2 兼26

2 前 1 〇 3 兼28

2 後 1 〇 3 兼28

2・3・4 前 1 〇 兼２

2・3・4 後 1 〇 兼２

2・3・4 前 1 〇 兼３

2・3・4 後 1 〇 兼３

2・3・4 前 1 〇 兼2

2・3・4 後 1 〇 兼２

2・3・4 前 1 〇 兼２

2・3・4 後 1 〇 兼３

2・3・4 前 1 〇 兼１

1 前後 2 〇 兼2

2・3・4 前 1 〇 兼4

2・3・4 後 1 〇 兼4

2・3・4 前 1 〇 兼2

2・3・4 後 1 〇 兼2

1・2・3・4 2 〇 － － － － － －

2・3・4 前後 1 〇 兼3

2・3・4 前後 1 〇 兼１

2・3・4 通 2 〇 兼１

1 通 4 〇 兼８

1 通 4 〇 兼11

1 通 4 〇 兼７ 4単位選択必修

1 通 4 〇 兼15

1 通 4 〇 兼５

1 通 2 〇 兼２

1 通 2 〇 兼３

1 通 2 〇 兼２

1 通 2 〇 兼３

1 通 2 〇 兼１

2・3・4 前後 1 〇 兼３

2・3・4 前後 1 〇 兼７

2・3・4 前後 1 〇 兼４

2・3・4 前後 1 〇 兼８

2・3・4 前後 1 〇 兼３

2・3・4 前後 1 〇 兼２

2・3・4 前後 1 〇 兼２

2・3・4 前後 1 〇 兼２

2・3・4 前後 1 〇 兼３

2・3・4 前後 1 〇 兼１

1・2・3･4 前 1 〇 兼１

1・2・3･4 後 1 〇 兼１

1・2・3･4 前 1 〇 兼１

1・2・3･4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前後 1 〇 兼１

2・3・4 前後 1 〇 兼１

― 8 67 0 4 0 0 0 0 兼132外国語科目　計（52科目）

ラテン語初級２

ギリシア語中級

ラテン語中級

―

(ギリシア語・ラテン語)

ギリシア語初級１

ギリシア語初級２

ラテン語初級１

フランス語上級

スペイン語上級

中国語上級

韓国語上級

スペイン語中級

中国語中級

韓国語中級

ドイツ語上級

スペイン語初級

中国語初級

韓国語初級

ドイツ語初級選択

韓国語初級選択

ドイツ語中級

フランス語中級

フランス語初級

ドイツ語初級

フランス語初級選択

スペイン語初級選択

中国語初級選択

TOEIC講座

TOEFL講座

英語特別プログラム

(第二外国語)

SpeakingⅡB

Journalistic English A

Journalistic English B

Intensive English

SpeakingⅡA

ReadingⅠA

Reading and Discussion A

Writing B

Drama 

SpeakingⅠ

Reading and Discussion B

Listening and Presentation A

Listening and Presentation B

Translation A

Translation B

Writing A

ReadingⅠB

ReadingⅡA　

ReadingⅡB　
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自
由

講
義

演
習
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習
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授
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目
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分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

1 前 2 〇 兼12

1･2・3・4 前後 2 〇 兼２

1･2・3・4 前 2 〇 兼２

1･2・3・4 前後 2 〇 1 兼２

1･2・3・4 後 2 〇 兼３

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼２

2・3・4 前後 2 〇 兼２

1･2・3・4 前後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 1 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

― 2 28 0 1 0 0 0 0 兼17

1 前 1 〇 兼11

1 後 1 〇 兼11

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼３

2・3・4 後 1 〇 兼３

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

― 2 26 0 0 0 0 0 0 兼20

1 前 2 〇 兼４

1 後 2 〇 兼４

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１ 2単位

2・3・4 前 2 〇 兼１ 選択必修

2・3・4 前後 2 〇 兼２

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

情報処理科目　計（15科目）

キ
リ
ス
ト
教
学
科
目

身体表現ＢⅡ

健康支援実習Ⅰ

健康支援実習Ⅱ

キリスト教学ⅡＥ(キリスト教と社会)

キリスト教学ⅡＦ(キリスト教と倫理)

キリスト教学ⅡＧ(キリスト教と女性)

キリスト教学ⅡＫ(ｱｼﾞｱのｷﾘｽﾄ教)

キリスト教学ⅡＬ(世界のｷﾘｽﾄ教)

―

キリスト教学Ⅰ(入門１)

キリスト教学ⅡＪ(日本のｷﾘｽﾄ教)

キリスト教学Ⅰ(入門２)

健康･運動科学科目　計（22科目）

キリスト教学ⅡＢ(新約聖書の世界)

キリスト教学ⅡＣ(キリスト教の歴史)

キリスト教学ⅡＤ(キリスト教の思想)

キリスト教学ⅡＡ(旧約聖書の世界)

フィットネスＢⅡ

身体表現ＡⅠ

身体表現ＡⅡ

身体表現ＢⅠ

キリスト教学ⅡＨ(キリスト教と文化)

スポーツ ＢⅡ

フィットネスＡⅠ

フィットネスＡⅡ

フィットネスＢⅠ

スポーツ ＢⅠ

健康・運動科学基礎実習Ⅱ

健康・運動科学Ａ（発育・発達）

健康・運動科学Ｂ（エネルギー・栄養）

健康・運動科学Ｃ（スポーツ科学）

コンピュータ･サイエンスⅡ(応用）

―

健康・運動科学基礎実習Ⅰ

健康・運動科学Ｄ（身体文化）

健康・運動科学Ｅ（性）

健康・運動科学Ｆ(保健）

スポーツ ＡⅠ

スポーツ ＡⅡ

コンピュータⅢA（プログラミング）

コンピュータⅢB（プログラミング）

コンピュータⅢC（マルチメディア）

コンピュータ･サイエンスⅠ(基礎）

コンピュータⅡＡ（プログラミング）

コンピュータⅡＢ（プログラミング）

コンピュータⅡＣ（マルチメディア）

コンピュータⅠ

コンピュータⅡK（文書化と発表技術）

コンピュータⅡL（情報学）

コンピュータⅡD（UNIXリテラシ）

コンピュータⅡE（Webでの情報表現)

コンピュータⅡＦ（文書作成法）

コンピュータⅡＪ（情報の分析と表現）

健
康
･
運
動
科
学
科
目

情
報
処
理
科
目
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数
科
目
区
分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１ 毎年2科目開講

2・3・4 前 2 〇 兼１

― 4 28 0 0 0 0 0 0 兼9

2・3･4 前 2 ○ 兼１

2・3･4 後 2 ○ 兼１

1・2・3･4 前 2 ○ 兼１

1・2・3･4 前 2 ○ 兼１

1・2・3･4 前 2 ○ 兼１

1・2・3･4 後 2 ○ 兼１

― 0 12 0 0 0 0 0 0 兼5

教職に関する科目

1･2･3･4 前後 2 ○ 兼２

2・3・4 後 2 ○ 兼１

2・3・4 後 2 ○ 兼２

2・3・4 前 2 ○ 兼１

2・3・4 前後 2 ○ 兼１

2・3 前 2 ○ 兼１

2・3 後 2 ○ 兼２

2・3 前 2 ○ 兼１

2・3 後 2 ○ 兼１

3 前 2 ○ 1

3 前 2 ○ 兼１

3 前 2 ○ 兼１

2 後 2 ○ 1

2・3・4 前後 2 ○ 兼１

2・3・4 前 2 ○ 兼１

2・3・4 前 2 ○ 兼１

2・3・4 前 2 ○ 兼１

3・4 前後 2 ○ 兼３

3 後 1 ○ 兼３

4 通 4 ○ 兼３

4 通 2 ○ 兼３

介護等の体験関連科目

1･2･3･4 前後 2 ○ 兼１

― 0 14 31 1 0 0 0 0 兼11

2 前 2 ○ 兼１

2 前 2 ○ 兼１

2 後 2 ○ 兼１

2･3･4 前 2 ○ 兼１ 学芸員の資格を得ようとする者は必修

2･3･4 後 2 ○ 兼１

2･3･4 前後 2 ○ 兼１

3 通 2 ○ 兼２

4 通 1 ○ 兼１

― 0 12 3 0 0 0 0 0 兼６

1 前 4 ○ 1 兼１

1 後 4 ○ 1 兼１

1 前 2 ○ 兼１

1 後 2 ○ 兼１

教
職
特
設
科
目

教職課程科目　計（22科目）

教職特設科目　計（6科目）

キリスト教学ⅢＣ(ｷﾘｽﾄ教思想とその周辺)

キリスト教学ⅢＡ(聖書とその周辺)

キリスト教学ⅢＢ(ｷﾘｽﾄ教史とその周辺)

博物館経営･情報論

博物館資料論

英語初級Ⅰ 「英語初級Ⅰ」、「英語初級Ⅱ」の2科目計4単位
は、外国語科目のうち第二外国語の必修4単位に
代えることができる。英語初級Ⅱ 

　外国人留学生のための科目

日本語Ⅰ（入門） 「日本語Ⅰ（入門）」、「日本語Ⅱ（応用）」の2科目計
8単位は、外国語科目のうち第一外国語の必修8単
位に代えることができる。日本語Ⅱ（応用） 

外
国
人
留
学
生
　

―学芸員課程科目　計（8科目）

学
芸
員
課
程
科
目

教育学概論

生涯学習論

視聴覚教育

博物館実習１

博物館実習２

―

教
職
課
程
科
目

博物館概論

教育実習C

特別活動論

英語科教育法

社会・公民科教育法Ｂ

情報科教育法Ａ

情報科教育法Ｂ

教師論

特別支援教育と社会福祉 中学校教諭免許状を取得する場合に必修

総合演習

教育実習事前事後指導

教育実習Ａ 教育職員の資格を得ようとする者は選択必修

生徒指導論

学校カウンセリング 教育職員の資格を得ようとする者は必修

年度ごとに交互に開講

道徳教育の研究 中学校教諭免許状を取得する場合に必修

英語教授法 （取得する免許教科の科目）

英語教育研究Ａ

英語教育研究Ｂ

教育職員の資格を得ようとする者は選択必修

教育職員の資格を得ようとする者は必修

教育社会学

教育課程･教育方法論

社会・公民科教育法Ａ

教育原論

教育心理学

社会学概論Ⅱ

ミクロ経済学入門

マクロ経済学入門

法学概論

―

社会学概論Ⅰ

―

キリスト教学科目　計（16科目）

政治学概論

（取得する免許科目により指定の科目を選択必修）

教職特設科目は教育職員の資格を得ようとす
る者が履修できる。
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数
科
目
区
分

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称 備　考

1 前 2 ○ 兼１

1 後 2 ○ 兼１

2 前 2 ○ 兼１

2 後 2 ○ 兼１

― 0 20 0 1 1 0 0 0 兼６

16 501 34 10 2 0 0 0 兼284

― 26 901 34 17 3 1 0 0 兼336

卒業要件 １学年の学期区分 2学期

4年以上在学し所定科目につき130単位以上を修得しなければならない。 １学期の授業期間 15週

修得すべき授業科目と単位数は、次のとおりとする。 １時限の授業時間 90分

(1)　共通科目　 　 　   　　　選択必修科目　            16単位

(2)　外国語科目　 第一外国語　必修科目　　　8単位

                  第二外国語  選択必修科目　4単位     計12単位

(3)　情報処理科目　　　　　　 必修科目　                 2単位

(4)  健康・運動科学科目    　 必修科目                 　2単位 

(5)　キリスト教学科目　　　　 必修科目及び選択必修科目 　6単位

(6)　学科科目(自学科)　

　　 必修科目、選択必修科目､選択科目合わせて            64単位

(7)　自由選択科目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 28単位

履修方法

履修科目の登録単位数の上限は、原則として1年間に44単位とする。

言語科学専攻の学生は、｢＊｣印の範囲において22単位を修得しなければならない。ただし、選択必修科目の単位として修得した単位を除く。

外国人留学生特別科目　計（8科目）

４年次に進級するには、前年度末までに、卒業に必要な単位数130単位のうち、所定の科目の単位を含む86単位を修得していなければならない。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

―

総合計（492科目） ―

学位又は称号 学士（教養） 学位又は学科の分野 文学関係，社会学・社会福祉学関係

日本事情Ａ 「日本事情Ａ」、「日本事情Ｂ」、「日本事情C」、「日
本事情D」各2単位は、共通科目の下記領域の各2
単位に代えることができる。
「日本事情Ａ」　→　「歴史と社会」領域の2単位
「日本事情Ｂ」　→　「歴史と社会」領域の2単位
「日本事情Ｃ」　→　「人間と思想」領域の2単位
「日本事情Ｄ」　→　「文化と芸術」領域の2単位

日本事情Ｂ 

日本事情Ｃ 

日本事情Ｄ 

全学共通カリキュラム等　合計（295科目）

　
特
別
科
目
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別記様式第２号(その２の１)

（現代教養学部数理科学科）

必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

微分積分学Ⅰ 1 前 2 ○ 1

微分積分学Ⅱ 1 後 2 ○ 1

微分積分学演習Ⅰ 1 前 1 ○ 1

微分積分学演習Ⅱ 1 後 1 ○ 1

線形代数学Ⅰ 1 前 2 ○ 1

線形代数学演習Ⅰ 1 前 1 ○ 1

小計（6科目） － 9 0 0 1 0 1 0 0 兼０

解析学概論Ⅰ 2 前 2 ○ 1

解析学概論Ⅱ 2 後 2 ○ 1

解析学の応用 2 前 2 ○ 1

連続と極限 2 後 2 ○ 1

複素関数論Ⅰ 3 前 2 ○ 1 ＊１

複素関数論Ⅱ 3 後 2 ○ 1

数理モデルと微分方程式Ⅰ 3 前 2 ○ 兼１

数理モデルと微分方程式Ⅱ 3 後 2 ○ 兼１

数理解析学ＡⅠ 3・4 前 2 ○ 兼１

数理解析学ＡⅡ 3・4 後 2 ○ 兼１

数理解析学ＢⅠ 3・4 前 2 ○ 1

数理解析学ＢⅡ 3・4 後 2 ○ 1

情報解析学Ⅰ 3・4 前 2 ○ 1 ＊２

情報解析学Ⅱ 3・4 後 2 ○ 1

小計（14科目） － 0 28 0 2 0 0 0 0 兼１

線形代数学Ⅱ　 1 後 2 ○ 1 数学専攻　　　＊２ ※

線形代数学演習Ⅱ　 1 後 1 ○ 1 は必修

線形代数学Ⅲ 2 前 2 ○ 1

代数学ＡⅠ 2 前 2 ○ 1

代数学ＡⅡ 2 後 2 ○ 1

代数学Ｂ 2 後 2 ○ 1

代数学Ｃ 2 後 2 ○ 1 ＊１

情報代数学Ⅰ 3 前 2 ○ 1

情報代数学Ⅱ 3 後 2 ○ 1 ＊２

符号と暗号Ａ 3・4 前 2 ○ 1

符号と暗号Ｂ 3・4 前 2 ○ 1

代数学特論ＡⅠ 3・4 前 2 ○ 兼１

代数学特論ＡⅡ 3・4 後 2 ○ 兼１

代数学特論ＢⅠ 4 前 2 ○ 1

代数学特論ＢⅡ 4 後 2 ○ 1

小計（15科目） － 0 29 0 1 0 1 0 0 兼１

幾何学ＡⅠ 2 前 2 ○ 1

幾何学ＡⅡ 2 後 2 ○ 1

幾何学とグラフ 2 後 2 ○ 1

幾何学ＢⅠ 3 前 2 ○ 1

幾何学ＢⅡ 3 後 2 ○ 1 ＊１

グラフとその応用 3 前 2 ○ 1 ＊２

結び目理論Ⅰ 3・4 前 2 ○ 兼１

結び目理論Ⅱ 3・4 後 2 ○ 兼１

位相幾何学ＡⅠ 4 前 2 ○ 1

位相幾何学ＡⅡ 4 後 2 ○ 1

位相幾何学ＢⅠ 4 前 2 ○ 1

数学専攻の学生は、「＊１」印の範囲において
20単位を修得しなければならない。

情報理学専攻の学生は、
「＊２」印の範囲において
19単位を修得しなければ
ならない。ただし、「※」印
の選択必修科目の単位と
して修得する単位を除く。

情報理学専攻の学生は、
「※」印の５科目のうち４単
位を修得しなければならな
い。

年度ごとに交互に開講

－

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

単位数 授業形態 専任教員等の配置

－

－

「数理解析学ＢⅠ，ＢⅡ」と
「情報解析学Ⅰ，Ⅱ」を交
互に開講

授業科目の名称 配当年次

科
目
区
分

数
学
基
礎

解
析
学

代
数
学

幾
何
学

備　考

年度ごとに交互に開講

1



必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数 授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

科
目
区
分

備　考

位相幾何学ＢⅡ 4 後 2 ○ 1

小計（12科目） － 0 24 0 1 1 0 0 0 兼１

確率統計Ⅰ 2 前 2 ○ 1

確率統計Ⅱ 2 後 2 ○ 1

数理モデルと確率論Ⅰ 3 前 2 ○ 1 ＊１

数理モデルと確率論Ⅱ 3 後 2 ○ 1

確率統計特論AⅠ 3・4 前 2 ○ 1

確率統計特論AⅡ 3・4 後 2 ○ 1

確率統計特論BⅠ 3・4 前 2 ○ 1

確率統計特論BⅡ 3・4 後 2 ○ 1

小計（8科目） － 0 16 0 1 0 0 0 0 兼０

情報学概論 1 前 2 ○ 1 ※

情報数学 1 後 2 ○ 1 ＊１

プログラミング 2 後 2 ○ 1

ネットワーク 2 前 2 ○ 1

マルチメディア概論 2・3 後 2 ○ 兼１

アルゴリズムとデータ構造 2・3 後 2 ○ 1 ＊２

コンピュータアーキテクチャ 3 前 2 ○ 兼１

数値計算 3・4 前 2 ○ 1

コンピュータグラフィックス 3・4 後 2 ○ 1

ソフトウェア工学 3・4 後 2 ○ 兼１

データベースＡ 3・4 前 2 ○ 兼１

データベースＢ 3・4 前 2 ○ 兼１

インターネット 3・4 前 2 ○ 兼１

オペレーティングシステム 3・4 後 2 ○ 兼１

情報学特論Ａ 3・4 前 2 ○ 1 「情報学特論Ｃ」と交互に開講

情報学特論Ｂ 3・4 後 2 ○ 1

情報学特論Ｃ 3・4 前 2 ○ 1 「情報学特論Ａ」と交互に開講

情報と職業 2・3・4 前 2 ○ 兼１ ＊１

小計（18科目） － 0 36 0 1 2 1 0 0 兼３

物理学概論 1・2 前 2 ○ 1 ※

化学概論 1・2 後 2 ○ 1 ※

生物学概論 1・2 後 2 ○ 1 ※

力学Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 1

力学Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 1

電磁気学Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 1

電磁気学Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 1

数理物理学 2・3・4 後 2 ○ 1 ＊２

現代物理学Ａ 2・3・4 前 2 ○ 1

現代物理学Ｂ 2・3・4 後 2 ○ 1

物理化学Ａ 2・3・4 前 2 ○ 1

物理化学Ｂ 2・3・4 後 2 ○ 1

化学反応学 2・3・4 前 2 ○ 1

物質科学 2・3・4 後 2 ○ 兼１

環境科学 2・3・4 前 2 ○ 1

現代化学Ａ 2・3・4 前 2 ○ 1

現代化学Ｂ 2・3・4 後 2 ○ 兼１

基礎生態学Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 1

基礎生態学Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 1

応用生態学Ⅰ 2・3・4 前 2 ○ 1

応用生態学Ⅱ 2・3・4 後 2 ○ 1

生物分類学 2・3・4 前 2 ○ 1

進化生物学 2・3・4 後 2 ○ 1

毎年１科目開講

－

年度ごとに交互に開講

情
報
学

「確率統計特論ＡⅠ，Ａ
Ⅱ」と
「確率統計特論BⅠ，BⅡ」
を交互に開講

－

－

自
然
科
学

応
用
数
理
学

「基礎生態学Ⅰ，Ⅱ」と
「応用生態学Ⅰ，Ⅱ」を交
互に開講

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

2



必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数 授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

科
目
区
分

備　考

生物学特論Ａ 2・3・4 前 2 ○ 1

生物学特論Ｂ 2・3・4 後 2 ○ 1

小計（25科目） － 0 50 0 3 0 0 0 0 兼１

数理モデルとシミュレーションＡⅠ 2・3 前 2 ○ 1 ＊１

数理モデルとシミュレーションＡⅡ 2・3 後 2 ○ 1 ＊２

数理モデルとシミュレーションＢⅠ 3・4 前 2 ○ 1

数理モデルとシミュレーションＢⅡ 3・4 後 2 ○ 1

小計（4科目） － 0 8 0 1 1 0 0 0 兼0

数学講究 4 通 8 ○ 5 1 1 数学専攻は必修

情報理学講究 4 通 8 ○ 5 1 1 情報理学専攻は必修

小計（2科目） － 0 16 0 10 2 2 0 0 兼0

- 9 207 0 10 2 2 0 0 兼7

以下は全学共通カリキュラム等

1･2･3･4 前 2 〇 1

1･2･3･4 後 2 〇 1

1･2･3･4 後 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 前 2 〇 1

1･2･3･4 後 2 〇 1

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 1

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 1

1･2･3･4 前 2 〇 1

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 1

1･2･3･4 後 2 〇 1

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 1

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 1

1･2･3･4 前 2 〇 平成２4年度は休講

1･2･3･4 後 2 〇 平成２4年度は休講

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1・2・3・4 前 2 〇 兼１

1・2・3・4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前後 2 〇 兼２

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

（自然と生命）

比較行動学A

ジェンダーと社会A

ジェンダーと社会B

遺伝の科学Ⅱ(遺伝子工学)

からだの科学

女性学・ジェンダー入門

心理学と現代社会A

心理学と現代社会B

教育と現代社会

身体適応の科学Ａ(環境適応)

比較行動学B

心理学入門

精神保健A

自然と人間

地球環境と人間

生物と環境Ａ（動物と環境）

生物と環境Ｂ（植物と環境）

環境と社会Ａ

精神保健B

身体適応の科学Ｂ(運動適応)

（人間と思想）

脳の科学

遺伝の科学Ⅰ(遺伝のしくみ)

科学技術と人間

数学の世界

現代の数学とその応用

統計学入門Ⅰ

－

「自然と生命」、「人間と思想」、「文化と芸
術」、「歴史と社会」の４領域からそれぞれ必
ず各１科目2単位を含めて、演習、海外教養
講座を除く4領域から16単位を修得しなけれ
ばならない。

学科合計（104科目) -

講
究

－

情
報
理
学

年度ごとに交互に開講

生命の科学Ｂ(生命と生体)

環境と社会Ｂ

人の起源と進化

進化生物学入門

統計学入門Ⅱ

宇宙の科学

－

共通科目の履修方法及び卒業要件

共
通
科
目

自然科学と人間Ａ

地球の科学

エネルギーの科学

物質の科学

生命の科学Ａ(生命と物質)

自然科学と人間Ｂ

3



必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師
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教

助
手

単位数 授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

科
目
区
分

備　考

1･2･3･4 前 2 〇 兼６

1･2･3･4 後 2 〇 兼５

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼３

1･2･3･4 前後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼３

1･2･3･4 後 2 〇 兼３

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前後 2 〇 兼２

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

文章表現法

日本語技法A

日本語技法B

芸術論Ｄ(舞踊）

ことばの科学

ことばと社会Ａ

ことばと社会Ｂ

音楽史B

芸術論Ａ(美術）

芸術論Ｂ(演劇）

芸術論Ｃ(映像芸術）

比較文学Ｂ

宗教音楽

音楽芸術

音楽史A

女性と文芸

児童文学Ａ

児童文学Ｂ

比較文学Ａ

日本の文学Ａ（古典文学）

日本の文学Ｂ（近代文学）

日本の文学Ｃ（近代文学）

キリスト教と文学

世界の文化Ａ（ヨーロッパ）

世界の文化Ｂ（ｲｷﾞﾘｽ・ｱﾒﾘｶ）

世界の文化Ｃ（ﾗﾃﾝｱﾒﾘｶ）

世界の文化Ｄ（アジア）

日本文化史Ａ

日本文化史Ｂ

（文化と芸術）

比較文化入門

比較文化特論Ａ

比較文化特論Ｂ

比較思想

総合講座（比較思想）

総合講座（比較文化）Ⅰ

総合講座（比較文化）Ⅱ

宗教学

日本宗教史

宗教と現代社会Ａ

宗教と現代社会Ｂ

東洋思想

日本思想史

キリスト教と諸宗教Ａ

キリスト教と諸宗教Ｂ

哲学と思想B

科学技術と倫理A

科学技術と倫理B

現代思想

総合講座（女性学・ジェンダー）A

総合講座（女性学・ジェンダー）B

論理学入門

哲学と思想A

年度ごとに交互に開講

年度ごとに交互に開講

①と②を交互に開講

①「芸術論Ａ（美術）」
「芸術論Ｂ（演劇）」
②「芸術論Ｃ（映像芸術）」
「芸術論Ｄ（舞踊）」

年度ごとに交互に開講
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講
義

演
習

実
験
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授

講
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助
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単位数 授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

科
目
区
分

備　考

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前後 2 〇 兼３

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１ 隔年開講

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

2･3･4 前後 2 〇 兼５

2･3･4 後 2 〇 兼１

2･3･4 後 2 〇 兼１

2･3･4 後 2 〇 兼１

2 後 2 〇 兼１Critical Thinking演習

現代世界の構造と力学Ｂ

アーカイブの世界

（演習）

比較文化副専攻演習

オープンテーマ演習

キリスト教学副専攻演習

女性学・ジェンダー副専攻演習

日本政治外交史Ｂ

平和学Ａ

平和学Ｂ

現代世界の構造と力学Ａ

比較政治Ｃ

自治と行政

現代の環境問題

日本政治外交史Ａ

現代の政治社会

国際社会と日本

比較政治Ａ

比較政治Ｂ

グローバル経済の動態

国際経済論Ａ

国際経済論Ｂ

ジェンダーと開発

日本経済入門

環境経済論

日本産業論

日本産業事情

都市空間論

環境社会学

情報と社会Ⅰ

情報と社会Ⅱ

社会学入門

社会保障と社会福祉

現代社会の理論

地域社会論

女性史Ａ

女性史Ｂ

民俗学Ⅰ

民俗学Ⅱ

世界の地域と民族

前近代史の諸相

現代史の諸相

人権発達史　

（歴史と社会）

日本国憲法入門

公共政策と法Ⅰ

公共政策と法Ⅱ

市民社会と法Ⅰ

市民社会と法Ⅱ

国際社会と法

中心・周辺の歴史

日本語技法C

年度ごとに交互に開講

毎年1科目開講（3年で一巡）

「グローバル経済の動態」と
「国際経済論Ａ、Ｂ」を交互に
開講
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講
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演
習
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単位数 授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

科
目
区
分

備　考

2 前 2 〇 兼１

3 前 2 〇 兼２

3 後 2 〇 兼２

4 通 4 〇 兼２

2･3･4 2 ○ － － － － － －

― 0 294 0 3 1 1 0 0 兼104

1 前 1 〇 兼19

1 後 1 〇 兼19

1 前 1 〇 兼20

1 後 1 〇 兼20

1 前 1 〇 兼28

1 後 1 〇 兼28

2 前 1 〇 兼31

2 後 1 〇 兼31

2・3・4 前 1 〇 兼２

2・3・4 後 1 〇 兼２

2・3・4 前 1 〇 兼３

2・3・4 後 1 〇 兼３

2・3・4 前 1 〇 兼２

2・3・4 後 1 〇 兼２

2・3・4 前 1 〇 兼３

2・3・4 後 1 〇 兼３

2・3・4 前 1 〇 兼１

1 前後 2 〇 兼２

2・3・4 前 1 〇 兼４

2・3・4 後 1 〇 兼４

2・3・4 前 1 〇 兼２

2・3・4 後 1 〇 兼２

1・2・3・4 2 〇 － － － － － －

2・3・4 前後 1 〇 兼３

2・3・4 前後 1 〇 兼１

2・3・4 通 2 〇 兼１

1 通 4 〇 兼８

1 通 4 〇 兼11

1 通 4 〇 兼７ 4単位選択必修

1 通 4 〇 兼15

1 通 4 〇 兼５

1 通 2 〇 兼２

1 通 2 〇 兼３

1 通 2 〇 兼２

1 通 2 〇 兼３

1 通 2 〇 兼１

2・3・4 前後 1 〇 兼３

2・3・4 前後 1 〇 兼７

2・3・4 前後 1 〇 兼４

2・3・4 前後 1 〇 兼８

2・3・4 前後 1 〇 兼３

2・3・4 前後 1 〇 兼２

2・3・4 前後 1 〇 兼２

2・3・4 前後 1 〇 兼２

韓国語中級

（第一外国語）

外
国
語
科
目

フランス語上級

スペイン語上級

スペイン語中級

中国語中級

ドイツ語上級

フランス語初級

スペイン語初級

中国語初級

韓国語初級

ドイツ語初級選択

中国語初級選択

韓国語初級選択

フランス語中級

Intensive English

TOEIC講座

TOEFL講座

英語特別プログラム

（第二外国語）

ドイツ語初級

フランス語初級選択

スペイン語初級選択

SpeakingⅡB

Journalistic English A

Journalistic English B

ドイツ語中級

Writing B

Drama 

SpeakingⅠ

SpeakingⅡA

Translation A

Translation B

Writing A

Communication Skills B

Discussion Skills A

Discussion Skills B

―

Communication Skills A

ReadingⅠA

Reading and Discussion A

ReadingⅠB

ReadingⅡA　

ReadingⅡB　

発話・パフォーマンス演習

討論演習１

Listening and Presentation B

（海外教養講座）

海外教養講座A

討論演習２

Reading and Discussion B

Listening and Presentation A

トータルプレゼンテーション演習

共通科目  計（146科目）
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数 授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

科
目
区
分

備　考

2・3・4 前後 1 〇 兼３

2・3・4 前後 1 〇 兼１

1・2・3･4 前 1 〇 兼１

1・2・3･4 後 1 〇 兼１

1・2・3･4 前 1 〇 兼１

1・2・3･4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前後 1 〇 兼１

2・3・4 前後 1 〇 兼１

― 8 67 0 0 0 0 0 0 兼136

1 前 2 〇 2 兼10

1･2・3・4 前後 2 〇 1 1

1･2・3・4 前 2 〇 兼２

1･2・3・4 前後 2 〇 兼３

1･2・3・4 後 2 〇 2 1

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 1 1

2・3・4 前後 2 〇 兼２

1･2・3・4 前後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 1

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼２

1･2･3･4 前 2 〇 兼１

1･2･3･4 後 2 〇 兼１

― 2 28 0 2 1 1 0 0 兼14

1 前 1 〇 兼11

1 後 1 〇 兼11

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼３

2・3・4 後 1 〇 兼３

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

2・3・4 前 1 〇 兼１

2・3・4 後 1 〇 兼１

― 2 26 0 0 0 0 0 0 兼20

1 前 2 〇 兼４

1 後 2 〇 兼４

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

中国語上級

韓国語上級

キリスト教学ⅡＡ(旧約聖書の世界)

キリスト教学ⅡＢ(新約聖書の世界)

―

キリスト教学Ⅰ(入門１)

キリスト教学Ⅰ(入門２)

健康･運動科学科目　計（22科目）

身体表現ＢⅡ

健康支援実習Ⅰ

健康支援実習Ⅱ

フィットネスＢⅡ

身体表現ＡⅠ

身体表現ＡⅡ

身体表現ＢⅠ

健康・運動科学Ｂ（エネルギー・栄養）

健康・運動科学Ｃ（スポーツ科学）

フィットネスＡⅡ

フィットネスＡⅠ

フィットネスＢⅠ

―

健康・運動科学基礎実習Ⅰ

健康・運動科学Ｄ（身体文化）

健康・運動科学Ｅ（性）

健康・運動科学基礎実習Ⅱ

健康・運動科学Ａ（発育・発達）

コンピュータⅢC（マルチメディア）

コンピュータ･サイエンスⅠ(基礎）

コンピュータ･サイエンスⅡ(応用）

コンピュータⅡK（文書化と発表技術）

コンピュータⅡL（情報学）

コンピュータⅢA（プログラミング）

コンピュータⅢB（プログラミング）

コンピュータⅡD（UNIXリテラシ）

コンピュータⅡE（Webでの情報表現)

コンピュータⅡＦ（文書作成法）

コンピュータⅡＪ（情報の分析と表現）

コンピュータⅠ

コンピュータⅡＡ（プログラミング）

コンピュータⅡＢ（プログラミング）

コンピュータⅡＣ（マルチメディア）

外国語科目　計（52科目） ―

（ギリシア語・ラテン語）

ギリシア語初級１

ギリシア語初級２

ラテン語初級１

ラテン語初級２

ギリシア語中級

ラテン語中級

情報処理科目　計（15科目）

情
報
処
理
科
目

健
康
･
運
動
科
学
科
目

キ
リ
ス
ト

健康・運動科学Ｆ(保健）

スポーツ ＡⅠ

スポーツ ＡⅡ

スポーツ ＢⅠ

スポーツ ＢⅡ
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数 授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

科
目
区
分

備　考

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１ 2単位

2・3・4 前 2 〇 兼１ 選択必修

2・3・4 前後 2 〇 兼２

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 前 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１

2・3・4 後 2 〇 兼１ 毎年2科目開講

2・3・4 前 2 〇 兼１

― 4 28 0 0 0 0 0 0 兼9

教職に関する科目

1･2･3･4 前後 2 ○ 兼２

2・3・4 後 2 ○ 兼１

2・3・4 後 2 ○ 兼２

2・3・4 前 2 ○ 兼１

2・3・4 前後 2 ○ 兼１

2・3 前 2 ○ 兼１

2・3 後 2 ○ 兼１

2・3 前 2 ○ 兼１

2・3 後 2 ○ 兼１

2・3 後 2 ○ 兼１

2・3 後 2 ○ 兼１

2・3・4 前後 2 ○ 兼１

2・3・4 前 2 ○ 兼１

2・3・4 前 2 ○ 兼１

2・3・4 前 2 ○ 兼１

3・4 前後 2 ○ 兼３

3 後 1 ○ 兼３

4 通 4 ○ 兼３

4 通 2 ○ 兼３

介護等の体験関連科目

1･2･3･4 前後 2 ○ 兼１

― 0 14 27 0 0 0 0 0 兼9

2 前 2 ○ 兼１

2 前 2 ○ 兼１

2 後 2 ○ 兼１

2･3･4 前 2 ○ 兼１ 学芸員の資格を得ようとする者は必修

2･3･4 後 2 ○ 兼１

2･3･4 前後 2 ○ 兼１

3 通 2 ○ 兼２

4 通 1 ○ 兼１

― 0 12 3 0 0 0 0 0 兼６

1 前 4 ○ 兼２

1 後 4 ○ 兼２

1 前 2 ○ 兼１

1 後 2 ○ 兼１

「日本語Ⅰ（入門）」、「日本語Ⅱ（応用）」の2科目計8
単位は、外国語科目のうち第一外国語の必修8単位
に代えることができる。日本語Ⅱ（応用） 

英語初級Ⅰ 「英語初級Ⅰ」、「英語初級Ⅱ」の2科目計4単位は、
外国語科目のうち第二外国語の必修4単位に代える
ことができる。英語初級Ⅱ 

外
国
人
留
学
 

博物館概論

中学校教諭免許状を取得する場合に必修

年度ごとに交互に開講

教育職員の資格を得ようとする者は必修

―

　外国人留学生のための科目

―

生涯学習論

教育職員の資格を得ようとする者は選択必修

日本語Ⅰ（入門）

教職課程科目　計（20科目）

特別支援教育と社会福祉 中学校教諭免許状を取得する場合に必修

視聴覚教育

博物館実習１

博物館経営･情報論

博物館資料論

教育学概論

教育実習C

数学科教育法Ｂ （取得する免許教科の科目）

生徒指導論

学校カウンセリング 教育職員の資格を得ようとする者は必修

特別活動論

総合演習

教育実習事前事後指導

教育実習Ａ

情報科教育法Ｂ

教育課程･教育方法論

数学科教育法Ａ 教育職員の資格を得ようとする者は選択必修

―

教育原論

教師論

キリスト教学ⅡＪ(日本のｷﾘｽﾄ教)

キリスト教学ⅡＫ(ｱｼﾞｱのｷﾘｽﾄ教)

キリスト教学ⅡＬ(世界のｷﾘｽﾄ教)

キリスト教学ⅢＡ(聖書とその周辺)

キリスト教学ⅢＢ(ｷﾘｽﾄ教史とその周辺)

キリスト教学ⅢＣ(ｷﾘｽﾄ教思想とその周辺)

キリスト教学ⅡＥ(キリスト教と社会)

キリスト教学ⅡＦ(キリスト教と倫理)

キリスト教学ⅡＧ(キリスト教と女性)

キリスト教学ⅡＨ(キリスト教と文化)

キリスト教学ⅡＣ(キリスト教の歴史)

キリスト教学ⅡＤ(キリスト教の思想)

キリスト教学科目　計（16科目）

ト
教
学
科
目

教
職
課
程
科
目

学芸員課程科目　計（8科目）

学
芸
員
課
程
科
目

数学科教育研究Ａ

数学科教育研究Ｂ

道徳教育の研究

教育心理学

博物館実習２

教育社会学

情報科教育法Ａ
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

単位数 授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

科
目
区
分

備　考

1 前 2 ○ 兼１

1 後 2 ○ 兼１

2 前 2 ○ 兼１

2 後 2 ○ 兼１

― 0 20 0 0 0 0 0 0 兼８

16 489 30 5 2 1 0 0 兼283

― 25 696 30 10 2 2 0 0

卒業要件 １学年の学期区分 2学期

4年以上在学し所定科目につき130単位以上を修得しなければならない。 １学期の授業期間 15週

修得すべき授業科目と単位数は、次のとおりとする。 １時限の授業時間 90分

(1)　共通科目　 　 　   　　　選択必修科目　            16単位

(2)　外国語科目　 第一外国語　必修科目　　　8単位

                  第二外国語  選択必修科目　4単位     計12単位

(3)　情報処理科目　　　　　　 必修科目　                 2単位

(4)  健康・運動科学科目    　 必修科目                 　2単位 

(5)　キリスト教学科目　　　　 必修科目及び選択必修科目 　6単位

(6)　学科科目(自学科)　

　　 必修科目、選択必修科目､選択科目合わせて            72単位

(7)　自由選択科目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20単位

履修方法

履修科目の登録単位数の上限は、原則として１年間に44単位とする。

情報理学専攻の学生は、「※」印の５科目のうち４単位を修得しなければならない。

数学専攻の学生は、「＊１」印の範囲において20単位を修得しなければならない。

兼290

情報理学専攻の学生は、「＊２」印の範囲において19単位を修得しなければならない。ただし、「※」印の選択必修科目の単位として修得する単位を除く。

外国人留学生特別科目　計（8科目）

 
生
特
別
科
目

授業期間等卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

日本事情Ａ 「日本事情Ａ」、「日本事情Ｂ」、「日本事情C」、「日本
事情D」各2単位は、共通科目の下記領域の各2単位
に代えることができる。
「日本事情Ａ」　→　「歴史と社会」領域の2単位
「日本事情Ｂ」　→　「歴史と社会」領域の2単位
「日本事情Ｃ」　→　「人間と思想」領域の2単位
「日本事情Ｄ」　→　「文化と芸術」領域の2単位

日本事情Ｂ 

日本事情Ｃ 

日本事情Ｄ 

4年次に進級するには、前年度末までに、卒業に必要な単位数130単位のうち、所定の科目の単位を含む86単位を修得していなければならない。

―

総合計（391科目） ―

学位又は称号 学士（理学） 学位又は学科の分野 理学関係

全学共通カリキュラム等　合計（287科目）
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別記様式第２号（その３の１） 

 
 

授 業 科 目 の 概 要 
（人間科学研究科 人間文化科学専攻 博士前期課程） 

科目 
区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

共
通 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

基
礎 

人間文化科学基礎 

演習 

（概要）本演習は、人間の営みと知の所産である文化の諸相

を実践的かつ統合的に理解し、人間文化科学探求の基礎を涵

養することを目的とする。そのために、この人間文化科学を

構成する以下の五分野の具体的な研究事例を、他分野からの

視点を交えて多角的に検討する演習を行い、分野間の有効な

交流を促す。この演習を通じて、人間文化科学を専攻する学

生は、基本的な研究調査能力を培うとともに、人間文化科学

が対象とする諸分野とその全体像を把握することができる。

演習はオムニバス方式とし、その詳細は以下の通りである。 
（オムニバス方式／全 15 回） 
（久保光志、H25 年度近藤裕子/H24 年度今井久代、原田範

行、H25 年度高田陽介/H24 年度坂下史、H25 年度熊谷智

子/H24 年度松尾慎/2 回）：人間文化科学の全体像とその特

徴に関する説明 
（久保光志/2 回）：哲学・思想文化分野に関する研究事例発

表と検討 
（平成 25 年度近藤裕子 2 回/平成 24 年度今井久代 2 回）：日

本文学文化分野に関する研究事例発表と検討 
（原田範行/2 回）：英語文学文化分野に関する研究事例発表

と検討 
（平成 25 年度高田陽介 2 回/平成 24 年度坂下史 2 回）：歴史

文化分野に関する研究事例発表と検討 
（平成 25 年度熊谷智子 2 回/平成 24 年度松尾慎 2 回）：現代

日本語・日本語教育分野に関する研究事例発表と検討 
（久保光志、平成 25 年度近藤裕子/平成 24 年度今井久代、

原田範行、平成 25 年度高田陽介/平成 24 年度坂下史、平

成 25 年度熊谷智子/平成 24 年度松尾慎/3 回）：各分野の発

表に関する総評（発表内容、研究手法、他分野からのコメ

ントなどを全体的に検討）、演習のまとめとして分野間交

流のあり方についての具体的な提案を提示 

オムニバ

ス方式 

人間文化科学研究法 

（概要）本授業は、扱う対象が時代的にも地域的にも多彩な

人間文化科学を探求するための基本的な研究法を、豊富な先

行研究とそれらが有する今後の課題を軸に教授し、学生が各

種の研究法に精通することを目的とする。具体的には対象地

域をもとに東洋系、西洋系の二つの側面から研究法を紹介

し、その特色を考察する。最終的には、この両者の相違点と

共通点、相互に利用可能な諸点を明らかにし、人間文化科学

探求のための方法論を統合的に把握する。講義はオムニバス

方式とし、その詳細は以下の通りである。 
（オムニバス方式／全 15 回） 
（菅原克也、Ewick, David/2 回）：人間文化科学研究法の概

要説明 
（菅原克也/6 回）：東洋系を中心とする人間文化科学研究法

について。思想、文学、歴史、文化研究のための各種方法

論とその特徴を紹介・比較しながら、東洋系の人間文化科

学研究法についての統合的理解をめざす。 
（Ewick, David/6 回）：西洋系を中心とする人間文化科学研

究法について。思想、文学、歴史、文化研究のための各種

方法論とその特徴を紹介・比較しながら、西洋系の人間文

化科学研究法についての統合的な理解をめざす。 
（菅原克也、Ewick, David/1 回）：東洋系および西洋系人間

文化科学研究法のそれぞれのまとめと比較。研究法におけ

る相互交流の可能性についての提案。 

オムニバ

ス方式 



2 

人間文化交流研究 

本授業は、人間文化科学を研究する上で不可欠な異文化間交

流について、その態様や内容、受容や変容を含むさまざまな

関係などを、具体的な事例をもとに多角的に考察し、人間文

化科学が内包するダイナミズムを提示することを目的とす

る。異文化間交流には、翻訳や翻案から言語教育、言語政策、

あるいは政治的・思想的影響関係までさまざまな形態の影響

関係が考えられるが、本授業では、その多様な諸側面に注意

を喚起しつつも、より具体的な項目に焦点をあて、それを理

論的かつ実践的に考察することを主眼とする。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

哲
学
・思
想
文
化
分
野 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

基
礎 

哲学・思想史研究Ⅰ 

西洋の哲学・思想文化を深く研究するには、古代ギリシア・ローマ

の宗教、政治、学問、芸術から、中世のキリスト教思想とスコラ哲

学、ルネサンス人文主義、近代の英独仏哲学、さらには現代思

潮までの、哲学史・思想史の幅広い素養が不可欠である。しか

も、単なる概論にとどまらずに、重要なテーマを粘り強く掘り下げ

る方式が望ましい。本講義は、「古代・中世」と「近世・現代」を範

囲として 2 クラスを設定し、哲学・思想史研究の最前線に迫りつ

つ、伝統との対話・対決においてオリジナルな思索が結晶してい

く現場とすべく試みる。 

 

哲学・思想史研究Ⅱ 

哲学もまた時代の子であり、すべからく同時代の問題意識から出

発する。だが、現代という刹那を近視眼的に動くだけでは、哲学

的思索に必要な視野は得られない。本講義では、各人各様の問

題意識を普遍的たらしめるべく、事柄を哲学・思想史にいったん

差し戻して考えることを学ぶ。知と行為、自己と他者、自然と歴

史、真と信、作品と美、私と公といった根本問題が、「古代・中世」

ならびに「近世・現代」において、いかに論じられてきたかを、テク

ストの綿密な読解を踏まえて考察し、各自の問題関心を鍛え直す

機会とする。 

 

哲学・思想文化研究Ⅰ 

哲学・思想文化を専門的に研究する上で前提となる基本的な

理論や概念を受講者に習得させるとともに、これらに対する

現在の研究状況を紹介することを目指す。また、これらに対

する教員自身のアプローチと解釈を示すことによって、哲

学・思想文化研究における問題の考察法を会得させることを

も目的としている。このため本講義は、哲学思想の基本とな

るデカルト、ライプニッツ、カント等における人間観、およ

び、人間機械論、正義論や義務論を取り上げて考察する。 

 

哲学・思想文化研究Ⅱ 

「哲学・思想文化研究Ⅰ」を承けて、本講義は現代的問題と

して哲学・思想文化の問題を取り上げ、これらを専門的に研

究する上で前提となる知識を授けるとともに、これらの問題

を扱う上での研究法を習得させることを目指す。具体的に

は、現代における人工知能問題や、生命倫理・環境倫理、さ

らには正義論や義務論の問題を取り上げ、これらを古典的哲

学思想の観点から深く考察する。 

 

倫理・社会哲学研究Ⅰ 

倫理学や社会哲学など、実践に関わる哲学分野を専門的に研

究する上で前提となる基本的な概念や理論を受講者に習得

させるとともに、これらに対する現在の研究状況を紹介する

ことを目指す。また、これらに対する教員自身のアプローチ

と解釈を示すことによって、倫理・社会哲学における問題の

考察法を会得させることをも目的としている。このため本講

義は、実践哲学をめぐる古代から近代に至る西洋の主要な哲

学思想の基本とその展開の可能性を考察する。 

 

倫理・社会哲学研究Ⅱ 

「倫理・社会哲学研究Ⅰ」を承けて、本講義は現代における

実践哲学のあり方を専門的に研究する上で前提となる知識

を授けるとともに、これらの問題を扱う上での研究法を習得

させることを目指す。具体的には、自由と共同体の相克、正

義と恩恵の対立、価値観の衝突などの諸問題に、実践哲学の

観点からどのようなアプローチが可能かを講ずる。また、応

用倫理学についてもその基本姿勢、方向性、可能性などにつ

いて論じたい。 
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美学・芸術学研究Ⅰ 

美学・芸術学を専門的に研究する上で前提となる基本的な理

論や概念を受講者に習得させるとともに、これらに対する現

在の研究状況を紹介することを目指す。また、これらに対す

る教員自身のアプローチと解釈を示すことによって、美学・

芸術学における問題の考察法を会得させることをも目的と

している。このため本講義は、美の観念と芸術の観念をめぐ

って、古代のプラトニズムから、近代の観念論の美学、現代

のダントーに至るさまざまな思想を順次取り上げる予定で

ある。 

 

美学・芸術学研究Ⅱ 

「美学・芸術学研究Ⅰ」を承けて、本講義は、より具体的に

芸術理論と批評の問題を取り上げ、同じく、美学・芸術学を

専門的に研究する上で前提となる知識を授けるとともに、こ

れらの問題を扱う上での研究法を習得させることを目指す。

具体的には、美術、文学における古典主義、ロマン主義、近

代美術、アヴァンギャルドの理論における諸問題を順次取り

上げて講ずる予定であるが、また西洋の理論を念頭におきな

がら、日本や中国の理論も積極的に取り上げる予定である。 

 

キリスト教学研究Ⅰ 

古代ギリシア・ローマの市民的教養とともに、西洋の精神文化の

バックボーンをなしてきたキリスト教の宗教思想は、本格的な聖書

解釈をもとにしてはじめて、理解し体得することが可能となる。本

講義では、その根本となる「旧約学」と「新約学」に対応して 2 クラ

スを設定し、旧新約聖書それぞれについて、内古典的アプロー

チと最新研究動向を紹介し、かつ担当教員自身の専門的知見を

披歴しながら、新たな読解可能性を示してゆく。ヘブライ語とギリ

シア語の含蓄を解きほぐすことで見えてくるものに目を向けること

を眼目の一つとする。 

 

キリスト教学研究Ⅱ 

「神は死んだ」という言葉に代表されるように、現代人は信ずること

の困難に行き当たっている。だが、信仰の危機に直面すること

は、宗教経験の本質について考える好機でもある。アブラハム以

来のユダヤ民族のパワーは破局に見舞われつつ強化されたし、

イエスの教えが滅亡と表裏一体だったことは言うまでもない。旧約

と新約をそれぞれ対象とした本講義は、聖書のテクストにひそむ

「ことば」の原初的な力を引き出して、現代におけるキリスト教の再

生可能性について議論を深めることをめざす。 

 

 
 

 
 

 
専
門 

哲学・思想文化演習Ⅰ 

哲学・思想文化に関わる古典的なテキストないし重要な諸問

題についての文献を講読しながら、テキスト、文献の読解の

訓練を受講者に施すとともに、これをもとに質疑応答、討論

を行う。このことを通して、問題に対するアプローチと考察

の方法を体得させることを目標としている。哲学・思想文化

の専門的な研究を進める上で、古典的な書物や研究論文の読

解は枢要な基礎をなしているが、これらが現代の問題を考察

する上でも基礎となることを受講者に理解させるよう配慮

する。 

 

哲学・思想文化演習Ⅱ 

「哲学・思想文化演習Ⅰ」を承け、哲学・思想文化に関わる

古典的なテキストないし重要な諸問題を取り上げ、文献の読

解の能力をさらに進展させるとともに、質疑応答、討論を通

して、問題を秩序立てて考察する方法をさらに深めることを

目標としている。さらにまた、古典的なテキストを読解する

ことが、それにとどまらず、各自の研究課題の取り組みにお

いても、基礎として働き、研究を深める上でも大いに利する

ところがあることを、受講者に自覚させるよう指導する。 

 

日
本
文
学
文
化
分
野 

基
礎 

和漢比較文学研究Ⅰ 

奈良時代から江戸時代までの日本の文学作品を取り上げ、そ

の作品に表れた漢籍の影響について、語彙・発想などの点か

ら明らかにする。また日本の文学作品の中で、和文・漢文を

組み合わせた作品を取り上げ、両者の相関関係について明ら

かにする。以上を通して、日本文学における中国文学の役割

に対する認識を深め、日本文化ならびに東アジア全体の文化

に対する俯瞰的な視野を持つことを目標とする。本授業で

は、上記の目標を達成するため、教員の講義ばかりでなく、

学生の参加による相互のディスカッションを通して、多面的

な考究を行う。 
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和漢比較文学研究Ⅱ 

「和漢比較文学研究Ⅰ」に引き続き、奈良時代から江戸時代
までの日本の文学作品、例えば和歌と漢文を組み合わせた作

品を取り上げ、その作品に表れた漢籍の影響について、語
彙・発想などの点から明らかにすることを目標とする。特に
Ⅱでは、Ⅰを通じて深められた日本文学における中国文学の

役割に対しての認識や、日本ならびに東アジア全体の文化に
対する俯瞰的な視野を基として、学生の参加による相互のデ
ィスカッションの活性化を図っていく。 

 

日本文学文化研究Ⅰ 

古代から現代にいたる日本文学の流れを各時代文化との相
関関係を視野に入れながらたどっていき、その全体を通じ
て、日本文学および文化の特質を探っていく。その際、特に

留意すべき点としては、時代的変遷の相および変遷変化を越
えて一貫する特質を明らかにすることであり、また欧米やア
ジアの文学文化との対比や影響、交流関係を補助視点に組み

込むことである。さらに必要に応じて関連する文化人類学、
臨床心理学など隣接諸科学の知見を援用することにより巨
視的な理解に達することをめざす。 

 

日本文学文化研究Ⅱ 

「日本文学文化研究Ⅰ」に引き続き、日本文学の流れを各時
代文化との相関関係を視野に入れながらたどっていき、その

全体を通じて、日本文学および文化の特質を探っていく。時
代的変遷の相および変遷変化を越えて一貫する特質とは何
か、欧米やアジアの文学文化との対比や影響、交流関係を視

野に入れ、時に文化人類学、臨床心理学など隣接諸科学の知
見を援用しながら、Ⅰからの巨視的な理解をさらに深め、広
く文化的なコンテキストのなかに日本の文学や文化を位置

づけ、意味づける。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

専
門 

日本語史研究Ⅰ 

日本語の歴史を書記言語の分析を通して講述する。上代から
中古・中世・近世・近代と時代を降りながら、各期の資料を、

複製等を多く使いながら、言語の変遷を記述してゆく。取り
上げる文献は、文学作品のみならず、従来日本語史では多く
は取り上げられなかった仏教者遺文、古文書等をも視野に入

れていく。言語の変化は、文字・音韻・文法・待遇表現・語
彙・文章表現の各部門でおこるが、テ－マを絞って言語の歴
史を描いていく。そして言語を変遷させた要因は何か、変化

の背後に働いた要因についても考究していく。 

 

日本語史研究Ⅱ 

「日本語史研究Ⅰ」に引き続き、日本語の歴史を講述する。

古代語から脱却し、近代語へと移り変わる時期の、中世の史
料を主にとりあげて、中世の言語の変化の実態と特徴とを講
述してゆく。分析文献も中央の知識階層の物のみならず、庶

民の文書類や、女性の文書、又、地方の文書等を積極的に分
析して、多彩な史料から伺える言語変化の様相を記述分析す
る。又、言語変化を論じた著名な論考を取り扱って、日本語

の変遷がどのように論じられてきたかを確認する。更に、今
後開拓すべき日本語の変化の問題についても話題を提供す 
る。 

 

日本古典文学研究Ⅰ 

奈良時代から江戸時代までの日本の文学作品を取り上げ、そ
の作品が作られた各時代の社会、歴史、文化、及び漢文学を
含む他の文学作品との通時的共時的関連などを視野に入れ

ながら、ことばに即した細部への着目をもとに、体系的に論
を構築する論理的思考力を涵養することを目標とする。本授
業では、上記の目標を達成するため、教員の講義ばかりでな

く学生の積極的な参加を促すことによって、相互のディスカ
ッションを通して種々の資料をもとに多角的な視点からの
考究を行う。 

 

日本古典文学研究Ⅱ 

「日本古典文学研究Ⅰ」に引き続き奈良時代から江戸時代ま
での日本の文学作品を対象とし、時代の社会、歴史、文化、

あわせて漢文学を含む他の文学作品との通時的共時的関連
を視野に入れながら考究する。ことばに即し、細部への着目
をもとに体系的な論を構築するにあたって必要な、辞典索引

等の使い方、論理的批評的な考究に必要な先行研究の位置づ
けなどに特に留意し、学生相互のディスカッションを喚起し
て多角的な視点からの考究を行う。 
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日本近現代文学研究

Ⅰ 

明治から現代までの日本の文学テクスト（演劇・映画・漫画
等のサブカルチャーも含む）を対象とし、その構成要素（語
り・時間・空間・人間関係・身体・音響・イメージなど）の
分析と考察を通じて、それぞれのテクストの独自性を明らか
にする。本講義では、学生各自の研究に理論的支柱を立てる
ことを目標に、文学理論・文化理論を学び、その批評的再検
討と応用をはかる。また、臨床諸学・哲学等、境界領域の文
献講読をもとにその援用も試みる。本授業では特に、学生の
主体的な研究と発表、ディスカッションを重視する。異なる
関心や方法意識を持った者同士の交流を通じて多様な研究
に目を向けると同時に、論理的思考力やプレゼンテーション
能力、批評能力を高めてゆく。 

 

日本近現代文学研究

Ⅱ 

「日本近現代文学研究Ⅰ」に引き続き、明治から現代までの
日本の文学テクスト（演劇・映画・漫画等のサブカルチャー
も含む）を対象とし、その構成要素（語り・時間・空間・人
間関係・身体・音響・イメージなど）の分析と考察を通じて、
それぞれのテクストの独自性を明らかにする。本講義では個
別のテクスト研究を発展させ、社会・歴史・文化との相関関
係を考究したり、語りの深層を分析して間テクスト的考察を
加えるなど、テクストを関係的に捉えなおしてゆく。テクス
トや方法論の選択では修士論文を視野に入れ、それへの応用
可能性を探る。本授業では、学生主体の研究発表と参加者全
員によるディスカッションを重視し、論理的批評力や方法意
識をはぐくむと共に、境界諸領域の知の積極的な援用によっ
て学際研究への道を探る。 

 

漢文学研究Ⅰ 

古代から近現代までの中国文学の様相を、それぞれの時代の
文化状況との関係を考察しながら検討することを目標とす
る。特に、各時代の思想・宗教との影響関係、芸術・芸能と
の影響関係などに留意して、検討を進める。古代においては
固有信仰、中近世においては儒教・道教・仏教、近代におい
ては西洋文明等との関係を重視する。隣接諸科学の成果と方
法に注目し、今後の中国文学研究の方法論についても考究す
る。合わせて、中国文学・文化からの日本文学・文化への広
く深い影響を、各時代の様相の中で追求することを課題とす
る。 

 

漢文学研究Ⅱ 

「漢文学研究Ⅰ」の到達点をふまえて、古代から近現代まで
の中国文学の様相を、それぞれの時代の文化状況との関係を
考察しながら検討していく。特に、各時代の思想・宗教との
影響関係、芸術・芸能との影響関係などに留意して、検討を
進める。具体的には、古代の祭祀・呪術、中世の学術、近世
の芸能、近現代の西洋思想・革命運動等との関係等を重視す
る。隣接諸科学の成果と方法に注目し、今後の中国文学研究
の方法論についても考究しながら、中国文学・文化からの日
本文学・文化への広く深い影響を、各時代の様相の中に位置
づける。 

 

日本語史演習Ⅰ 

日本語史の諸問題を、具体的に一文献を取り上げて、記述分析
する方法を学んで行く。取り上げて分析する文献は、日本の文学
作品のみならず、従来は日本史や仏教史の研究史料として取り
上げられ、日本語の研究史料としては注目されて来なかった仏
教者遺文や古文書等も視野に入れる。演習では、分析文献の厳
密な読解、翻刻、諸本校合、それに基づいた語彙総索引の作成
等を実践する。言語変化は、文字・音韻・文法・待遇表現・語彙・
文章文体等の各部門に起こる現象で、分析文献からこれら諸項
目の実態を記述する。その諸言語が日本語の歴史においてどの
ような特質を持つものかを論述するために、先学の論考を調査
し、他文献との比較によって位置づけてゆく方法を学ぶ。 

 

日本語史演習Ⅱ 

「日本語史演習Ⅰ」に引き続き、取り上げた文献の分析を継続す
る。翻刻・諸本校合・語彙総索引の精密化をはかり、分析の継続
を行う。日本語の歴史は、時代別、分野別の通史だけでは捉えき
れない。ともすれば「言語の歴史」と言いながら、言語変化の事象
を単なる変化の事実として羅列するだけで終わるが、それではな
く、そこに働く変化の要因を解明することも必要である。又、文献
が持つ位相的（性差・世代差・階層差・地域差）要素をも取り上げ
ると、多彩な様相も把握出来る。厳密な文献学的記述的分析の
成果に基づいて、日本語を通して、多面的創造的な日本文化の
実証に努める。 
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日本文学演習Ⅰ 

奈良時代から現代までの日本における文学作品を取り上げ、
個々の作品が社会や歴史や他の文学作品との深い関わりのなか
から創造される様相を理解させる。奈良時代から江戸時代までの
作品については、漢文学との影響関係を視野に、「古典」の規範
意識や同時代社会の様相・価値観・文化と関わりつつ創造された
日本文学の解明を企図する。明治時代から現代の文学作品につ
いては、さらに文学理論の理解を深めつつ、比較文学文化や臨
床心理学、サブカルチャー等の視座を強め、日本現代社会の問
題に立ち向かう知見を涵養する。 

 

日本文学演習Ⅱ 

「日本文学演習Ⅰ」に引き続き、奈良時代から現代までの日本に
おける文学を取り上げ、歴史や他の文学と深く関わりながら創造
される文学の様相を掴む。奈良時代から江戸時代までの文学に
ついては、漢文学との影響関係や、同時代社会の様相・価値観・
文化との関わりに一層留意しつつ、日本古典文学の特徴を解明
する。明治時代から現代の文学については、さらに文学理論の
理解を深め、比較文学文化や臨床心理学、サブカルチャー等の
視座などを援用しつつ、日本社会や文化を評する知見を獲得す
る。 

 

漢文学演習Ⅰ 

上代から現代までの中国文学の重要な作品をとりあげ、その作品
分析を中心として、同時代の文学の全体像、さらには文化の特質
について考究することを目標とする。作品分析を基礎としながら、
作家の意識、地域的特性、文化的背景をとらえ、言語芸術として
の文学が文化全体の中でどのような位置を占めていたのかを明
確にする。各時代の社会構造に注目し、歴史学・社会学等の業
績をとりいれ、漢文学研究の方法についても検討する。合わせ
て、日本文学・文化との深い関係に注意し、同時代・類似分野に
おける日本文学について調査・研究し、アジア全体を見渡す視
点を追求する。 

 

漢文学演習Ⅱ 

「漢文学演習Ⅰ」の成果を受けつぎ、上代から現代までの中
国文学の重要な作品の分析をもとに同時代の文学の全体像、
さらには文化の特質について考究していく。Ⅰで身につけた
作品分析の方法、漢文学研究の方法の成果としての作品理解
をさらに深めつつ、作家の意識、地域的特性、文化的背景を
とらえ、言語芸術としての文学が文化全体の中でどのような
位置を占めていたのかを明確にする。合わせて、日本文学・
文化との深い関係に注意し、同時代・類似分野における日本
文学について調査・研究し、アジア全体を見渡す視点を追求
する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

英
語
文
学
文
化
分
野 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

基
礎 

英米文学文化研究 

（詩・演劇）Ⅰ 

英米の詩および演劇について、まずは基本的な動向とその特
質を歴史的な概観（イギリスの場合は中世から現代まで、ア
メリカの場合は建国から現代まで）とともに整理し、小説を
中心とする散文芸術や絵画、建築、音楽といった隣接領域と
の共通点と相違点を、文体や構成、表象形式、シンボリズム、
作品成立事情の諸特徴などを軸として考察する。そしてその
上で、詩および演劇を研究対象とする場合の具体的な研究方
法を、20 世紀後半以降の批評理論なども参照しながら検討
し、個別作品研究のための道筋を明らかにする。 

 

英米文学文化研究 

（詩・演劇）Ⅱ 

「英米文学文化研究（詩・演劇）I」を踏まえ、英米の詩お
よび演劇が有する諸特徴に対する全体的な理解を涵養しつ
つ、Ⅱでは、複数の個別作品とその時代状況や社会的背景に
焦点をあて、文体や構成、表象形式、シンボリズム、作品成
立事情などをめぐる作品分析と研究手法をより具体的・実践
的に習得することを目標とする。そしてその過程で、それぞ
れの作品の広範な同時代言説（政治的言説やジャーナリズム
などを含む）や社会的位置づけ、作品の受容と変容をめぐる
諸種の影響関係などについても視野を広げて考察の対象と
し、個別作品の立体的な理解を促す。 

 

英米文学文化研究 

（小説）Ⅰ 

近代から現代に至る英語圏の小説について、作品の歴史的・
文化的背景を視野に入れて読解し、理解を深めるとともに、
研究のための理論と方法を習得することを目標とする。本講
義では、まず個々のテクストの緻密な分析と読解を試みる。
さらに人種・階級・ジェンダーなど様ざまな視点から文学作
品を生み出した歴史的・文化的背景、作家の伝記や文学史上
の位置づけにも注目し、多面的にテクストを読むことを学
ぶ。イギリス系の小説とアメリカ系の小説に分けて開講され
る。 
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英米文学文化研究 

（小説）Ⅱ 

「英米文学文化研究（小説）I」を踏まえ、近代から現代に
いたる英語圏の小説について、作品の歴史的・文化的背景を
視野に入れ読解し、理解を深めるとともに、研究のための理
論と方法を習得することを目標とする。本講義では、テクス
トの精読のみならず、個々のテキストおよび人種・階級・ジ
ェンダーなど様ざまな視点から文学作品を生み出した歴史
的・文化的背景に関する批評を読むことに重点を置く。イギ
リス系の小説とアメリカ系の小説に分けて開講される。 

 

英米文学文化研究 

（主題研究） 

本講義は、英米文学文化領域における個別的な研究テーマを事
例とし、その研究事例がどのような文脈で生まれ、どのような先行
研究を有し、また今後の課題として何が考えられるのか、というこ
とを具体的に提示することで、学生の主題研究への基礎を涵養
することを目的とする。研究事例については、テーマそのものは
個別的であるが、文学的、文化的、言語的側面から多角的に考
察を加えられるようさまざまな方法論を紹介する。 

 

英 語 学 研 究（ 言語 運

用）Ⅰ 

英語が発達させてきた様々な語法・表現と、それが実際に運用さ
れる文脈・場面との関係を理論的に分析することを目指す。言葉
は発話された場面によって意味するところが変化する。このよう
に、社会における言語運用を理解するには、コンテクストの分析
が欠かせない。コンテクストから生じる「意味」を解明するために、
英語の各種データ・資料に基づき、分析を試み、理論の体得へと
導く。 

 

英 語 学 研 究（ 言語 運

用）Ⅱ 

「英語学研究（言語運用）Ｉ」をふまえ、言語とそれが用いられてい
る社会との関係を視野に入れて、言語運用と社会との関わりを理
論的に分析することを目指す。言語は社会や文化と密接な関係
を持っている。本講義は、このような社会と言語の相互作用の実
態を理解するために、主にイギリス英語とイギリス社会を研究対象
として、英語のさまざまなデータ・資料に基づき、分析を試み、理
論の体得へと導く。 

 

英 語 学 研 究（ 言語 構

造）Ⅰ 

英語の言語としての構造について、歴史的観点も含め、語彙お
よび文法構造を分析することを目指す。この目的のために、さま
ざまな言語素材の検証を行い、対象資料の正確な記述と、理論
に基づいた体系的な分析に基づく言語構造の史的研究を行う。
これにより、現代英語に至る発達の過程を経た英語の構造的変
容を討究する。 

 

英 語 学 研 究（ 言語 構

造）Ⅱ 

「英語学研究（言語構造）I」をふまえて、歴史的観点も含め、言語
構造の変遷をさらに、多面的なアプローチから分析することを目
指す。この目的のために、異なる地域、時代の言語素材を取り上
げて、言語構造の変化の諸相を詳細に分析する。とくに、手書き
写本の検証、位相的要素も積極的に取り入れて、厳密かつ多面
的な論究を行う。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

専
門 

英米文学文化研究 

演習Ⅰ 

本演習では英語圏の文学や文化に関わる様々なテクストを
精読し、テクストを成立させている諸要因を学習し、議論を
通して分析し、その結果をまとめ、発表する力を養うことを
目標とする。文化的背景なくして文学テクストは成立しな
い。また、文化研究に際しても文学テクストはなくてはなら
ない。 I では、ある特定の文学作品を読み込む作業から始
め、作品の書かれた時代の文化的背景を調べ、文化と文学作
品との関係を考察していく。イギリス系の小説とアメリカ系
の小説に分けて開講される。 

 

英米文学文化研究 

演習Ⅱ 

「英米文学文化研究演習 I」を踏まえ、近代から現代にいた
る英語圏の文学や文化について、作品の歴史的・文化的背景
を視野に入れて読解し、理解を深めるとともに、研究のため
の理論と方法を習得することを目標とする。演習Ⅱでは、テ
クストの精読のみならず、個々のテクストおよび人種・階
級・ジェンダーなど様ざまな視点から文学作品を生み出した
歴史的・文化的背景に関する批評を読むことに重点を置く。
イギリス系の小説とアメリカ系の小説に分けて開講される。 

 

英語学研究演習Ⅰ 

世界言語となった英語が、どのようにして現代英語の持つ特質を
発達させてきたかを概観した後、言語資料の精読を通して、英語
の言語としての特質の変容を分析するための理論的・実証的分
析手法を理解させる。資料としては、言語変化の大きかった 12、
13 世紀のテクストを取り上げ、基礎となる先行研究および最新の
研究成果をふまえて、語彙・文法などについて史的研究を深め
る。 
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英語学研究演習Ⅱ 

「英語学研究演習Ｉ」の内容をふまえ、さらに英語史上重要な 14

世紀の資料の精読を通して、さらなる英語の変化の諸相の分析

を深化させることを目指す。とくに、最新の史的研究支援のデー

タベースの利用の指導も含め、現代英語の文法・語彙等との比

較を視野に入れて、より幅広い視座から言語変化の様相に対す

る理解を深める。 

 

特 別 演 習 （ Academic 

English Writing）Ⅰ 

本演習は、英語文学文化分野において学術的価値の高い英語

論文を執筆する際の実践的な発信能力を養うことを目的とする。

研究テーマとその考察結果を、いかに正確に、日本語とは異なる

言語で表現しうるか、その具体的な演習を通じて、英語の語彙や

構文、表現方法、論理構成の手法に精通して行くことになる。主

に修士論文を念頭に置き、基本的な研究テーマの論述や、各論

の構成方法、引用・参考文献の扱い方などが、演習の中心課題

となる。 

 

特 別 演 習 （ Academic 

English Writing）Ⅱ 

本演習は、英語文学文化分野において学術的価値の高い英語

論文を執筆する際の実践的な発信能力を養うことを目的とする。

研究テーマとその考察結果を、いかに正確に、日本語とは異なる

言語で表現しうるか、その具体的な演習を通じて、英語の語彙や

構文、表現方法、論理構成の手法に精通して行くことになる。主

に修士論文の完成を念頭に置き、説得力のある論理構成と結論

への導入方法、論文全体の最終的なまとめ方などが、演習の中

心課題となる。 
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基
礎 世界史研究法 

（概要）将来的に教職や専門職に就いて「研究」と「教養」との間

を架橋する人材の養成を念頭に、高等学校までの世界史教育や

一般書のなかに見られる世界史像と、学問的歴史学の最新の成

果を対比させて、それぞれが持っている意義や意味を勘考するこ

とを目指す。本講義はこれを達成するために、世界史上の異なっ

た時代や地域を研究する複数の教員がオムニバス方式で授業を

担当する。教員は自らの専門分野について、一般に流布する歴

史像と専門研究者が共有する歴史像を提示し、履修者と共に比

較検討する。 

（オムニバス方式／全 15 回） 

 

（樋脇博敏、坂下史、芝健介、茂木敏夫／1 回） 

授業の趣旨とスケジュール等の説明 

（樋脇博敏／3 回） 

古代地中海世界について、一般的歴史像と学問的歴史学の成

果を比較検討する。 

（坂下史／3 回） 

中近世の欧米世界について、一般的歴史像と学問的歴史学の

成果を比較検討する。 

（芝健介／3 回） 

近現代の欧米世界について、一般的歴史像と学問的歴史学の

成果を比較検討する。 

（茂木敏夫／3 回） 

近現代のアジア世界について、一般的歴史像と学問的歴史学

の成果を比較検討する。 

（樋脇博敏、坂下史／1 回） 

前近代の世界全般について、一般的歴史像と学問的歴史学の

成果を比較検討する。 

（芝健介、茂木敏夫／1 回） 

近現代の世界全般について、一般的歴史像と学問的歴史学の

成果を比較検討する。 

隔年開講 

オムニバ

ス方式 
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日本史研究法 

（概要）将来的に教職や専門職に就いて「研究」と「教養」との間

を架橋する人材の養成を念頭に、高等学校までの日本史教育や

一般書のなかに見られる日本史像と、学問的歴史学の最新の成

果を対比させて、それぞれが持っている意義や意味を勘考するこ

とを目指す。本講義はこれを達成するために、日本史上の異なっ

た時代や地域を研究する複数の教員がオムニバス方式で授業を

担当する。教員は自らの専門分野について、一般に流布する歴

史像と専門研究者が共有する歴史像を提示し、履修者と共に比

較検討する。 

（オムニバス方式／全 15 回） 

 

（勝浦令子、高田陽介、黒沢文貴、栗原純／1 回） 

授業の趣旨とスケジュール等の説明 

（勝浦令子／3 回） 

古代の日本について、一般的歴史像と学問的歴史学の成果を

比較検討する。 

（高田陽介／3 回） 

中近世の日本について、一般的歴史像と学問的歴史学の成果

を比較検討する。 

（黒沢文貴／3 回） 

近現代の日本について、一般的歴史像と学問的歴史学の成果

を比較検討する。 

（栗原純／3 回） 

近現代の日本と東アジア世界の関係と交流について、一般的歴

史像と学問的歴史学の成果を比較検討する。 

（勝浦令子、高田陽介／1 回） 

前近代の日本全般について、一般的歴史像と学問的歴史学の

成果を比較検討する。 

（黒沢文貴、栗原純／1 回） 

近現代の日本全般について、一般的歴史像と学問的歴史学の

成果を比較検討する。 

隔年開講 

オムニバ

ス方式 

文献・資料研究（日本）

Ａ 

学部課程で選択した研究テーマとは異なるテーマでの研究を希

望する入学者や、社会人として研究の現場から離れていた入学

者への初期的な対応も念頭に、歴史的資料を読解するために必

要な基礎訓練を行う。これは語学的トレーニングを含むもので、

修士論文執筆にあたって不可欠となる史資料を十分に読みこな

す能力を身につけさせることを目標とする。ここでは上記の目標

を達成するために、前近代の日本の歴史に関する最新の研究文

献や一次史料を提示し、履修者と共にその内容を詳細に検討し

ていく。 

 

文献・資料研究（日本）

Ｂ 

学部課程で選択した研究テーマとは異なるテーマでの研究を希

望する入学者や、社会人として研究の現場から離れていた入学

者への初期的な対応も念頭に、歴史的資料を読解するために必

要な基礎訓練を行う。これは語学的トレーニングを含むもので、

修士論文執筆にあたって不可欠となる史資料を十分に読みこな

す能力を身につけさせることを目標とする。ここでは上記の目標

を達成するために、近現代の日本の歴史に関する最新の研究文

献や一次史料を提示し、履修者と共にその内容を詳細に検討し

ていく。 

 

文献・資料研究（東ア

ジア）Ａ 

学部課程で選択した研究テーマとは異なるテーマでの研究を希

望する入学者や、社会人として研究の現場から離れていた入学

者への初期的な対応も念頭に、歴史的資料を読解するために必

要な基礎訓練を行う。これは語学的トレーニングを含むもので、

修士論文執筆にあたって不可欠となる史資料を十分に読みこな

す能力を身につけさせることを目標とする。ここでは上記の目標

を達成するために、近世の東アジアの歴史に関する最新の研究

文献や一次史料を提示し、履修者と共にその内容を詳細に検討

していく。 
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文献・資料研究（東ア

ジア）Ｂ 

学部課程で選択した研究テーマとは異なるテーマでの研究を希

望する入学者や、社会人として研究の現場から離れていた入学

者への初期的な対応も念頭に、歴史的資料を読解するために必

要な基礎訓練を行う。これは語学的トレーニングを含むもので、

修士論文執筆にあたって不可欠となる史資料を十分に読みこな

す能力を身につけさせることを目標とする。ここでは上記の目標

を達成するために、近現代の東アジアの歴史に関する最新の研

究文献や一次史料を提示し、履修者と共にその内容を詳細に検

討していく。 

 

文献・資料研究（ヨーロ

ッパ）Ａ 

学部課程で選択した研究テーマとは異なるテーマでの研究を希

望する入学者や、社会人として研究の現場から離れていた入学

者への初期的な対応も念頭に、歴史的資料を読解するために必

要な基礎訓練を行う。これは語学的トレーニングを含むもので、

修士論文執筆にあたって不可欠となる史資料を十分に読みこな

す能力を身につけさせることを目標とする。ここでは上記の目標

を達成するために、古代地中海世界の歴史に関する最新の研究

文献や一次史料を提示し、履修者と共にその内容を詳細に検討

していく。 

 

文献・資料研究（ヨーロ

ッパ）Ｂ 

学部課程で選択した研究テーマとは異なるテーマでの研究を希

望する入学者や、社会人として研究の現場から離れていた入学

者への初期的な対応も念頭に、歴史的資料を読解するために必

要な基礎訓練を行う。これは語学的トレーニングを含むもので、

修士論文執筆にあたって不可欠となる史資料を十分に読みこな

す能力を身につけさせることを目標とする。ここでは上記の目標

を達成するために、近世以降のヨーロッパの歴史に関する最新

の研究文献や一次史料を提示し、履修者と共にその内容を詳細

に検討していく。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

専
門 

日本歴史文化演習Ⅰ 

習得した史資料読解力を実践的に用いて、特定の地域や時代

について歴史的な視角から理論的かつ実証的に検証することを

目指す。また、履修者による研究報告を批判的に検討すること通

じて、研究史を総合的に把握し、その歴史学上の意味を理解さ

せる。上記の目標を達成するために、ここでは日本の特定の時代

の社会と政治文化に関する主題を設定し、その時代や地域の全

体像を再構成すると共に、各部分の特徴を把握する。 

 

日本歴史文化演習Ⅱ 

習得した史資料読解力を実践的に用いて、特定の地域や時代

について歴史的な視角から理論的かつ実証的に検証することを

目指す。また、履修者による研究報告を批判的に検討すること通

じて、研究史を総合的に把握し、その歴史学上の意味を理解さ

せる。上記の目標を達成するために、ここでは日本の特定の時代

の社会と文化思想に関する主題を設定し、その時代や地域の全

体像を再構成すると共に、各部分の特徴を把握する。 

 

日本・アジア歴史文化

演習Ⅰ 

習得した史資料読解力を実践的に用いて、特定の地域や時代

について歴史的な視角から理論的かつ実証的に検証することを

目指す。また、履修者による研究報告を批判的に検討すること通

じて、研究史を総合的に把握し、その歴史学上の意味を理解さ

せる。上記の目標を達成するために、ここでは日本を含むアジア

の特定の地域と時代の社会と政治文化に関する主題を設定し、

その地域や時代の全体像を再構成すると共に、各部分の特徴を

把握する。 

 

日本・アジア歴史文化

演習Ⅱ 

習得した史資料読解力を実践的に用いて、特定の地域や時代

について歴史的な視角から理論的かつ実証的に検証することを

目指す。また、履修者による研究報告を批判的に検討すること通

じて、研究史を総合的に把握し、その歴史学上の意味を理解さ

せる。上記の目標を達成するために、ここでは日本を含むアジア

の特定の地域と時代の社会と文化思想に関する主題を設定し、

その時代や地域の全体像を再構成すると共に、各部分の特徴を

把握する。 
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ヨーロッパ歴史文化演

習Ⅰ 

習得した史資料読解力を実践的に用いて、特定の地域や時代

について歴史的な視角から理論的かつ実証的に検証することを

目指す。また、履修者による研究報告を批判的に検討すること通

じて、研究史を総合的に把握し、その史学史的な意味を理解さ

せる。上記の目標を達成するために、ここではヨーロッパの特定

の地域と時代の社会と政治文化に関する主題を設定し、その地

域や時代の全体像を再構成すると共に、各部分の特徴を把握す

る。 

 

ヨーロッパ歴史文化演

習Ⅱ 

習得した史資料読解力を実践的に用いて、特定の地域や時代

について歴史的な視角から理論的かつ実証的に検証することを

目指す。また、履修者による研究報告を批判的に検討すること通

じて、研究史を総合的に把握し、その史学史的な意味を理解さ

せる。上記の目標を達成するために、ここではヨーロッパの特定

の地域と時代の社会と文化思想に関する主題を設定し、その地

域や時代の全体像を再構成すると共に、各部分の特徴を把握す

る。 

 

 
 

 
 

 
 

 

現
代
日
本
語
・日
本
語
教
育
分
野 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

基
礎 

現代日本語学研究Ⅰ 

日本語学とは、日本語を研究する学問であり、文字・表記、語

彙、文法、意味、運用等、さまざまな分野がある。日本語史の知

識、日本語学史の知識も重要である。コーパス言語学等の新し

い方法論も出現している。この科目では、日本語学の各分野に

対する理解を深め、日本語史的観点も踏まえた上で、新しい方

法論も駆使して研究を進める能力を養成することを目標とする。

講義、関連文献の講読や議論を通じて、日本語についての知識

や研究方法についての理解を深める。 

 

現代日本語学研究Ⅱ 

「現代日本語学研究Ⅰ」に引き続き、講義や文献講読、議論を通

じて日本語学の基礎的能力を養うとともに、履修者各自の研究テ

ーマに基づいた関連文献の講読や議論を通じてさらに専門的な

分析・考察の方法を学ぶ。 

 

社会言語学研究Ⅰ 

言語が社会生活の中で人々にどのように用いられ、コミュニケー

ション手段として機能しているかを明らかにするための基礎的な

研究能力の養成を目標とする。講義、関連文献の講読や議論を

通じて、言語のバラエティ、ならびに社会言語学的研究における

データの種類、調査（データ収集）方法、分析方法などについて

の理解を深める。 

 

社会言語学研究Ⅱ 

「社会言語学研究Ⅰ」に引き続き、講義や文献講読、議論を通じ

て社会言語学的調査・研究の基礎的能力を養うとともに、履修者

各自の研究テーマに基づいた関連文献の講読や議論を通じてさ

らに専門的な分析・考察の方法を学ぶ。 

 

日本語教育学研究Ⅰ 

社会がますます多元化しつつある世界、日本における日本語教

育を中心とする言語教育が持つ役割とその意味を十全に理解

し、研究のための基礎的概念、調査方法の基礎を身につけること

を目標とする。具体的内容は、日本語教育を中心とする言語教

育、母語保持を念頭に置いたバイリンガリズム、言語とアイデンテ

ィティなどの関連文献を読み進め、議論を行うことで理解を深め

ていく。 

 

日本語教育学研究Ⅱ 

「日本語教育学研究Ⅰ」に引き続き、社会がますます多元化しつ

つある世界、日本における言語教育が持つ役割とその意味を十

全に理解し、研究のための基礎的概念、調査方法の基礎を身に

つけることを目標とする。具体的内容は、多文化・多言語主義、

言語政策、移民統合政策などの関連文献を読み進め、議論を行

うことで理解を深めていく。 

 

専
門 

現代日本語学演習Ⅰ 

現代日本語のデータを自ら集め、分析する能力を養うことを目標

とする。文字・表記、語彙、文法、意味、運用等、日本語の様々な

側面について、履修者の興味に従って、先行論文の講読を通じ

て問題点を整理し、具体的なデータを収集するための調査項目

の立案と検討、調査の実践を行う。 

 

現代日本語学演習Ⅱ 

「現代日本語学演習Ⅰ」に引き続き、関連論文の講読を通じて、

データの集計方法、分析・考察の観点を検討し、「現代日本語学

演習Ⅰ」で収集した具体データをもとに日本語学の研究方法を

深く掘り下げる。 
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社会言語学演習Ⅰ 

社会言語学の分野において、調査意図を十分に反映させた調査
を実施できる能力の養成を目標とする。身近な具体事象を取り上
げ、地域差、世代差、性差、文化差等の観点から言語変化や変
容の種々相を分析する。先行論文の講読を通じて問題点を整理
し、具体的なデータを収集するための調査項目の立案と検討、
調査の実践を行う。 

 

社会言語学演習Ⅱ 

「社会言語学演習Ⅰ」に引き続き、関連論文の講読を通じて、デ
ータの集計方法、分析・考察の観点を検討し、「社会言語学演習
Ⅰ」で収集した具体データをもとに社会言語学的な研究方法を
深く掘り下げる。 

 

日本語教育学演習Ⅰ 

言語教育について学習者の認知活動としての第二言語学習の
観点、個人のアイデンティティ形成や言語文化の保持・継承の観
点および社会形成の観点等、複数の観点から立体的に捉える基
礎的な力を養うことを目標とする。それによって国内および海外
における多様な日本語教育の意味を考察する。言語習得、言語
教育、日本語学、異文化コミュニケーション、多文化教育、言語
政策等、関連する諸領域の文献を読み進めることと並行して、自
らの研究課題の修練とデータの収集・分析方法の検討を行う。 

 

日本語教育学演習Ⅱ 

言語教育について学習者の認知活動としての第二言語学習の
観点、個人のアイデンティティ形成や言語文化の保持・継承の観
点および社会形成の観点等、複数の観点から立体的に捉える力
を養うことを目標とする。国内および海外における多様な日本語
教育の具体的実践の意味を複数の観点から評価し、深く理解す
る力を育てる。言語習得、言語教育、日本語学、異文化コミュニ
ケーション、多文化教育、言語政策等、関連する諸領域の文献を
読み進めることと並行して、自らの研究課題の検討を行う。 

 

共
通 

専
門 

 

 

 

（研究指導） 

（概要） 
博士前期課程 1 年次の学生が、人間文化科学専攻での学習成
果を学術的価値の高い修士論文に収斂させることができる
よう体系的に指導する。学生個々の主題に応じて、研究テーマ
や研究方法の選び方から、資料収集、研究発表の技法までの基
本を指導する。 
 
哲学・思想文化分野 
（森一郎） 

近現代哲学のテーマを中心に指導を行なう。 
（黒崎政男） 

哲学・思想文化の古典的テキストを中心に、哲学・思想文
化の課題について指導を行う。 

（佐々木能章） 
倫理・社会哲学の諸問題を中心に、哲学・思想文化の課題
について指導を行う。 

（久保光志） 
美学・芸術学の諸問題を中心に、哲学・思想文化の課題に
ついて指導を行う。 

 
日本文学文化分野 
（金子彰） 

歴史的資料の分析を通して、日本語史研究を行う。中世語を
主な研究の対象とする研究指導を行う。 

（鉄野昌弘） 
奈良時代以前の文学（万葉集・古事記・日本書紀・風土記）や
平安時代以降の和歌文学などを対象として指導を行う。 

（今井久代） 
平安時代の物語・日記・随筆、及びその影響下の物語・日記
を対象とし、指導を行う。 

（矢野公和） 
中・近世文学の多様なジャンルを対象として指導を行う。 

（大久保喬樹） 
明治から現代にいたる小説、詩などを対象とし、指導を行う。 
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（近藤裕子） 

明治から現代までの文学テクストを対象とし、境界領域の知を

援用する学際的文学研究指導を行う。 

（安藤信廣） 

中国文学・日本漢文等の研究方法、それに必要な基礎的資

料の調査法、さらには文章構成等について指導する。 
 

英語文学文化分野 

（原英一） 

英文学および関連文化領域を中心に指導する。 

（原田範行） 

英文学および関連文化領域を中心に指導する。 

（Ewick, David） 

英語圏文化領域を中心に指導する。 

（Kleitz, Dorsey） 

米文学および関連文化領域を中心に指導する。 

（篠目清美） 

米文学および関連文化領域を中心に指導する。 

（本合陽） 

米文学および関連文化領域を中心に指導する。 

（小野祥子） 

英語学および関連文化領域を中心に指導する。 

（野村恵造） 

英語学および関連文化領域を中心に指導する。 

 

歴史文化分野 

（勝浦令子） 

日本古代を中心に、政治、経済、社会、文化思想に関する主

題につき研究指導を行う。 

（高田陽介） 

日本中世を中心に、政治、経済、社会、文化思想に関する主

題につき研究指導を行う。 

（黒沢文貴） 

近現代日本の政治、外交、軍事に関する主題につき研究指

導を行う。 

（栗原純） 

近現代の東アジアを中心に、政治、社会、文化思想に関する

主題につき研究指導を行う。 

（茂木敏夫） 

近現代の中国を中心に、その政治、外交、思想に関する主題

につき研究指導を行う。 

（樋脇博敏） 

古代地中海世界を中心に、その政治、経済、社会・文化に関

する主題につき研究指導を行う。 

（坂下史） 

近世の西欧世界を中心に、ヨーロッパの政治、経済、社会・文

化に関する主題につき研究指導を行う。 

（芝健介） 

近現代の西欧世界を中心に、ヨーロッパの政治、経済、社会、

文化思想に関する主題につき研究指導を行う。 

 

現代日本語・日本語教育分野 

（丸山直子） 

現代日本語の文字・表記、語彙、文法、意味、運用等の各分

野における諸現象についての研究指導を行う。 

（篠崎晃一） 

現代日本語の地域差、世代差や言語運用の場面差等を対象

とし、社会言語学的な観点から言語変化や言語変容について

研究指導を行う。 
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（熊谷智子） 

日本語の談話分析と言語行動分析に関する研究指導を行う。 

（石井恵理子） 

多文化共生社会形成における日本語教育およびその推進に

あたる人材育成についての研究指導を行う。 

（松尾慎） 

日本語教育を社会言語学的視座、政策論的視座、教育学的

視座で多角的に捉えられるよう研究指導を行う。 

 

  

 

 

 

 

論文指導演習Ⅰ 

（概要） 
本演習は、博士前期課程 2 年次の学生が、人間文化科学専攻
での学習成果を学術的価値の高い修士論文に収斂させるこ
とができるよう体系的に教育することを目的とする。演習 I
では、特に、研究対象の明確化、各種研究手法に対する理解
と実践的な習熟、研究上のオリジナリティの涵養、および文
献資料調査の実践的手法への精通などに主眼をおく。そして
これらの点から、各学生の研究を主に口頭発表や小規模な論
文によって詳細に検討し、それを学生との学問的な対話を通
じてフィードバックする。 
 
哲学・思想文化分野 
（森一郎） 

近現代哲学のテーマを中心に各自の問題意識を高める一
方、題目決定から資料収集、原書読解、研究ノートや草稿の
作成、推敲まで、指導を行う。 

（黒崎政男） 
哲学・思想文化の古典的テキストを中心に、哲学・思想文
化の課題に対し、資料の取り扱い、研究の方法、論文作成
について指導を行う。 

（佐々木能章） 
倫理・社会哲学の諸問題を中心に、哲学・思想文化の課題
に対し、資料の取り扱い、研究の方法、論文作成について
指導を行う。 

（久保光志） 
美学・芸術学の諸問題を中心に、哲学・思想文化の課題に
対し、資料の取り扱い、研究の方法、論文作成について指
導を行う。 

 
日本文学文化分野 
（金子彰） 

歴史的資料の分析を通して、日本語史研究を行う。通時的に
分析を行うが、日本語の古代語が崩壊し、近代語が生成され
ていく中で、中世語を主な研究の対象とする。単なる過渡期の
言語分析というよりは、中世語に見られる中世的創造の実態
解明が研究テ－マとなる。日本語史の研究テ－マの設定の仕
方、分析資料の収集方法、分析する方法等を指導する。 

（鉄野昌弘） 
奈良時代以前の文学（万葉集・古事記・日本書紀・風土記）や
平安時代以降の和歌文学などを対象として、社会・歴史的な 
背景を考慮しつつ、語学・比較文学的方法などを応用し、作 
品を読み解く方法を指導し、修士論文作成に繋げる。 

（今井久代） 
平安時代の物語・日記・随筆、及びその影響下の物語・日記
を対象とし、社会・歴史・他作品を視野に入れつつ作品独自
の達成の解明を課題とする論文指導を行う。 

（矢野公和） 
中・近世文学の多様なジャンルを対象として、作品論・作家論
或いは文芸思潮等に関する論文作成の指導を行う。 

（大久保喬樹） 
明治から現代にいたる小説、詩などを対象とし、それぞれの作
品、作家の特質を他作品、作家と照らし合わせながら解明す
ることをめざして論文指導を行う。 
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（近藤裕子） 

明治から現代までの文学テクスト（サブカルチャーも含む）を対

象とし、身体論や臨床諸理論やジェンダー理論などの境界領

域の知を援用する学際的文学研究を目指す論文指導を行う。 

（安藤信廣） 

中国文学・日本漢文等の研究方法、それに必要な基礎的資

料の調査法、さらには文章構成等について指導し、相互に検

討する。作品の読解、関連分野の研究をふまえて、中国文学

研究の視点を豊かにする。その上で、各分野の重要な著書・

論文等を調査し、それをもとに論理的に分析・批判する独自の

方法を検討・考究する。 
 

英語文学文化分野 

（原英一） 

英文学および関連文化領域を中心に、資料の精密な読解と

分析、研究テーマの設定、方法論の整備を中心に指導する。 

（原田範行） 

英文学および関連文化領域を中心に、資料の精密な読解と

分析、研究テーマの設定、方法論の整備を中心に指導する。 

（Ewick, David） 

英語圏文化領域を中心に、資料の精密な読解と分析、研究テ

ーマの設定、方法論の整備を中心に指導する。 

（Kleitz, Dorsey） 

米文学および関連文化領域を中心に、資料の精密な読解と

分析、研究テーマの設定、方法論の整備を中心に指導する。 

（篠目清美） 

米文学および関連文化領域を中心に、資料の精密な読解と

分析、研究テーマの設定、方法論の整備を中心に指導する。 

（本合陽） 

米文学および関連文化領域を中心に、資料の精密な読解と

分析、研究テーマの設定、方法論の整備を中心に指導する。 

（小野祥子） 

英語学および関連文化領域を中心に、資料の精密な読解と

分析、研究テーマの設定、方法論の整備を中心に指導する。 

（野村恵造） 

英語学および関連文化領域を中心に、資料の精密な読解と

分析、研究テーマの設定、方法論の整備を中心に指導する。 

 

歴史文化分野 

（勝浦令子） 

日本古代を中心に、政治、経済、社会、文化思想に関する主

題につき、歴史的な視角からその全体像を再構成するための

研究指導を行う。 

（高田陽介） 

日本中世を中心に、政治、経済、社会、文化思想に関する主

題につき、歴史的な視角からその全体像を再構成するための

研究指導を行う。 

（黒沢文貴） 

近現代日本の政治、外交、軍事に関する主題につき、歴史的

な視角からその全体像を再構成するための研究指導を行う。 

（栗原純） 

近現代の東アジアを中心に、政治、社会、文化思想に関する

主題に関して、歴史的な視角からその全体像を再構成するた

めの研究指導を行う。 

（茂木敏夫） 

近現代の中国を中心に、その政治、外交、思想に関する主題

に関して、歴史的な視角からその全体像を再構成するための

研究指導を行う。 
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（樋脇博敏） 

古代地中海世界を中心に、その政治、経済、社会・文化に関

する主題につき、歴史的な視角からその全体像を再構成する

ための研究指導を行う。 

（坂下史） 

近世の西欧世界を中心に、ヨーロッパの政治、経済、社会・文

化に関する主題につき、歴史的な視角からその全体像を再構

成するための研究指導を行う。 

（芝健介） 

近現代の西欧世界を中心に、ヨーロッパの政治、経済、社会、

文化思想に関する主題につき、歴史的な視角からその全体像

を再構成するための研究指導を行う。 

 

現代日本語・日本語教育分野 

（丸山直子） 

現代日本語の文字・表記、語彙、文法、意味、運用等の各分 

野における諸現象の性質を明らかにするための研究指導を行

う。実例を踏まえた帰納的な研究に重点を置く。 

（篠崎晃一） 

現代日本語の地域差、世代差や言語運用の場面差等を対象

とし、社会言語学的な観点から言語変化や言語変容の実態把

握と、その要因や背景の解明を課題とする研究指導を行う。 

（熊谷智子） 

日本語の談話分析と言語行動分析について研究指導を行う。

前者は、相づち、くり返し、発話の重なりなどの諸現象と、談話

における参加者間の各種相互行為を主に扱う。後者は、日本

語話者が依頼や謝罪、断りなど、各種の言語行動を行う際の

ストラテジー分析を主に扱う。 

（石井恵理子） 

日本語教育を、多文化共生社会形成における言語問題に対

応する教育としてとらえ、地域社会、学校、家庭における言語

教育およびその推進にあたる専門性を有する人材育成の理 

念、内容・方法に関する研究の指導を行う。 

（松尾慎） 

日本語教育を言語接触と言語管理など社会言語学的視座、

言語政策や移民政策など政策論的視座、多元文化教育やコ

ミュニケーション教育などの教育学的視座で多角的に捉

えられるよう研究指導を行う。 

 

  

 

 

 

 

論文指導演習Ⅱ 

（概要） 

本演習は、博士前期課程 2 年次の学生が、人間文化科学専攻

での学習成果を学術的価値の高い修士論文に収斂させるこ

とができるよう体系的に教育することを目的とする。演習 II
では、特に、これまでの研究のプロセスと成果を的確に論文

に反映すべく、論文の構成、論理展開、各種の定義や専門用

語使用の妥当性などに主眼を置き、各学生が執筆する修士論

文の草稿に徹底した検討を加えて行く。この過程で学生は、

修士論文の質を高めるとともに、人間文化科学の学問的内容

を発信する実践的な方法に習熟することができる。 
 

哲学・思想文化分野 

（森一郎） 

近現代哲学のテーマを中心に各自の問題意識を高める一

方、資料収集、原書読解、研究ノートや草稿の作成、推敲ま

で、指導を行う。 

（黒崎政男） 

哲学・思想文化の古典的テキストを中心に、哲学・思想文

化の課題に対し、資料の取り扱い、研究の方法、論文作成

について指導を行う。 
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（佐々木能章） 

倫理・社会哲学の諸問題を中心に、哲学・思想文化の課題

に対し、資料の取り扱い、研究の方法、論文作成について

指導を行う。 

（久保光志） 

美学・芸術学の諸問題を中心に、哲学・思想文化の課題に

対し、資料の取り扱い、研究の方法、論文作成について指

導を行う。 

 

日本文学文化分野 
（金子彰） 

具体的に文献の分析作業を指導する。分析し解明されてきた

研究成果を発表する技法や、それを論文に仕上げるまでの指

導をする。研究成果の妥当性を、先学の論考、諸文献との比

較等を行って検証する等、論文の深化をはかる指導をする。 

（鉄野昌弘） 

奈良時代以前の文学（万葉集・古事記・日本書紀・風土記）や

平安時代以降の和歌文学などを対象として、社会・歴史的な

背景を考慮しつつ、語学・比較文学的方法などを応用し、作

品を読み解く方法を指導し、修士論文作成に繋げる。 

（今井久代） 

平安時代の物語・日記・随筆、及びその影響下の物語・日記

を対象とし、社会・歴史・他作品を視野に入れ、作品独自の達

成の解明を課題とする論文指導を行う。 

（矢野公和） 

中・近世文学を対象として、作品論・作家論或いは文芸思潮

等に関する論文作成の指導を行う。 

（大久保喬樹） 

明治から現代にいたる小説、詩などを対象とし、それぞれの作

品、作家の特質を他作品、作家と照らし合わせながら解明す

ることをめざして論文指導を行う。 

（近藤裕子） 

明治から現代までの文学作品（サブカルチャーも含む）を対象

とし、身体論、ジェンダー論、臨床諸理論などの境界領域の知

を援用する学際的文学研究を目指す論文指導を行う。 

（安藤信廣） 

中国文学・日本漢文等の研究方法、それに必要な基礎的資

料の調査法、さらには文章構成等について指導し、相互に検

討する。作品の読解、関連分野の研究をふまえて、中国文学

研究の視点を豊かにする。その上で、各分野の重要な著書・

論文等を調査し、それをもとに論理的に分析・批判する独自の

方法を検討・考究する。 

 

英語文学文化分野 

（原英一） 

英文学および関連文化領域を中心に、研究テーマの深化、オ

リジナリティの明確化、論証方法の整備を中心に指導する。 

（原田範行） 

英文学および関連文化領域を中心に、研究テーマの深化、オ

リジナリティの明確化、論証方法の整備を中心に指導する。 

（Ewick, David） 

英語圏文化領域を中心に、研究テーマの深化、オリジナリティ

の明確化、論証方法の整備を中心に指導する。 

（Kleitz, Dorsey） 

米文学および関連文化領域を中心に、研究テーマの深化、オ

リジナリティの明確化、論証方法の整備を中心に指導する。 

（篠目清美） 

米文学および関連文化領域を中心に、研究テーマの深化、オ

リジナリティの明確化、論証方法の整備を中心に指導する。 
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（本合陽） 

米文学および関連文化領域を中心に、研究テーマの深化、オ

リジナリティの明確化、論証方法の整備を中心に指導する。 

（小野祥子） 

英語学および関連文化領域を中心に、研究テーマの深化、オ

リジナリティの明確化、論証方法の整備を中心に指導する。 

（野村恵造） 

英語学および関連文化領域を中心に、研究テーマの深化、オ

リジナリティの明確化、論証方法の整備を中心に指導する。 

 

歴史文化分野 

（勝浦令子） 

日本古代を中心に、政治、経済、社会、文化思想に関する主

題につき、歴史的な視角からその特徴を把握するための研究

指導を行う。 

（高田陽介） 

日本中世を中心に、政治、経済、社会、文化思想に関する主

題につき、歴史的な視角からその特徴を把握するための研究

指導を行う。 

（黒沢文貴） 

近現代日本の政治、外交、軍事に関する主題につき、歴史的

な視角からその特徴を把握するための研究指導を行う。 

（栗原純） 

近現代の東アジアを中心に、政治、社会、文化思想に関する

主題に関して、歴史的な視覚からその特徴を把握するための

研究指導を行う。 

（茂木敏夫） 

近現代の中国を中心に、その政治、外交、思想に関する主題

に関して、歴史的な視角からその特徴を把握するための研究

指導を行う。 

（樋脇博敏） 

古代地中海世界を中心に、その政治、経済、社会・文化に関

する主題につき、歴史的な視角からその特徴を把握するため

の研究指導を行う。 

（坂下史） 

近世の西欧世界を中心に、ヨーロッパの政治、経済、社会・文

化に関する主題につき、歴史的な視角からその特徴を把握す

るための研究指導を行う。 

（芝健介） 

近現代の西欧世界を中心に、ヨーロッパの政治、経済、社会、

文化思想に関する主題につき、歴史的な視角からその特徴を

把握するための研究指導を行う。 

 

現代日本語・日本語教育分野 

（丸山直子） 

現代日本語の文字・表記、語彙、文法、意味、運用等の各分

野における諸現象の性質を明らかにするための研究指導を行

う。実例を踏まえた帰納的な研究に重点を置く。 

（篠崎晃一） 

現代日本語の地域差、世代差や言語運用の場面差等を対象

とし、社会言語学的な観点から言語変化や言語変容の実態把

握と、その要因や背景の解明を課題とする研究指導を行う。 

（熊谷智子） 

日本語の談話分析と言語行動分析について研究指導を行う。

前者は、相づち、くり返し、発話の重なりなどの諸現象と、談話

における参加者間の各種相互行為を主に扱う。後者は、日本

語話者が依頼や謝罪、断りなど、各種の言語行動を行う際の

ストラテジー分析を主に扱う。 
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（石井恵理子） 

日本語教育を、多文化共生社会形成における言語問題に対

応する教育としてとらえ、地域社会、学校、家庭における言語

教育およびその推進にあたる専門性を有する人材育成の理

念、内容・方法に関する研究の指導を行う。 

（松尾慎） 

日本語教育を言語接触と言語管理など社会言語学的視座、

言語政策や移民政策など政策論的視座、多元文化教育やコ

ミュニケーション教育などの教育学的視座で多角的に捉

えられるよう研究指導を行う。 
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授 業 科 目 の 概 要 
（人間科学研究科 人間社会科学専攻 博士前期課程） 

科目 
区分 授業科目の名称 講義等の内容 備考 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

共
通 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

基
礎 

人間社会科学基礎論 

（概要）現代社会の人間が直面するさまざまな問題に対し、各研

究分野ではどのようなアプローチにより問題解決方法を探ろうと

しているか、多様なアプローチを知ると同時に、受講生が主とし

て採用するアプローチの特徴を理解することを目指す。本講義

は、上記の目標を達成するために、３分野をカバーし、異なる研

究領域から５名が担当する方法をとる。講義内容は、単なる知識

の伝達ではなく、それぞれの研究領域の研究手法や研究対象

へのアプローチの独自性を明らかにするものとなる。 

(オムニバス方式／全１５回) 

（柴山雅俊／3 回） 

精神病理学の立場から講義を行う。 

（唐澤真弓／3 回） 

文化心理学の立場から講義を行う。 

（工藤恵理子／3 回） 

社会心理学の立場から講義を行う。 

（赤堀三郎／3 回） 

社会学の立場から講義を行う。 

(白砂堤津耶／3 回） 

社会科学のための統計分析を実践する方法について、推測

統計学を中心に、その基本的手法について解説する。 

オムニバス方

式 

国際コミュニケーション

ワークショップ 

海外及び国内における英語での調査の実施や国際的な研究交

流を想定して、研究の動機、目的、方法、成果について英語の

プレゼンテーションを行う力を養うためのトレーニングを行う。具

体的には、ウォーミングアップとしての発音練習やモデルスピー

チの練習から、研究テーマに関連した作文（段階的に文量を増

やす）、インタビュー、スライドやポスターの作成、質疑応答の作

法、研究会やワークショップを想定したロールプレイ（司会、報告

者、討論者）までの指導を含む。 

 

論文作成・プレゼンテ

ーション技法 

（概要）論文作成・プレゼンテーション技術は、多様なバックグラ

ウンドを持って入学してくる学生に対して、人間社会科学の論文

とはどういうものなのかについて、章立ての仕方や引用の方法、

注や文献の扱い等について、また、学会発表などのアカデミック

なプレゼンテーションにおけるスライドやポスターの作り方、発表

原稿の作り方、発表の仕方と質問応答の仕方などについて、研

究分野ごとの違いに留意しながら教示する。 

（オムニバス方式／全 15 回） 

（小田浩一/3 回）：人間科学・社会科学の論文についての概説

と実験研究を中心とした基礎心理系の論文とプレゼンテーシ

ョンのスタイルを講義する。 

（李津娥/3 回）：人間科学・社会科学分野、特にメディア・コミュ

ニケーション研究分野の研究論文とプレゼンテーションのスタ

イルを講義する。 

（高畠克子/3 回）：臨床心理学分野で重要な位置を占める事例

を中心にした研究論文とそのプレゼンテーションのスタイルを

講義する。 

（栗田啓子/3 回）：社会科学分野、とくに経済学分野での研究

論文における論点の抽出と論理の構成の仕方とプレゼンテー

ションのスタイルを講義する。 

（伊奈正人/3 回）：社会学的想像力を働かせて論文を構想し、

理論構成、理論展開をするための技法について講義する。 

 

 

オムニバス方

式 
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基
礎 

心理学研究法特論 

本講義では、心理学研究法における質的研究法を中心に、
質的調査法と量的調査法との相違、研究デザインの仕方、
基礎的データ収集法の方法、データ分析の概要、執筆の際
の留意点について学ぶことを目標とする。また研究者のあ
り方や倫理的問題について自分なりの考えを持つことも目
指す。授業においては、受講生自身の問題関心と研究テー
マに基づき、研究計画の立案、効果的なデータ収集の方法、
質的データの特徴をいかした分析法に関する理解を深め 
る。 

 

臨床心理学研究法 

特論 

本講義では、臨床心理学研究の基本、研究の方法、研究の
実際を、具体例に即して理解することを目標とする。とく
に事例研究法については、倫理的配慮をはじめとした実際
問題についての具体的理解を深めることを目指す。授業で
は、研究論文にふれるとともに、受講者自らの研究テーマ
や関心に基づいて発表と討議を行い、臨床心理学研究法に
関する各々の理解を深める。  
（オムニバス方式／全15回） 

（柴山雅俊/7回）：さまざまな精神の病態を精神病理学的立
場と臨床心理学的立場からの研究方法について論じる。 

（高畠克子/8回）：コミュニティ心理学研究とナラティブ研
究の立場から実例を通して臨床心理学の研究法を論じ 
る。 

オムニバス方

式 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

専
門 

臨床心理学特論１ 

心理臨床の専門家になることの意味について探究し、この
領域での教育・訓練に見通しと目標を持って取り組めるよ
うになることをめざす。また関係性（クライエント－セラ
ピスト関係と、より大きな関係性）を見る基本的な視点を
学ぶ。それらを通じて自分自身の関心と課題をふまえて、
授業では、心理臨床とは何を実現しようとする活動なのか
を考え、また、心理臨床における倫理について具体的に学
ぶ。さらに、クライエント－セラピスト間のプロセスを見
るいくつかの視点と、その心理臨床の実際を考える。 

 

臨床心理学特論２ 

心理臨床的援助のうち、クライエントおよび彼らをとりま
く環境（家庭・近隣・学校・組織など）に働きかけるコミ
ュニティ心理学的アプローチを中心に、具体的事例を通し
て学ぶ。その際重要なコンセプトである「予防的介入」「ソ
ーシャルサポート」「コラボレーション」「コンサルテーシ
ョン」等の理論や技法について実践報告と研究論文を読み、
理解を深める。 

 

臨床心理面接特論１ 

子どものさまざまな発達段階と主訴に応じた面接・支援の
あり方についての基本的理論と体験実習を通して臨床的支
援を実際に行う力を養うことを目標とする。具体的には、
子どもが主訴をもつケースのインテイク面接のしかた、発
達の危機の理解と発達の力を利用した支援のありかた、保
護者や家族、学校、コミュニティを含めた支援のありかた、
学校や家族関係の中での主訴の理解、こどもとの面接、遊
戯療法や箱庭療法など非言語的心理療法の実際などについ
て学ぶ。 

 

臨床心理面接特論２ 

心理臨床の面接場面における学派を超えた基本的態度や留
意点を理解し、心理臨床の専門家をめざす各自の問題点に
気づくことを目標とする。授業では、クライエント理解の
基本となる傾聴や共感的理解の意味と面接のプロセス等を
中心に、いくつかの視点と面接の実際を学ぶ。また、心理
臨床職の果たす役割と在り方はどのようなものなのか、ビ
デオやエクササイズ等も踏まえながら、理解を深めること
を目指す。 

 

臨床心理査定演習１ 

臨床心理の現場でしばしば用いられる基本的な査定法（知
能検査、質問紙、投影法、描画法など）の理論と実際を学
ぶことを目標とする。講義においては、まず教員が検査者、
学生が被検者になって、学生は教員から検査のやり方を学
ぶと同時に、学生自身が被検者になることで、心理検査が
それを受ける人にどのような影響を及ぼすかを体験する。
さらに、自分のデータを分析・解釈し報告書に書くことで、
自分自身をより深く知ることを目指している。 
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臨床心理査定演習２ 

心理査定を支援に生かすにはどのようなバッテリーを組む

必要があるか、発達段階や主訴に応じてどのような査定が

必要になるか、また、どのように導入するのがのぞましい

か、さらに、被検者ならびに関係者にどのようにフィード

バックすることで情報を支援に有効につなげていけるか、

などについて学ぶことを目標とする。協力者には実際に倫

理的配慮をし、査定の実習であることを了解の上で心理検

査に協力していただき、評定ならびに分析を行ってフィー

ドバックするという演習を行う。 

 

臨床心理基礎実習１ 

（概要）臨床実習を行うための臨床心理学の基本的態度と

技能を身につけ、さらに、心理臨床を実践する上での各自

の問題点や課題等を自覚することを目標とする。実習では、

倫理的配慮や具体的手続きに関する事前指導を行い、ロー

ルプレイなどの実践的なエクササイズ、ワークを中心に、

基礎的技能に関する実習を進める。また学外の病院等の機

関での実習準備のためのオリエンテーション、グループ・

スーパービジョン等を行う。あわせて自己理解・他者理解・

グループプロセスの理解を促進する。 

（オムニバス方式／全15回） 

（無藤清子/８回）：心理臨床実践における倫理的配慮の実

際、および体験学習、グループ・スーパービジョンを行

う。 

（近田輝行/７回）：共感的コミュニケーション、セルフア

ウェアネス、ならびにグループ・スーパービジョンを行

う。 

オムニバス方

式 

臨床心理基礎実習２ 

（概要）「臨床心理基礎実習１」に引き続き、臨床実習を

行うための基本的態度と技能を身につけ、さらに、心理臨

床を実践する上での各自の問題点や課題等を自覚すること

を目標とする。ロールプレイなどの実践的エクササイズの

実施、検討を中心に、基礎的技能に関する実習を進める。

また学外の病院等の機関での実習や学内の心理臨床センタ

ーでの実習準備のためのオリエンテーション、グループ・

スーパービジョン等を行う。あわせて臨床倫理への理解を

深める。 

（オムニバス方式／全15回） 

（無藤清子/7回）：倫理的配慮の実際、体験学習、グルー

プ・スーパービジョン等を行う。 

（近田輝行/8回）：共感的コミュニケーション、セルフア

ウェアネス、ならびにグループ・スーパービジョンを行

う。 

オムニバス方

式 

臨床心理実習１ 

（概要）学外実習および心理臨床センターの実習によって、

臨床心理士として必要な知識・技法・他職種やボランティ

アとの連携・守るべき倫理などを身につけ、さらに自分自

身を振り返り、スーパーバイザーや同じ院生の意見を聞き

ながら、臨床家としての資質を磨くことを目標とする。個

人およびグループ・スーパービジョンを通して心理臨床現

場での実習体験とその検討、臨床心理学へのより一層の理

解を深める。 

（オムニバス方式／全15回） 

（柴山雅俊/5回）：精神保健の観点から実習指導ならびに

グループ・スーパービジョン等を行う。 

（高畠克子/5回）：コミュニティ心理学、とくにコラボレ

ーションの視点を中心に実習指導、ならびにグループ・

スーパービジョン等を行う。 

（前川あさ美/5回）：学校支援、発達的観点を中心に実習

指導ならびにグループ・スーパービジョン等を行う。 

オムニバス方

式 
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臨床心理実習２ 

（概要）「臨床心理実習１」に引き続き、学外実習や心理

臨床センターでの実習によって、臨床家としての知識・技

法・他職種やボランティアとの連携・守るべき倫理などを

身につけることが目標である。目標を達成するために、イ

ンテーク面接、プレイセラピーの検討、査定の事例等に関

する個人およびグループ・スーパービジョンを行い、臨床

家としての資質を磨く。 

（オムニバス方式／全15回） 

（柴山雅俊/5回）：精神保健の観点を中心に心理臨床セン

ターの実習指導ならびにグループ・スーパービジョン等

を行う。    

（高畠克子/5回）：コミュニティ心理学の視点を中心に、

心理臨床センター実習のインテークカンファレンス、ケ

ース検討会等を行う。 

（前川あさ美/5回）：学校支援、発達的観点を中心に心理

臨床センター実習のインテークカンファレンス、ケース

検討会等を行う。 

オムニバス方

式 

障害者（児）心理学特

論 

本講義では、障害をもつ子どもと関わる際の具体的な方法

を習得し、他者の世界を解明する際の表現方法について学

習し、また他者と関わることの意味について考えることを

通して自らの「関わり観」を確立することを目標とする。

障害の重い子どもとの関わりの場面を見ることを通して、

具体的な関わりの方法を考え、他者の世界を拡げることを

考察する。さらに、関わりの中で他者の世界を解明するこ

との意味を考察し、両者の関係についての考えを深めるこ

とを目指す。 

 

老年心理学特論 

急激な増加が見込まれる認知症患者の人々の理解を学際的

な観点から深めることを本講義の目的とする。具体的には，

認知症の概念(原因・症状・診断・治療）、認知症の神経心

理学的アセスメント、認知症の非薬物的治療(認知リハビリ

テーション、本人・家族に対する心理教育)について理解を

深めることを目標とする。また、認知症の概念，原因疾患，

症状、治療に関する最新の知見に基づいて、心理学の専門

家として患者と家族のためにどのような貢献ができるのか

を考察し、討論する。 

 

精神医学特論Ａ 

臨床心理士が現場で要請される様々な精神医学的知識につ

いて幅広く理解することを目的とする。社会精神医学、生

物学的精神医学、精神分析学、精神病理学などについて分

かりやすく講義する。病院精神医学のみならず、産業精神

医学などにも眼を向ける。生物学的精神医学では脳科学の

観点から、心理療法の現状と限界について理解する。また、

社会、歴史、文学の領域から臨床心理学の周辺について幅

広い視点を持つことができるようにする。 

 

精神医学特論Ｂ 

心理療法と精神科診断との関係の諸相を学ぶことによっ

て、心理療法の位置づけと意義、さらに限界について知り、

医療における臨床心理士の役割について考えることを目標

とする。また疾患の病態構造を理解することにより、治療

の道筋を探る。薬物療法についても講義する。診断するこ

との大きな目的のひとつは治療をすることにある。さまざ

まな疾患における精神療法(心理療法)を「診断と治療」の

観点からとりあげる。 

 

学校臨床心理学特論 

教育現場である学校システムというものを理解し、学校教

育相談に関する基礎知識を学ぶとともに、学校システムの

中で起こるさまざまな問題（例えば、いじめや登校しぶり、

保健室登校、離席、学習の極端な遅れなど）への理解と、

問題を訴える子ども当人だけでなく、教師、保護者、クラ

スメイトを支援するスクールカウンセラーという専門職の

機能についての理解を深めるとともに、学校というシステ

ムの中でどのような協働が行われ、どのような発達支援が

可能であるかについて事例を交えて具体的多面的に考える

ことを目標とする。 
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心理療法特論Ａ 

本講義では、とりあげる心理療法の学派における基本的な

考え方と、心理療法での対話の基盤にあるセラピストの基

本的なスタンスを理解することを目標とする。そのために、

心理療法における具体的介入を取り上げ、どのような認識

論から、どのような意図と技法をもってその実践を行って

いるのかを検討する。あわせて、クライエントの語りを大

切にしつつ、クライエントが属するシステム、コミュニテ

ィ、社会文化をも視野に入れることを学ぶ。エクササイズ

の体験をもとに、促進的な態度・スキルを身につけ、自分

のものの見方や拠って立つ理論を自覚して照らし合わせ

る。 

 

心理療法特論Ｂ 

本講義では、とりあげる心理療法の学派の理論的立場から、

クライエントまたは複数の来談者との心理療法場面におい

て、どのようなやりとりが行われ、また、セラピストとし

てどのような考慮や技法が必要なのかについて理解するこ

とを目標とする。そのため、心理療法場面での実践を目指

して、ロールプレイなどのエクササイズを行い、心理療法

場面での対話や相互作用を体験し、また、来談者たちが本

来持っている力が発揮されるプロセスを体験していくこと

も目標とする。上記の目標を達成するために、学派の技法

特有の介入時における自分のテーマに気づき、それに取り

組むことも行う。 

 

心理療法特論Ｃ 

本講義では、心理学・臨床心理学の知識を現場で実際に実

践できるように、知識としてもっていることを、クライア

ントの状況に合わせて柔軟に考えて対処できる力を養うこ

とを目標とする。心理臨床の実践に必要な他職種との連携

や協働、アセスメント、心身の訴えをどう受け止めるかな

ど、現場で必要ないくつかのテーマを取り上げ、臨床現場

の実態に合わせて検討して理解を深める。また、医療領域

で必要なことの具体的なイメージを持てることを中心的に

想定しているが、教育領域、産業領域、福祉領域等の他領

域においても共通に必要とされる問題を扱う。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

心
理
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
学
分
野 

基
礎 

心理・コミュニケーション

科学基礎論 

（概要）心理科学およびコミュニケーション科学において重要な

基礎概念（理論やキーワードなど）を専門領域の異なる 5 名の教

員によるオムニバス方式で学んでいく。 

（オムニバス方式／全 15 回） 

（有馬明恵/3 回）：ステレオタイプを中心に「メディアと現代社会」

に関する講義を行う。 

（加藤尚吾/3 回）：電子メディアコミュニケーションに関する講義

を行う。 

（斉藤慎一/3 回）：社会学・社会心理学の視点からメディアコミュ

ニケーションに関する講義を行う。 

（平林秀美/3 回）：発達心理学を中心に心理科学に関する講義

を行う。 

（渡辺隆行/3 回）：ヒューマン・コンピュータ・インターラクションに

関する講義を行う。 

オムニバス方

式 

専
門 

心理科学（感覚知覚認

知）Ⅰ 

心理科学とコミュニケーション科学の両方の文脈の中で、感覚・

知覚・認知に関する最近の基礎知識を習得し、現実社会におけ

るさまざまな問題と関連づけて理解することを目的とする。人間

の感覚・知覚・認知を研究することで、情報通信技術やメディ

ア、さまざまな社会サービスを人間にとって使いやすく、より価値

の高いものにしていくことができる。この講義では、人間の感覚・

知覚・認知の特性と現実社会の課題を関連づけて考える事がで

きるような柔軟な発想力や応用力をつけることを目指す。本講義

では主に感覚・知覚・認知の基本的な概念について扱う。 
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心理科学（感覚知覚認

知）Ⅱ 

心理科学とコミュニケーション科学の両方の文脈の中で、感覚・

知覚・認知に関する最近の基礎知識を習得し、現実社会におけ

るさまざまな問題と関連づけて理解することを目的とする。人間

の感覚・知覚・認知を研究することで、情報通信技術やメディ

ア、さまざまな社会サービスを人間にとって使いやすく、より価値

の高いものにしていくことができる。この講義では、人間の感覚・

知覚・認知の特性と現実社会の課題を関連づけて考える事がで

きるような柔軟な発想力や応用力をつけることを目指す。Ⅱでは

「心理科学（感覚知覚認知）Ⅰ」をベースにして発展的な内容と

応用的問題について扱う。 

 

心理科学（発達）Ⅰ 

発達心理学の基礎概念を習得し、人間の発達の様相やメカニ

ズムを探究することおよび発達心理学の研究法について理解す

ることを目的とする。主として対人関係の発達などの社会的発

達、感情発達等のトピックを取り上げ、対人コミュニケーションの

発達およびノンバーバルコミュニケーションの発達について検討

し、様々な研究アプローチについて解説する。発達心理学の概

説にとどまらず、具体的研究を取り上げ、研究方法も含めて学

習できるように講義を行う。 

 

心理科学（発達）Ⅱ 

「心理科学（発達）I」で得た知見を踏まえ、発達心理学の最新の

研究動向を理解するとともに、発達心理学の最新の研究アプロ

ーチについて理解することを目的とする。主として対人関係の発

達などの社会的発達、感情発達等のトピックを取り上げ、対人コ

ミュニケーションの発達およびノンバーバルコミュニケーションの

発達に関する最新の研究論文を多数学習することにより、先行

研究を概観し今後の研究の展開を考究する。発達心理学の国

内外の主要なジャーナルを教材として、講義を行う。 

 

心理科学（家族・対人

関係）Ⅰ 

本講義では、心理学における、最新の家族研究、対人関係研

究に基づき、対人関係、家族関係にまつわる心理を、社会・文

化的規定要因を中心に、家族と対人関係について理解すること

を目標とする。また研究により明らかになった知見を学ぶだけで

なく、研究手法についての理解を深めることも目指す。上記の目

標を達成するために、授業では、家族に関しては、家族イメー

ジ、家族とジェンダー、親子関係の変化・発達 ・家族システム論 

等の重要なトピックをとりあげ、解説する。 

 

 

心理科学（家族・対人

関係）Ⅱ 

本講義では、「心理科学（家族・対人関係）Ⅰ」に引き続き、心理

学における、最新の家族研究、対人関係研究に基づき、対人関

係、家族関係にまつわる心理を、社会・文化的規定および、他

のさまざまな要因を考察し、家族と対人関係について理解する

ことを目標とする。研究により明らかになった知見を学ぶだけで

なく、研究手法についての理解を深めることも目指す。家族関

係、対人関係の問題は多岐にわたるが、その中から重要なトピッ

クを選び、解説する。 

 

 

心理科学（社会）Ⅰ 

現代の社会心理学研究の多くは、社会的認知研究のモデルや

理論の影響を受けており、社会的認知の基礎的知識なしに、そ

れらの研究を的確に理解することは難しい。この授業ではそうい

った理解の基盤となる社会的認知研究の基礎的知見と方法の

理解を目標とする。そのため、本講義では他者の認知や社会的

推論にとどまらず、自己、感情など幅広いテーマを扱い、具体的

研究を取り上げ、研究方法まで含めて学習する。 

 

心理科学（社会）Ⅱ 

社会心理学における新しい研究動向を理解することを目標とす

る。研究が活発に行われ、進展が著しい研究領域にスポットをあ

て、新たな知見、研究方法を理解することを目標とする。特に集

中的に同じ研究領域の論文を学習することで、研究内容の理解

だけでなく、研究の進め方、研究の発展のさせ方について理解

を深めることも目指す。そのため本講義では、主要なジャーナル

から当該の研究領域の注目論文を複数取り上げ、研究上の位

置付けを示し、体系的な理解が可能なように授業を展開する。 
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心理科学（文化）Ⅰ 

文化心理学における基本的な知識を習得し、自己、思考、知

覚、感情、動機付けといった心理プロセスの社会・文化的基盤を

理解することを目的とする。会話、儀礼、子育てや学校教育、さ

らに広くは社会制度や道徳、イデオロギーなど、文化によって、

人間の心の性質が構成されている様相を探求することを通じ

て、グローバライゼーションの中での人間理解を深める。この講

義では、近年の文化心理学的アプローチの核となる文化的自己

観について、特に洋の東西の文化比較研究を中心に考究して

いく。 

 

心理科学（文化）Ⅱ 

「心理科学(文化)Ｉ」で得た知見を踏まえ、文化心理学の中心的

理論である文化と心の相互構成過程について、理解することを

目的とする。心の性質（プロセスと構造）と社会の性質（文化的慣

習や通念）が相互に構成しあう様態を最新の雑誌論文にある実

証研究から同定していく。さらに、東西の文化間の差異だけでは

なく、それぞれの文化圏内の分散や、ジェンダー・教育・社会階

層などを視野にいれ、文化内の変化や一貫性について、検討

する。 

 

 
コミュニケーション科学

（メディア）Ⅰ 

本講義では、現代社会においてマス・メディアやインターネット

が果たす役割について、主に社会学・社会心理学的視点から

研究する。特に、メディアが伝える内容が人々の意識や行動に

与える影響について詳しく検討する。例えば、メディアと政治意

識、メディアと性役割意識、メディアと流行の心理、インターネッ

トと情報行動などのテーマをとりあげる。また、各テーマに関する

代表的な実証研究を取り上げ、データ収集方法やデータ分析

方法についても合わせて学習していく。 

 

 
コミュニケーション科学

（メディア）Ⅱ 

本講義では、「コミュニケーション科学（メディア）Ⅰ」に引き続き、

現代社会においてマス・メディアやインターネットが果たす役割

について、主に社会学・社会心理学的視点から研究する。Ⅱで

は特に、質問紙調査データの分析方法にも重点を置いていく。

具体的には、重回帰分析を中心に、分散分析、因子分析、パス

解析など代表的な多変量解析を取り上げ、それぞれの分析方

法について基本的な解説を加えた後、SPSS を用いて実際に調

査データを分析しながら主要な多変量解析法の習得を目指す。 

 

 
コミュニケーション科学

（広告）Ⅰ 

コミュニケーションの多くは、何らかの影響を与える目的や意図

でなされており、こうした説得コミュニケーションは社会の様々な

場面で見られる。本講義では、マス・メディアやインターネット上

の多くの情報が持つ広告性とその影響に注目し、現代社会の代

表的な説得メッセージである広告の内容的特徴と受容について

理論的検討を行う。具体的には、メディア研究、説得コミュニケ

ーション研究、広告効果研究、消費者行動研究などの関連領域

の研究と理論をレビューし、考察する。 

 

  
コミュニケーション科学

（広告）Ⅱ 

本講義では、多様な広告メッセージのコミュニケーション戦略と

その効果について、関連領域の諸研究と理論を踏まえ、実証研

究を中心に検討を行う。具体的には、商品広告と企業広告に見

る企業のコミュニケーション戦略と消費者に対する影響、広告・

宣伝的要素の強い政治情報の特徴と有権者の政治意識や行

動に対する影響、公共広告やキャンペーンの訴求戦略と人々へ

の意識や行動への影響、広告メッセージの比較文化的研究な

ど、広告情報の特徴と受容に関する実証研究の検討を通して、

現代社会において広告が持つ意味について理解する。 

 

  
コミュニケーション科学

（現代社会）Ⅰ 

この授業では、マス・メディアやインターネットが発達した現代社

会において、それらのメディアやメディアの内容が人々に与える

影響を学問的な理論やモデルに依拠して批判的に検討するこ

とを目標とする。そうしたメディアがもたらす現代社会の問題とし

て、社会集団(年齢、性別、職業、エスニックなど)に対するステレ

オタイプや偏見の問題などを取り上げる。教材には日本語なら

びに英語で書かれた学術書ならびに一般書を主に使用し、履

修者と教員とでディスカッションも行う。 
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コミュニケーション科学

（現代社会）Ⅱ 

この授業では、マス・メディアやインターネットが発達した現代社

会において、それらメディアやメディアの内容が人々に与える影

響を実証的に検討する方法（内容分析、質問紙調査、インタビ

ュー調査、実験）の長所と短所と研究計画の立案の仕方を理解

することを目標とする。授業では、メディアの内容と社会集団（年

齢、性別、職業、エスニックなど）に対するステレオタイプや偏見

などに関する研究論文の講読と要約を行う。また、それら先行研

究の知見をまとめることも試みる。 

 

 
コミュニケーション科学

（電子メディア）Ⅰ 

本講義では、様々な電子メディアの特徴を理解することを目標と

する。現代のコミュニケーションにおいて、電子メディアは大きな

部分を占めている。電子メディアには文字ベースから、音声、画

像、映像などのマルチメディアまでが存在する。また使用方法に

関しても同期的、非同期的に分けることができる。電子メディア

の特徴を理解することは、電子メディアコミュニケーションに関す

る研究において欠かすことができない。また、本授業科目では、

電子メディアの特徴を理解するために電子メディアコミュニケー

ションに関する基礎研究を紹介する。 

 

 
コミュニケーション科学

（電子メディア）Ⅱ 

本講義では、電子メディアコミュニケーションの特徴を理解する

ことを目標とする。電子メディアの持つ様々な特徴によって、私

たちのコミュニケーションはどのような制約を受けているのか、ま

た制約から解放されているのか、について理解する。その上で、

これらの制約が有効なコミュニケーションや、制約の方略として

の使用について考察する。また、本授業科目では、電子メディア

コミュニケーションの特徴を理解するために電子メディアを用い

たコミュニケーションに関する応用研究・実践研究を紹介する。 

 

 

コミュニケーション科学

（ヒューマン・コンピュー

タ・インターラクション）

Ⅰ 

認知心理学や人間工学などの予備知識がない受講者を対象

に、ヒューマン・コンピュータ・インターラクション（HCI）の基礎を

学習する。人間の情報処理過程（知覚・認知・運動システム）とコ

ンピュータの基本機能（入力・出力・記憶・演算制御）をまず学習

し、両者を対比しながら情報システムと人間のインターラクション

の基本を学ぶ。次に、人間のモデル化やエラー等のこの分野で

重要なトピックをいくつか取り上げ、最後に、HCI とユニバーサル

デザイン・ユーザビリティ・アクセシビリティとの関係を指摘する。 

 

 

コミュニケーション科学

（ヒューマン・コンピュー

タ・インターラクション）

Ⅱ 

HCI の観点からユニバーサルデザイン・ユーザビリティ・アクセシ

ビリティを理解させる。WHO の ICF 等を元に、多様な身体・認知

特性を持つ人間の機能と生活をまず理解する。次に、ユニバー

サルデザイン・ユーザビリティ・アクセシビリティそれぞれの定義

と関係を理解させ、各分野のユーザ分析及びシステム評価の両

場面で必要となる調査研究手法をいくつか紹介する。最後に、

ウェブなどを題材に取り上げて、ユーザビリティとアクセシビリティ

を評価する実習を行い、この科目で学んだ知識の定着と実践へ

の応用を図る。 
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グ
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基
礎 グローバル共生社会論 

（概要）本講義は、グローバル化が進む中でそれに対応し
た制度やシステム構築が遅れている現状を踏まえて、グロ
ーバル化の時代にふさわしい新たな共生社会を構想するた
めの研究能力を育成することを目標とする。本講義は、上
記の目標を達成するため、複数の方法論を用いて既存の国
際関係社会関係の枠組みのさまざまな視点からの批判的再
検討を行い、その過程でグローバル化がはらむ共生の障壁
を探るとともに、グローバル共生社会を構想するための諸
理論の基礎を学んでいく。 
（オムニバス方式／全 15 回） 
（平成 25 年度滝口太郎 3 回/平成 24 年度黒川修司 3 回）：

グローバルな国際システムの変容とその要因を歴史的経
緯も絡めながら検討する。その際既存の国際秩序の中核
を担ってきた国の視点だけでなく、現秩序に変わる新秩
序を求めている国の視点も取り入れて講義する。 

（平成 25 年度湯浅成大 3 回/平成 24 年度油井大三郎 3 回）：
現在の国際システムにおいて依然として大きな影響力を
持っているアメリカに焦点を当て、グローバル社会にお
ける共生とアメリカとの関係について多面的に検討す
る。 

（平成 25 年度兼若逸之 3 回/平成 24 年度聶莉莉 3 回）：ア
ジアにおけるグローバル共生社会の可能性について、特
に文化の面から検討する。その際文化人類学的な手法や
比較文化的な手法などを適宜用いて分析する。 

（平成 25 年度二村真理子 3 回/平成 24 年度竹内健蔵 3
回）：望ましい共生社会を形成するために、望ましい社会
の定義およびそれを客観的な指標によって計測するため
の方法を検討する。ここでは経済学が考える望ましい社
会の定義からはじめ、望ましさの計測手法並びに望まし
い社会の実現に向けての政策評価などについて考察す
る。 

（平成 25 年度中村眞人 3 回/平成 24 年度染谷俶子 3 回）：
共生社会の基本単位として自明視されてきた家族、仕事
などの枠組について、グローバル化という変動の中で新
しい枠組の可能性はどのように可能か、社会学的な比較
研究の視点から明らかにする。 

オムニバス方

式 

 
グローバルジェンダー

分析 

（概要）「グローバル共生社会」分野では、一人一人の「生」
（生命、生活、人生）を見つめ、一人一人の「生」が抑圧
や暴力から解放される新しい共生社会をグローバルに構想
するため、社会的文化的性別・性差である「ジェンダー」
をすべての学問、政策、運動を横断する重要な課題と捉え
る。本講義では、さまざまな分野で今日まで取り組まれて
きたジェンダー分析の成果を超領域的に学ぶことで、より
明確にその分析視角を理解し、各自の研究と実践にジェン
ダー視点を統合する能力をつけることを目指す。 
（オムニバス方式/全15回） 
（小檜山ルイ/３回） 
ジェンダーという概念は歴史理解、歴史叙述にどのような

可能性を開いたのかを学ぶ。「私的で個人的なことは政
治的なことである」というフェミニズムの標語は、歴史
叙述をどう変えてきたのだろうか。 

（国広陽子/3 回） 
フェミニズム運動におけるマスメディア批判から、フェミ

ニズム視点に立ったジェンダー研究におけるメディア批
判の展開について映像資料を紹介しつつ検討する。 

（金野美奈子/3 回） 
仕事と家族の領域における既存のジェンダー研究の主要な

成果を概観し、ワークライフスタイルの多様化など近代
型ジェンダー構造の変容を受けた新たな課題について考
察する。 

（岡村清子/3 回） 
生活問題と社会福祉政策についてのジェンダー分析を行

う。具体的には、アメリカと日本におけるシングルマザ
ーの社会福祉政策を比較し、今後の日本の課題について
考察する。 

（古沢希代子/3 回） 
発展途上国の開発や紛争後の平和構築の過程で発生するジ

ェンダー問題を追究する。あわせてジェンダー平等の見
地から具体的な援助プログラムや政策の評価を行う。 

オムニバス方

式 
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グローバル社会基礎研

究（国際関係論）Ⅰ 

冷戦終了後の定まらない、ある意味では古典的な世界に回帰し

たような国際関係を分析するための方法論あるいはアプローチ

を身につけることを目標とする。具体的には「理論」やモデルを

重視しながら、複雑な国際社会に接近していく。 

本講義では上記の目標を達成するために、政策決定論を中心

として、歴史的分析をすることで「冷戦」を深く理解していく。一

体どのような国際環境において、各国の政策決定者は「選択

肢」からある決定を選びだしたのか、どの程度の自由度があった

のかを考えてみたい。「合理的決定者モデル」｢組織過程モデ

ル｣などを具体例で検討する。 

 

 
グローバル社会基礎研

究（国際関係論）Ⅱ 

冷戦終了後の定まらない、ある意味では古典的な世界に回帰し

たような国際関係を分析するための方法論あるいはアプローチ

を身につけることを目標とする。具体的には「理論」やモデルを

重視しながら、複雑な国際社会に接近していく。本講義では上

記の目標を達成するために、「グローバル社会基礎研究（国際

関係論）Ⅰ」で学んだ政策決定論の視角に留意しながら、パワ

ー・ポリティックスから、国際関係の変容をアクターの複雑さに注

目して考察していく。具体的には、｢同盟｣、｢安全保障｣「外交」

「主権国家」などを冷戦後の事例に則して検討する。 

 

 

 

グローバル社会基礎研

究（国際機構論） 

21 世紀に入り国際社会の変容は大きいが、国連を中心とする国

際機構は、冷戦の終結により東西対立に起因する機能麻痺に

陥る確率は低下した。主権国家と国際機構の相互の連関に注

目しながら、国際法の視点から国際機構を分析することが目標

である。上記の目標を達成するために、本講義では国際機構が

国際社会でどのように機能してきたかを講義するが、政治面だ

けでなく、国際経済の面でも国際機構が果たす役割が増大して

いることに注目したい。そこでも国際法（あるいは国際経済法）が

果たす役割を改めて検討する。 

 

 
グローバル社会基礎研

究（国際法） 

グローバルコミュニティの基本法である国際法の主要な問

題を取り上げて、国際法の基礎を学ぶとともに、現代国際

法の特徴および動向を明らかにすることを目標とする。同

時にグローバル共生社会構築の基盤となる国際人権法に関

する理解を深めることも目標とする。本講義では、国際法

の基礎、法源、国家主権と管轄権、国際関係と人権、人権

概念の普遍性、国際人道法など幅広いテーマを取り扱う。

国際法の理論の解説にとどまらず、さまざまな具体的な事

例や国際判決の判例などグローバル共生社会構築の実践に

もつながる授業をめざす。 

 

 

 

共生経済基礎研究（ミク

ロ経済学） 

公共政策を分析、評価し、政策提言につなげていく一連の

過程を実行するためにはミクロ経済学の知識とその手法の

適用は必要不可欠である。本授業においては政策志向のミ

クロ経済学の修得を目的とし、特に現実の政策への応用を

主眼とする。具体的には中級から上級クラスの英文のミク

ロ経済学のテキストのうち、市場の失敗の分野を中心的に

取り上げて講読する。したがって初級程度のミクロ経済学

の素養は必要であり、大学学部卒業程度の数学能力を前提

とする。 

 

 
共生経済基礎研究（マ

クロ経済学） 

この講義では、現実のマクロ経済の構造を理解し、その理

解をさまざまな政策立案に役立てるよう、マクロ経済学の

内容を学説史的・体系的に講義する。特に力点をおく講義

項目としては、開放経済における国民所得の決定メカニズ

ム、IS-LM分析と財政政策・金融政策、AD-AS分析、マンデ

ル=フレミング・モデル等であり、実証分析例も紹介しつつ

講義を進める。毎回、マクロ経済モデルを用いた演習問題

を解き、講義中に学んだ理論の理解が深まるよう、配慮す

る。 
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共生経済基礎研究（社

会統計学） 

重回帰分析を中心とした多変量解析を、福祉や雇用、金融

や財政、消費や貯蓄、開発や援助といった実際のデータへ

適用した例を厳密に検討しつつ、毎回の講義では統計解析

ソフトウェアを使用し、社会統計学の理論と応用力の習得

をはかる。また、日本の総務省統計局・厚生労働省・財務

省・日本銀行、あるいは世界銀行・国連開発計画(ＵＮＤ

Ｐ）・国際労働機関(ＩＬＯ）・国連食糧農業機関(ＦＡＯ）

等の公表したデータの特性・利用法についても詳細な講義

を行い、広範かつ高度な実証分析を行う能力を養う。 

 

 
共生経済基礎研究（経

済思想） 

共生社会を構想する基盤として、グローバルな社会におけ

る共生の可能性を示唆した経済思想を理解することを目標

とする。具体的には、19 世紀中庸から 20 世紀初頭にかけて

のヨーロッパを中心に、環境との共生、地域社会における

共生、経済成長とともに発現した格差に対する是正の試み

などをめぐる経済思想の歴史的展開を講義する。とくに、

共生社会のデザインの多様性と共生における中間組織の重

要性に焦点を当ててゆくことにしたい。 

 

 

 

共生社会基礎研究（社

会学原論） 

受講生が自分自身の研究を進めていくための基礎となる、現代

社会理論ないし古典的社会理論を身につけることを目指す。内

容は、社会理論をソーシャルについての理論とソサエティにつ

いての理論に大別して言えば、前者については行為、合理性、

秩序、規範、権力、信頼といった古典的テーマから、コミュニケ

ーション、ネットワーク、意味とシンボル、リアリティ、アイデンティ

ティなどの現代的テーマまでを扱い、後者については、分化と

統合、進化、市民社会論、世俗化、階級・階層といった古典的

テーマから、リスク、環境、情報、メディア、固定化／液状化、再

帰性などの現代的テーマまでを題材とする。 

 

 
共生社会基礎研究（社

会文化論） 

工業化に伴う社会の変容は、当初大衆社会論という危機として

認識されたが、国民国家、性別役割分業家族、職業などを基本

ユニットとする一定の安定した枠組を得た。しかし、今日グロー

バル化・自由化というかたちでそれが解体され、新しい枠組が模

索されている。こうした現状認識に立ち、現代社会の社会関係と

社会規範の関わり、すなわち社会文化の問題について考察す

る。とりわけ、社会のマイノリティ、弱者と呼ばれる人々の生の営

みとしてのサブカルチャーに胚胎される文化規範のありように着

目し、新しい共生社会の可能性を考究する。 

 

 

 

共生社会基礎研究（質

的調査） 

「質的」と特に形容される調査方法、問題設定の特性を理

解することを目標とする。「質的」な社会調査法の意味を理

解するため、その学史的背景としての社会構造論、社会変

動論、意味の社会学などを概観した上で、研究課題と調査

法の関係、質的データの諸形態と特性、質的データの獲得

方法の特徴、質的データの獲得方法の課題、データの質的

な分析法などについて解説する。また、研究論文を質的デ

ータとして解読する方法、分析の手順を学ぶ。そして、デ

ータ収集法及び分析法を模擬的に実習しながら実践的能力

の基礎を習得する。 

 

 
共生社会基礎研究（多

変量解析） 

多くの変数が同時に複雑にかかわり合う人間行動や社会現象を

対象とする人間社会科学の研究の中では、因子分析や重回帰

分析などの多変量解析は重要な研究のツールとなっている。本

講義では、多変量解析を理解する上で必須となる統計的な基

礎概念から始め、平均値の差の検定や分散分析を経て、多変

量を扱う統計的解析手法まで指導する。それぞれの統計的手

法や概念については、統計パッケージソフトを実際に使用して

データ分析をしながら活用できるようにする。 
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 専
門 

地域共生研究（アメリ

カ）Ⅰ 

アメリカと国際社会の共生についての理解を深めることを

目標とする。そのために、アメリカ外交のイデオロギーや

アメリカの国際秩序観を概観し、アメリカ外交の持ってい

る普遍志向と特殊性について検討していく。またアメリカ

外交は国内的な価値観、社会契約のあり方、あるいは国内

における政治対立が直裁的に反映される面が強いため、ア

メリカ政治における国内政治と外交政策の連関や、国内で

の政治イデオロギーの対立などにも焦点を当てていく。さ

らにアジアとアメリカの共生関係についても歴史的事例や

現状の分析を通じて理解を深めていくことにする。 

 

  
地域共生研究（アメリ

カ）Ⅱ 

アメリカ合衆国における多人種・多民族集団間の対立・相

克の歴史過程を概観した上で、「多文化主義」など人種・

民族集団間の共生をめざす理論的・実際的努力の過程を検

討することを目指す。本講義は、上記の目標を達成するた

めに、1990 年代のアメリカ合衆国で展開された「多文化主

義」論争に関する文献を精読する。また、日系移民や他の

アジア系移民をめぐる差別や排斥の歴史過程を検討すると

ともに、法的差別の撤廃やアジア系移民の社会的・経済的

地位上昇を通じて共生の条件が高まっていった過程につい

ても検討する。 

 

  
地域共生研究（東アジ

ア）Ⅰ 

現代における中国の外交政策と日中関係の基本構造を理解さ

せることを目標とする。まず、中国の外交政策を規定している歴

史的要因、国内的諸要因について説明。次いで、近年の大国

化に伴う外交政策の変化を講義する。中国外交の歴史、思想、

行動パターンを理解させた上で、現代の日中関係を考察する。

国交回復以来、複雑化する両国関係の様々な分野における諸

問題を分析、理解し、日中両国が政治的、経済的に共生するた

めの諸条件を検討する。 

 

  
地域共生研究（東アジ

ア）Ⅱ 

東アジア世界における共生の問題を日韓の文化比較を中心

として考察し、その結果浮き彫りにされる日韓両国の社会

的な特質についての理解を深めることを目標とする。日韓

両国のさまざまな生活習慣や社会関係・家族関係のあり方

をはじめとする日韓比較文化に関する書籍・論文などを幅

広く読み、それぞれの文化比較論を成り立たせている方法

論を批判的に検討し、そのような比較の長所及び短所およ

び既存の論著の妥当性と限界性をあわせて考察する。 

 

  
平和共生研究（多文化

共生論） 

本講義は、文化人類学の異文化理解の方法論や他者へのま

なざし、例えば、他者を理解する参与調査法、多様な人間

文化を理解する立場としての文化相対主義、人間集団をめ

ぐる多様な情報を整理し一つの知の体系として提示してゆ

く統合的思考法、研究者自身の立場を考慮する内省的視点

などを学びながら、多文化共生に必要な視点と方法論を理

解することを目指す。関連する文化人類学の古典的研究を

紹介すると同時に、多様な民族集団を統合する複合社会の

動態や、民族紛争とその和解、文化交流と相互に与えた影

響など現代社会に関する新しい研究も紹介する。 

 

  
平和共生研究（平和教

育学） 

平和教育の理論と実践について、日本に焦点を当てつつ、

海外諸国やユネスコ等の国際的動向も視野に入れて検討す

ることで、近年提起されている「平和教育学」研究の成果

から学ぶとともに、平和教育に関する各自の知見を深める

ことを目標とする。近年の「包括的平和教育」論では、戦

争に関する問題のみならず、開発、人権、環境、異文化理

解等多様な課題を含み込んで平和教育の理論と実践を構築

しようとしている。こうした平和教育研究の到達点を学ぶ

とともに、そこに残されている諸課題を剔抉してその克服

への道筋を具体的実践に即して検討する。 
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共生経済研究（公共政

策論） 

主として経済学における分析手法に依拠して、現実の経済

問題に対して行われている諸政策を分析、評価、検討する。

これら一連のプロセスを経ることによって、将来の修士論

文作成における明確な問題意識と分析手法の獲得を目的と

する。具体的には、市場と政府（公的介入）との関係に焦

点を当てる。電力・ガス・水道・情報通信・交通などのよ

うな公益事業においては、民間の採算性と公共の目的が相

克しがちであるので、こうした分野において、どのような

政策を策定することが望ましいかを考えていきたい。 

 

  
共生経済研究（環境経

済学） 

本講義では、地域環境問題、地球環境問題、資源エネルギ

ー問題などの諸問題を経済学的視点から分析し、解決のた

めの望ましい政策手法の導出や仕組みの設計を行うことを

目的とする。具体的には、固定発生源、移動発生源による

大気汚染の解決や、温室効果ガスの排出抑制に対する、経

済的手法の適用について理論面から理解した上で、政策手

段の歴史的変遷、現在の諸外国の政策について知識を深め

る。また、資源エネルギー問題については、化石燃料の枯

渇問題について、世代間配分、新エネルギーの可能性など

について議論を行う。 

 

  共生経済研究（開発経

済学） 

共生社会を構想する基盤として、人々の生活や人生に多大

な影響を及ぼす貧困や経済格差の問題を扱い、その原因を

一国及び地球規模で分析し、より良い経済発展の方法を探

ることを目標とする。具体的には、まず、貧困や格差の概

念や計測手法と開発理論の発展過程を講義し、次に、現代

の発展途上国が直面する国内的問題と国際的問題に焦点を

あて、その問題を論じる際の理論的枠組み、問題の現状、

解決のための政策を論じる。 

 

  共生経済研究（国際金

融論） 

世界的な金融自由化は金融危機のグローバルな連鎖をもた

らし、そのショックは実体経済を揺さぶって人々の生活を

脅かしている。本講義の目的は、共生社会を構想する一環

として、国際金融市場に対するグローバルなガバナンスを

構想することである。そのために、国際金融のメカニズム

と国際マクロ経済学を理解し、金融危機の原因と危機が波

及するメカニズム及びその影響を分析し、既存の制度や政

策を検討する力を養う。 

 

  共生社会研究（産業と

労働の社会学） 

グローバルな規模で進む産業発展および企業活動の現状と、

多様な人々の協働と共生が求められる仕事の世界について、理

論的・経験的な知識を身につけることを目標とする。発展途上地

域では工業化が進むとともに、工業化を遂げた諸地域では知識

社会化が進んでいる。本講義では、こうした現象についての、社

会学理論の文献検討と、アジアはじめ各地域の諸事例の検討、

諸統計の分析を行う。その基礎の上に、産業分野での国際協

力、科学技術とイノベーション、持続可能な発展と人的資源開

発などについて考察し、共生社会形成の課題を追求する。 

 

  
共生社会研究（少子高

齢化と福祉） 

福祉社会の概念とその発展の歴史、また、近年の少子高齢社

会における福祉の現状と課題について、歴史的、地域的な視点

から多元的に捉える。福祉の変遷、福祉社会形成の考察に始ま

り、少子高齢社会の現状と課題、現代社会の目指すものを検証

し、その上でわが国社会の特性について、多角的な探求を行

う。他方、先進諸国の現状（スウェーデン、オーストラリア、英国、

アメリカ合衆国など）の考察、及び福祉社会の類型比較を行い、

急激に変貌するアジア社会の検証と、グローバルな視点から少

子高齢社会と福祉の課題について考究していく。 

 

  
グローバルジェンダー

研究（仕事と家族） 

再生産の様式、職場に関わる法規範の変化、労働市場構造な

どの変化を背景に、とりわけ先進諸国において、職場と家族に

関する近代型ジェンダー構造の変容が指摘されて久しい。この

歴史的な過程とその背景について理解を深めるとともに、近年

のジェンダー研究の展開を踏まえつつ、職場と家族の結節点に

おける現代的な諸問題について、労働者個人、家族、企業、国

家など多様なアクターを視野に入れた複眼的な視点から考察を

行う。グローバルな相互比較に特に力点を置く。 
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グローバルジェンダー

研究（社会福祉） 

近代社会における社会保障制度は、イギリスのベバリッジ報告
による福祉国家論と北欧諸国のノーマライゼーション思想や福
祉社会論の影響を受けて展開してきた。1970 年代以降は、ジェ
ンダーアプローチからの批判があり改革がなされている。日本で
は女性の労働参画が進んでいるが、性別役割分業の家族モデ
ルが背景にあるために介護・育児などケア労働の社会化という
新たな家族福祉ニーズへの対応が求められている。このような
状況を踏まえ、日本における少子高齢化や家族の多様化に対
応した社会福祉政策のあり方についてジェンダーの視点から論
じる。 

 

  

グローバルジェンダー

研究（コミュニケーショ

ン） 

ジェンダー研究のための方法論として、ライフヒストリー
分析、会話分析、メディアの言説分析など質的調査法を理
解させる。あわせて、質的調査法の多様性とその意義につ
いて、質的調査に基づく論文を講読し理解を深める。また、
実習を通してフィールドワークの技法を習得する。調査倫
理、とくに研究対象との関係性、研究者としての立場など
についての理解も重視する。 

 

  
グローバルジェンダー

研究（開発と平和構築） 

本研究では発展途上国における経済開発・社会開発の現状
をジェンダーの視点から分析する手法（ジェンダー分析）
と開発政策にジェンダーによる差別や格差の是正を組み込
む手法（ジェンダー平等推進計画）について学ぶ。また、
同じ手法を紛争地域における紛争後の平和構築のプロセス
に適用し、平和構築期に取り組まれるべき問題群とその方
策をジェンダーの視点から検討する。期末には、既存のプ
ロジェクトや政策を評価する、自らの調査研究にジェンダ
ー視点を組み込むといった課題を与える。 

 

  

グローバルジェンダー

研究（比較ジェンダー

研究） 

近代日本のジェンダー構造は、日本以外の国や地域からど
のような影響を受けて構築されていったのかを理解させる
ことを目標とする。家族や女性らしさ、結婚の形態、学問
体系などは、異なる地域や国ではどのような差異と共通性
が見られ、それらはどのように相互に影響し合ってきたの
だろうか。各自がトピックを選び、ブックレポートを行い、
また、独自の調査結果を発表する。 

 

  
共生社会拠点実習 

 

本演習は、グローバル共生社会分野で学ぶ学生が共生社会
の実現に取り組む国際機関、NPO/NGO、行政機関、企業等
でインターンとして実務を経験することをサポートするプ
ログラムである。まず派遣前は、インターンシップ先の選
定、インターンシップ先との交渉、インターンシップ先の
業務・活動領域や業務・活動内容の把握、参与観察の手法、
インターンシップ中の心がまえ・安全確保・健康維持に関
する指導を行う。インターンシップ中は、定期的に報告を
出させ、必要に応じて助言を与える。修了後は、インター
ンシップ経験の総括、フォローアップための学習、学内で
のプレゼンテーション、報告書作成を指導する。 
（オムバス方式／全 15 回） 
（岡村清子、古沢希代子、黒川修司、竹内久顕／1 回） 

インターンシッププログラムとは 
（岡村清子、古沢希代子／1 回） 

インターンシップ先の選定 
（竹内久顕／2 回）プレゼンテーションワークショップ 
（岡村清子／1 回）調査法ワークショップ 
（古沢希代子／1 回）調査法ワークショップ 
（黒川修司／2 回）ディスカッションワークショップ 
（岡村清子、古沢希代子／1 回）派遣前の諸注意 
（岡村清子、古沢希代子／1 回） 

インターンシップの振り返り(1)  
（黒川修司、竹内久顕／1 回） 

インターンシップの振り返り(2)  
（岡村清子、古沢希代子／1 回） 

フォローアップのための調査研究報告(1)  
（黒川修司、竹内久顕／1 回） 

フォローアップのための調査研究報告(2)  
（岡村清子、古沢希代子、黒川修司、竹内久顕／1 回） 
学内報告会の開催 

（岡村清子、古沢希代子、黒川修司、竹内久顕／1 回） 
プログラムの評価会 

オムニバス方

式 

 

 

 

 

演習 30 時間 

実習 80 時間 
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（研究指導） 

（概要） 

博士前期課程 1 年次の学生を対象とし、人間社会科学の分野

における学術論文を執筆できるように体系的に指導する。学生

個々の主題に応じて、研究テーマや研究方法の選び方から、資

料収集、研究発表の技法までの基本を指導する。 

 

臨床心理学分野 

（柴山雅俊） 

 精神保健に関連する領域について、精神病理学を主に援用し

指導する。 

（高畠克子） 

 学生自身が興味・関心を持つ研究分野において、コミュニティ

心理学的視点を加えながら指導を行う。 

（近田輝行） 

 パーソン・センタード・アプローチ、フォーカシング指向心理療

法、青年期のカウンセリング等に関する研究指導を行う。 

（前川あさ美） 

  発達過程における問題、学校における問題、および家族

関係における問題に関して発達臨床的視点から指導す

る。 

（無藤清子） 

学生自身が関心を持つ研究分野について、家族臨床心理

学的支援の視点から、研究指導を行う。 

 

心理・コミュニケーション科学分野 

（小田浩一） 

精神物理学を中心にした実験的手法により、人間の感覚知

覚認知、人間の行う情報処理に関する研究指導を行う。 

（平林秀美） 

主に観察法を用いて、発達心理学、特に感情発達および社

会的発達に関する研究指導を行う。 

（工藤恵理子） 

主に実験的手法を用いて、社会心理学、特に社会認知的ア

プローチによる研究課題の指導を行う。 

（唐澤真弓） 

文化比較研究の妥当性、問題点を理解した上で、心の社会・

文化的構造を同定する比較研究についての指導を行う。 

（斉藤慎一） 

質問紙調査、内容分析、実験などの手法を用いて、マス・メ

ディアやインターネットとその社会的影響について指導を行

う。 

（李津娥） 

内容分析、実験、質問紙調査などの手法を用いて、マス・メデ

ィアとインターネットにおける広告コミュニケーションに関する

研究指導を行う。 

（有馬明恵） 

内容分析、質問紙調査、インタビュー調査、実験などの手法

を用いて、マス・メディアにおける年齢、ジェンダー、エスニッ

クなどの問題やその影響についての指導を行う。 

（渡辺隆行） 

HCI、特にユーザビリティとアクセシビリティに関して指導を行

う。 
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グローバル共生社会分野 

（黒川修司） 

国際紛争、平和構築、人道的介入、国際協力などの国際関

係論の幅広いテーマに関して研究指導を行う。 

（湯浅成大） 

国際政治学、外交史の手法を用いて、アメリカの政治、外交

に関するテーマの研究指導を行う。 

（油井大三郎） 

比較地域研究や歴史学的手法を用いて、アメリカ合衆国や 

日本における多文化共生などに関するテーマの研究指導を

行う。 

（滝口太郎） 

国際政治学、外交史の手法を用いて、中国の政治、外交に

関するテーマの研究指導を行う。 

（兼若逸之） 

歴史学的・比較文化的手法を用いて、韓国の社会・文化・歴

史などのテーマについての指導を行う。 

（聶莉莉） 

文化人類学的手法を用いて、東アジアの社会・文化をテーマ

とする指導を行う。 

（小檜山ルイ） 

社会史、女性史、ジェンダー論の手法を用いて、アメリカ社会

や日米比較をテーマとする指導を行う。 

（国広陽子） 

ジェンダーとマスメディアについて実証主義的アプロー

チ（アメリカ）と批判的アプローチ（ドイツ、イギリス）

の両者をとりあげ、研究指導を行う。 
（竹内久顕） 

平和教育学に関する基礎的文献の読解と実践の検討につ

いて研究指導を行う。 
（古沢希代子） 

複合的なアプローチを用いて、開発や平和構築のプロセ

スで発生するジェンダー問題について指導を行う。 

（宍戸恒信） 
国際経済学と開発経済学の手法を用いて、国レベルの政

策、グローバルな監視制度、国際協力の方策を構想する

力をつける。 

（竹内健蔵） 
ミクロ経済学の分析手法を用いて、特に料金規制や参入

退出規制などの問題について指導を行う。 
（二村真理子） 

ミクロ経済学、環境経済学の分析手法を用いて、環境関

連の諸問題への対処に関する研究指導を行う。 

（白砂堤津耶） 

計量経済学の基本的な手法を用いて、日本及びアジア諸

国・地域の経済的課題に関する研究指導を行う。 

（栗田啓子） 

 共生社会の経済思想の基礎的な理解を深めるため、現代

的な問題意識のもとに歴史的文献を研究することを指導

する。 

（中村眞人） 

産業発展および企業活動の現状と，多様な人々の協働と共

生が求められる仕事の問題について、産業と労働の社会学

の観点から指導する。 

（金野美奈子） 

職場と家族の結節点におけるジェンダーの社会学の諸問題

について、労働者個人、家族、企業、国家などを視野に入れ

た複眼的でグローバルな視点から指導する。 
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（赤堀三郎） 
近代社会の原基的構造をめぐる諸問題について、社会学
史、理論社会学の視点から指導する。 

（伊奈正人） 
近代社会の原基的構造をめぐる諸問題について、大衆社会
論、文化社会学の視点から指導する。 

（岡村清子） 
現代日本社会における生活、家族、社会福祉をめぐる諸問題
について、福祉社会学の視点から指導する。 

（染谷俶子） 
少子高齢社会における諸問題について、国際比較を踏まえ
つつ指導する。 

 

  

 

 

 

論文指導演習Ⅰ 

（概要） 
人間社会科学の分野における学術論文を執筆できるように指導
する。学生個々の研究主題に応じて、先行研究のレビュー、オリ
ジナルな研究課題と研究手法の計画、一次・二次資料の精査・
分析、学術論文の形式の執筆や発表ができるよう指導する。演
習Ⅰでは主に先行研究の検討から資料の収集分析までを扱う。 
 
臨床心理学分野 
（柴山雅俊） 
 精神保健に関連する領域について、精神病理学を主に援用

しながら、幅広い文献を読み込み、深く考察できるように指導
する。 

（高畠克子） 
 学生自身が興味・関心を持つ研究分野において、先行文献を

できるだけ多く読むことを進め、コミュニティ心理学的視点を
加えながら指導を行う。 

（近田輝行） 
 パーソン・センタード・アプローチ、フォーカシング指向心理療

法、青年期のカウンセリング等に関する研究指導を行う。 
（前川あさ美） 
  発達過程における問題、学校における問題、および家族
関係における問題への理解と支援に関する研究を発達臨
床的視点から指導する。 

（無藤清子） 
学生自身が関心を持つ研究分野について、先行研究の展
望を行う。人の語りを重視しつつ、人を取り巻く家族･地
域社会などのシステムや社会文化・制度なども視野に入
れる家族臨床心理学的支援の視点から、研究指導を行う。 
 

心理・コミュニケーション科学分野 
（小田浩一） 

精神物理学を中心にした実験的手法により、人間の感覚知
覚認知、人間の行う情報処理に関する研究指導を行う。 

（平林秀美） 
主に観察法を用いて、発達心理学、特に感情発達および社
会的発達に関する研究指導を行う。 

（工藤恵理子） 
主に実験的手法を用いて、社会心理学、特に社会認知的ア
プローチによる研究課題の指導を行う。 

（唐澤真弓） 
文化比較研究の妥当性、問題点を理解した上で、心の社会・
文化的構造を同定する比較研究についての論文指導を行
う。 

（斉藤慎一） 
質問紙調査、内容分析、実験などの手法を用いて、マス・メ
ディアやインターネットが伝える内容の分析とその社会的影
響に関する研究について論文指導を行う。 

（李津娥） 
内容分析、実験、質問紙調査などの手法を用いて、マス・メ
ディアとインターネットにおける広告コミュニケーションの内容
的特徴と訴求戦略の分析、広告コミュニケーションの受容過
程と効果に関する研究指導を行う。 

 



18 

   

（有馬明恵） 

内容分析、質問紙調査、インタビュー調査、実験のいずれか

の手法を用いて、マス・メディアにおける年齢、ジェンダー、エ

スニックなどの問題やそれらが人々に及ぼす影響に関する研

究についての論文指導を行う。 

（渡辺隆行） 

HCI、特にユーザビリティとアクセシビリティに関する論文講読

をベースに、この分野で論文を書くために必要な指導を行う。 

 

グローバル共生社会分野 

（黒川修司） 

国際紛争、平和構築、人道的介入、国際協力などの国際関

係論の幅広いテーマに関して研究指導を行う。 

（湯浅成大） 

国際政治学、外交史の手法を用いて、アメリカの政治、外交

に関するテーマの研究指導を行う。修士論文執筆に向けて

の応用的な分析枠組みの理解を深めることを目指す。 

（油井大三郎） 

比較地域研究や歴史学的手法を用いて、アメリカ合衆国や 

日本における多文化共生などに関するテーマの研究指導を

行う。 

（滝口太郎） 

国際政治学、外交史の手法を用いて、中国の政治、外交に

関するテーマの研究指導を行う。中国における不平等条約

体制の成立とその撤廃交渉をめぐる中国政治外交史を扱っ

た文献を利用し、研究分析の視角と方法論を身につける。 

（兼若逸之） 

歴史学的・比較文化的手法を用いて、韓国の社会・文化・歴

史などのテーマについての論文指導を行う。 

（聶莉莉） 

文化人類学的手法を用いて、東アジアの社会・文化をテーマ

とする論文作成の指導を行う。 

（小檜山ルイ） 

社会史、女性史、ジェンダー論の手法を用いて、アメリカ社会

や日米比較をテーマとする論文作成の指導を行う。 

（国広陽子） 

アメリカを中心に進展した実証主義的アプローチとドイ

ツ、イギリスから展開した批判的アプローチの両者をと

りあげ、ジェンダーとマスメディアについて研究指導を

行う。 
（竹内久顕） 

平和教育学に関して共有しておくべき基礎的文献の読解

と実践の検討を行うことで、今日の平和教育学研究の到

達点を整理・解明することを課題とする研究指導を行う。 
（古沢希代子） 

開発や平和構築のプロセスで発生するジェンダー問題に

取り組むため、複合的なアプローチによる現状分析や政

策評価について指導を行う。 

（宍戸恒信） 
国際経済学と開発経済学の手法を用いて、グローバル化

する金融、産業、労働力の現状を分析し、国レベルの政

策、グローバルな監視制度、国際協力の方策を構想する

力をつける。 

（竹内健蔵） 
ミクロ経済学の分析手法を用いて、特に料金規制や参入

退出規制などの問題について指導を行う。 
（二村真理子） 

ミクロ経済学、環境経済学の分析手法を用いて、環境関

連の諸問題への対処に関する研究指導を行う。 
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（白砂堤津耶） 

計量経済学の基本的な手法を用いて、日本及びアジア諸

国・地域の経済的課題に関する研究指導を行う。 

（栗田啓子） 

 経済思想史の絶対主義的アプローチあるいは相対主義的

アプローチを用いて、共生社会をめざす経済思想の特質

について研究指導を行う。 

（中村眞人） 

グローバルな規模で進む産業発展および企業活動の現状

と、多様な人々の協働と共生が求められる仕事の問題につい

て、産業と労働の社会学の観点から、論文の構想、調査の企

画立案について指導する。 

（金野美奈子） 

職場と家族の結節点におけるジェンダーの社会学の諸問題

について、労働者個人、家族、企業、国家など多様なアクタ

ーを視野に入れた複眼的でグローバルな視点から、論文の

構想、調査の企画立案について指導する。 

（赤堀三郎） 

グローバル化という変動のなかで見直しを迫られる近代社会

の原基的構造をめぐる諸問題について、社会学史、理論社

会学の視点から、文献研究や調査研究の企画立案について

指導する。 

（伊奈正人） 

グローバル化という変動のなかで見直しを迫られる近代社会

の原基的構造をめぐる諸問題について、大衆社会論、文化

社会学の視点から、論文の構想、調査の企画立案について

指導する。 

（岡村清子） 

グローバル化する現代日本社会における生活、家族、社会福

祉をめぐる諸問題について、福祉社会学の視点から、論文の

構想、調査の企画立案について指導する。 

（染谷俶子） 

現代日本における少子高齢社会における諸問題について、

グローバルな視点からの国際比較を踏まえつつ、論文の構

想、調査の企画立案について指導する。 

 

 

  
 

 

 

 

論文指導演習Ⅱ 

（概要） 

人間社会科学の分野における学術論文を執筆できるように指導

する。学生個々の研究主題に応じて、先行研究のレビュー、オリ

ジナルな研究課題と研究手法の計画、一次・二次資料の精査・

分析、学術論文の形式の執筆や発表ができるよう指導する。演

習Ⅱでは主に資料の分析から論文執筆・発表までを扱う。 

 

臨床心理学分野 

（柴山雅俊） 

精神病理学を越えて、広く学際的見地から論文指導を行な

う。 

（高畠克子） 

コミュニティ心理学の理念と研究法を用いて論文のまとめ方の

指導を行う。 

（近田輝行） 

 パーソン・センタード・アプローチ、フォーカシング指向心理療

法、青年期のカウンセリング等に関する研究指導を行う。 

（前川あさ美） 

発達過程における問題、学校における問題、および家族

関係における問題への理解と支援に関する研究を発達臨

床的視点から指導する。 
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（無藤清子） 

人の語りを重視しつつ、人を取り巻く家族･地域社会など

のシステムや社会文化・制度なども視野に入れる家族臨

床心理学的支援の視点から、研究指導を行う。 
 

心理・コミュニケーション科学分野 

（小田浩一） 

精神物理学を中心にした実験的手法により、人間の感覚知

覚認知、人間の行う情報処理に関する研究指導を行う。 

（平林秀美） 

主に観察法を用いて、発達心理学、特に感情発達および社

会的発達に関する研究指導を行なう。 

（工藤恵理子） 

主に実験的手法を用いて、社会心理学、特に社会認知的ア

プローチによる研究課題の指導を行う。 

（唐澤真弓） 

文化比較研究の妥当性、問題点を理解した上で、心の社会・

文化的構造を同定する比較研究についての論文指導を行

う。 

（斉藤慎一） 

質問紙調査、内容分析、実験などの手法を用いて、マス・メ

ディアやインターネットが伝える内容の分析とその社会的影

響に関する研究について論文指導を行う。 

（李津娥） 

内容分析、実験、質問紙調査などの手法を用いて、マス・メ

ディアとインターネットにおける広告コミュニケーションの内容

的特徴と訴求戦略の分析、広告コミュニケーションの受容過

程と効果に関する研究指導を行う。 

（有馬明恵） 

内容分析、質問紙調査、インタビュー調査、実験のいずれか

の手法を用いて、マス・メディアにおける年齢、ジェンダー、エ

スニックなどの問題やそれらが人々に及ぼす影響に関する研

究についての論文指導を行う。 

（渡辺隆行） 

実験・質問紙・インタビュー・評価ツール・官能評価などの手

法を組み合わせて、HCI、特にユーザビリティとアクセシビリテ

ィに関する研究課題の論文指導を行う。 

 

グローバル共生社会分野 

（黒川修司） 

国際紛争、平和構築、人道的介入、国際協力などの国際関

係論の幅広いテーマに関して研究指導を行う。 

（湯浅成大） 

国際政治学、外交史の手法を用いて、アメリカの政治、外交

に関するテーマの研究指導を行う。演習Ⅰで培った分析枠

組みを用いた修士論文の完成を目指す。 

（油井大三郎） 
比較地域研究や歴史学的手法を用いて、アメリカ合衆国や

日本における多文化共生などに関するテーマとする修士論

文の完成に向けて研究指導を行う。 

（滝口太郎） 

国際政治学、外交史の手法を用いて、中国の政治、外交に

関するテーマの研究指導を行う。現代中国外交の諸側面、た

とえば米中関係、日中関係などを扱った文献を利用し、研究

分析の視角と方法論を身につける。 

（兼若逸之） 
歴史学的・比較文化的手法を用いて、韓国の社会・文化・

歴史などのテーマについての修士論文の論文完成に向け

て指導を行う。 
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（聶莉莉） 

文化人類学的手法を用いて、東アジアの社会・文化をテーマ

とする修士論文の完成に向けて指導を行う。 

（小檜山ルイ） 

社会史、女性史、ジェンダー論の手法を用いて、アメリカ社会

や日米比較をテーマとする修士論文完成に向けて指導を行

う。 

（国広陽子） 
質的調査法の手法を用いて、現代社会における諸個人の

ジェンダーに関する知のあり方とメディアコミュニケー

ションのあり方に関する研究課題についての研究指導を

行う。 
（竹内久顕） 

平和教育学の基礎理論に基づいて各自の研究課題を深め

ていくことで、平和教育学の今日的水準を踏まえた修士

論文の作成を課題とする研究指導を行なう。 
（古沢希代子） 

開発や平和構築のプロセスで発生するジェンダー問題に

取り組むため、複合的なアプローチで自ら現状分析や政

策評価が行えるよう指導する。 

（宍戸恒信） 
国際経済学と開発経済学の手法を用いて、グローバル化

する金融、産業、労働力の現状分析や関連する政策に関

する論文執筆の指導を行う。 

（竹内健蔵） 
ミクロ経済学の分析手法を用いて、特に料金規制や参入

退出規制などの問題について指導を行う。 
（二村真理子） 

ミクロ経済学、環境経済学の分析手法を用いて、環境関

連の諸問題への政策的対応に関する研究指導を行う。 

（白砂堤津耶） 

計量経済学の標準的手法を用いて、日本を含むアジア諸

国・地域の経済的課題に関する研究指導を行う。 

（栗田啓子） 

 環境、少子化とジェンダー、経済格差などの共生社会に

関する問題について、経済思想史の分析手法を用いた論

文執筆のための研究指導を行う。 
（中村眞人） 

グローバルな規模で進む産業発展および企業活動の現状

と、多様な人々の協働と共生が求められる仕事の問題につい

て、産業と労働の社会学の観点から、論文執筆の指導を行

う。 

（金野美奈子） 

職場と家族の結節点におけるジェンダーの社会学の諸問題

について、労働者個人、家族、企業、国家など多様なアクタ

ーを視野に入れた複眼的でグローバルな視点から、論文指

導を行う。 

（赤堀三郎） 

グローバル化という変動のなかで見直しを迫られる近代社会

の原基的構造をめぐる諸問題について、社会学史、理論社

会学の視点から、論文指導を行う。 

（伊奈正人） 

グローバル化という変動のなかで見直しを迫られる近代社会

の原基的構造をめぐる諸問題について、大衆社会論、文化

社会学の視点から、論文指導を行う。 

（岡村清子） 

グローバル化する現代日本社会における生活、家族、社会福

祉をめぐる諸問題について、福祉社会学の視点から論文指

導を行う。 
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（染谷俶子） 

現代日本における少子高齢社会における諸問題について、

グローバルな視点からの国際比較を踏まえつつ、論文指導を

行う。 
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